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　これは、独りだった人間が独りではなくなるという、ただそれだけのありふれたラブストーリーだ。
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　自分は同性が好きな人間なのだと白川しらかわ愛結あゆが自覚したのは、中学二年のときだった。

　ＬＧＢＴという概念はテレビなどで知っていたけれど、自分自身がそうだと認めるのには抵抗があった。「そうではない」ことを証明するためにＬＧＢＴについての本やウェブサイトを読みあさり、そしてやはり自分はＬＧＢＴのうちの「Ｌレズビアン」──心身ともに女性で、性的指向も女性である人──なのだと確信するに至った。

　自身が同性愛者であると確信を得たあとも周囲にはそれを隠し続け、多数派のフリをして中学を卒業した。

　高校二年生になって間もなく、学校でＬＧＢＴについて学ぶ授業があって、その日の放課後、仲の良かったクラスメート数人とスーパーのフードコートで駄弁だべっていた折おり、今日の授業のことが話題に上のぼった。グループのリーダー格の少女──一年の頃から仲が良くて親友と呼んでもいい間柄、だった──が、「身近にそういう人がいても、自分だったら全然気にしない」などと発言したところ、他の友人たちも口々に同意した。

「あたしも全然偏見ないなー。今時、同性愛なんて別にフツーだよね」

「そーそー。差別とかヒドいありえない」

　なるほど、そういうものなのか──と、愛結は驚きと安堵あんどと喜びを感じた。

　たしかに昨今、ドラマや映画なんかではごく普通に同性同士のカップルが登場するし、友人たちの間でも『おっさんずラブ』や『きのう何食べた？』は人気だった。自分が考えている以上に、ＬＧＢＴという存在は世間に受け容れられているのだろう。

　だから愛結は、自分が同性愛者であることをその場でカミングアウトした。

　友人たちは一様に驚きの表情を浮かべたものの、すぐに笑顔で、これからも自分たちは何も変わらず友達のままだと言ってくれた。




　その翌日、愛結が同性愛者であることはクラス中に知れ渡っていた。




　どうして言いふらしたのかと愛結が親友に問い詰めると、彼女は本当に辛そうな顔をして半泣きで答えた。

「だって、やっぱり気持ち悪い。体育の着替えのときとか、あたし達のことキモい目で見てたってことでしょ」

　愛結は言葉に詰まった。

　女だったら誰だれにでも欲情するわけじゃないし、彼女のことは友達だとしか思っていない。……けれど、裸を見たとき微塵みじんも性的な感情を抱いたことがないと言えば噓うそになるのだ。

　さらに親友は、かつてバスで痴漢ちかんに遭ったときの恐怖を吐露したあと号泣を始め、他のクラスメートたちも彼女に同調し、愛結に嫌悪けんおや蔑さげすみ、それに好奇や憐憫れんびんの視線を向けてきた。

　愛結の思考が混乱する。

　自分は彼女に告白したわけでもないし、恋愛感情を抱いているわけでもないし、もちろん痴漢行為をするなど考えたこともない。

　それなのになぜ、こんなふうにクラス中に晒さらされ、勝手に泣かれ、悪者のような目で見られないといけないんだろう。

　……いや、完全に悪者扱いならまだ良かった。持って生まれた性質そのものが悪だというのなら、この場所は端はなから自分とは相容あいいれないものだったのだと、こっちから見切りをつけてやることもできた。しかし、

「おい、みんなやめろよ！　べつに白川さんが悪いわけじゃないだろ!?　白川さんだってかわいそうなんだし！」

　愛結を庇かばうようにそう叫さけんだのは、クラス一のイケメンとして女子から人気の高い男子生徒だった。

　まるで少女漫画でヒーローが主人公を助けるようなシチュエーション。普通の女の子なら恋が芽生めばえていたかもしれない。

　しかしこのとき愛結の脳を支配したのは、純然たる「怒り」であった。

　──かわいそう。

　それは愛結にとって、一番言われたくない言葉だったのだ。

　愛結の身体が火のように熱くなり、思考は真まっ赤かに染まり。


「っっっっっざっけんな────っ!!」



　次の瞬間には、見事な正拳せいけん突きがイケメンの顔面にクリーンヒットしていた。ちなみに白川愛結、空手からて歴十年である。

「あたしは、『かわいそう』なんかじゃない！」

　憎まれるのにも嫌われるのにも耐えられるけれど、哀あわれまれることだけはどうしても耐えられなかった。

　それ以降のことはよく憶えていない。

　ともあれ暴力事件を起こした結果、愛結は二週間の停学処分となった。

　それ自体は正直どうでもよかったが、学校から両親に事件の経緯が伝わり、同性愛者であることもバレてしまった。

　両親は、愛結が学校で暴力事件を起こして大勢の人を傷つけたことよりも、娘が同性愛者だったということに大きく動揺した。

　激高げきこうして「何かの間違いじゃないのか」とわめく両親に、愛結は極力落ち着いて、独自に勉強した知識を元にＬＧＢＴは決して珍しいことではないのだといった話をするも、両親は聞く耳持たず、愛結のことを「恥さらし」「出来損ない」などと罵ののしり、あまつさえ娘を強引に精神科に連れて行き「治療」しようとした。

　考えが古くて今どき「結婚して家庭を守るのが女の役割」などと臆面おくめんもなく言い放つ両親とは元々折り合いが悪かったのだが、ここに親子の断絶は決定的なものとなった。

　どれだけ世界中でマイノリティの権利や理解が叫ばれようと、テレビやネットで差別や偏見はいけないというキャンペーンが行われようと、クソ田舎いなかのクソ社会のクソ人間なんて所詮しょせんこんなものなのだろう。未いまだに男尊だんそん女卑じょひが平然と罷まかり通るような社会で、ましてや性的マイノリティに居場所などあるわけがなかった。

　家族にも友人にも学校にもこの街にも心の底から失望した愛結は、家を飛び出し、この街を出て行くことにした。

　向かう先は大都会、東京とうきょう。

　東京ならきっと、愛結のような人間も大勢いるだろう。

　バスで十時間以上かけ、昼前に東京に辿たどり着いた愛結は、真っ先に美容院に飛び込んでもっさい黒髪をまっ金金に染めてさらに赤のメッシュを入れた。それから服屋の店先で目に入った、大きなドクロがあしらわれた超イカすＴシャツと、これまで一度も穿はいたことがないような短いスカートを買って着替えた。一刻も早く「田舎の女の子」ではなくなりたかったのだ。

　外見を都会色（※愛結のイメージ）に武装した愛結は、それから住むところとお金を稼かせぐ方法を探すために東京の街を彷徨さまよった。しかし真っ当な不動産屋や真っ当な店が未成年の家出少女を相手にしてくれるわけもなく、とりあえずはネットカフェでしばらく凌しのごうと夕暮れの街をフラフラ彷徨っているところを警察に声を掛けられた。

「君、中学生？　こんなところでなにしてるの」

　警察に声を掛けられるなど初めてのことで、気が動転した愛結は完全に挙動不審になってしまい、一瞬で家出少女だとバレて交番まで連れて行かれた。

　実家に連絡されて田舎に連れ戻されるのだけは絶対に御免ごめんだったので、愛結は仕方なく、東京でただ一人の信じられる人を頼ることにした。

　その人の名前は白川京みやこ。十歳ほど離れた愛結の従姉妹いとこで、東京の出版社で働いている。

　生まれも育ちも東京の彼女は服も髪型もお洒落しゃれで、優しくてかっこよくて、愛結は昔から彼女のことが大好きで、空手を習い始めたのも彼女の影響だ。彼女の両親も都会的な大人で、自分もこの家に生まれたかったと何度思ったことか。

　何を隠そう、その白川京こそが愛結の初恋の相手である。そんな人に迷惑を掛けるのは気が引けたが、背に腹は代えられない。

　愛結が連絡すると、京はまだ仕事中だったにもかかわらず急いで交番に駆けつけてきてくれた。

　今年の正月に会ったときとはすっかり様子が変わった愛結を見て一瞬驚いた顔をしながらも、「この子は自分の従姉妹で、田舎からうちに遊びに来ている」と話を合わせてくれた京に、愛結は感激し、改めて尊敬の念を抱くのだった。

「それで、なにがあったの？　あっちゃん」

　近くの喫茶店きっさてんで京に訊たずねられ、愛結は両親と喧嘩けんかして家を飛び出してきたことを話した。その詳しい経緯は隠したままで。

「お願いみやちゃん。家には連絡しないで」

「うーん、そういうわけにも……」

　懇願こんがんする愛結に京は困った顔をしながらも、絶対に家には戻りたくないという愛結の気持ちを汲くんで、

「捜索願いとか出されたら大変だし、やっぱり叔母おばさんたちに連絡はするよ。それで、しばらくあたしの家に泊まれるように説得してみるから。それでいい？」

「うん……。ありがとう、みやちゃん」

　愛結が頷うなずき、京はさっそく愛結の実家に電話をかけた。通話はすぐに終わり、

「叔母さん、ＯＫだって」

　あまりにもあっさり了承されたことに戸惑とまどいの色を浮かべながら、京は愛結にそう伝えた。

「……心配してなかったでしょ、うちの親。きっといなくなってせいせいしてるんだよ」

　吐き捨てる愛結に、「そんなこと……」と京は気遣わしげな顔を浮かべ、嘆息たんそくする。

「確かに、しばらく距離を置いた方がいいのかもね……」

「ねえみやちゃん。住むところが見つかるまで、みやちゃんちに泊まってもいい？」

「泊まるのはもちろんいいけど……住むところって、ずっと家に帰らないつもり？」

　京の問いに、愛結は強い意志を込めて頷いた。

「学校はどうするの？」

「やめる。……どうせもう居られないし。こっちで仕事みつけて独立する」

「仕事って……。未成年じゃ保護者の同意がないと雇やとってくれないわよ？」

「同意書なんて偽装すればいいし。それに東京では、じぇーけーびじねす？　ってゆうのが流行はやってるんでしょ？　女子高生がいっぱいお金稼げるって聞いたよ」

「あっちゃん」

　突如京が低い声を出し、眉まゆを吊つり上あげて険しい表情を浮かべた。

「そんないかがわしいバイト始めたら、あたしが許さないからね」

　初めて見る彼女の怒った顔とその迫力に、愛結はたじろぎながらも、

「で、でも、お金稼がないと生活できないし……みやちゃんにいつまでも迷惑掛けたくないし……」

「あたしへの迷惑なんて気にしなくていいから……」

　そこで京は嘆息し、

「でもまあ、気にするなって言っても無理か……。本当に、家に帰るつもりはないの？」

「絶対、帰らない」

　真まっ直すぐに見つめて愛結が答えると、京は小さく唸うなり、


「うーん……何か仕事紹介してあげられたらいいんだけど……うちは今バイト募集してないし……情報誌の人たちなら何か…………あ」



　ブツブツ呟つぶやきながら考え込んでいた京が、不意に目を大きく開いた。

　それからどこか不安そうな、あまり気乗りしない様子で、

「……一応、三食昼寝付きで住み込みの仕事があるんだけど、やってみる？」


「～～～～！」



　京の問いに、愛結は目を輝かせて勢いよく何度も頷いた。

「わかった。今夜ちょうどそこに行くつもりだったから、今から電話するわね」

　そう言って電話をかけ始める京。


「お疲れ様です、ブランチヒルの白川です。約束どおり今からそっち行くから。もちろん原稿はできてるわよね？　…………ううん、気にしないで。書き上がるまで部屋で待つから。ずっと。いつまでも。いつまでも。……あー、ちょっと待ってまだ切らないで。……前にあんた、身の回りの世話をしてくれる美少女が欲しいって言ってたわよね。ちゃんと生活を管理してくれる子がいたら〆切しめきり守るのにーって。……見つかったから今から連れて行くわ。……だから、見つかったの。あんたのところで働いてくれる美少女が。だから大人しく待ってなさいよ。逃げたらエビフライにしてやるから」



　最後にドスの利きいた声で告げたあと、京は通話を切った。

「えっと、今のって……」

「あっちゃん、海老かいろうヒカリっていう作家知ってる？」

　唐突な質問に愛結は戸惑いながら、

「え？　えーっと……知らない」

「そっかー。けっこう女子高生にも人気ある作家なんだけど」

「あたし、小説ぜんぜん読まないから……」

　そこで愛結ははたと気づく。

「あの、もしかして仕事先って……」

「そ。あたしが担当してる作家なんだけど、これがほんっとにロクデナシでね……。生活リズムめちゃくちゃだしスケジュール守らないし〆切前に原稿ほっぽり出して旅に出ちゃうしで手を焼いてたの。あたしがずっと見張ってるわけにもいかないし。あっちゃんには今日から、海老かいろうヒカリ先生の家であのクズの世話係兼監視役をしてもらいます」

「か、監視役!?」

「そ。逃げようとしたら鎖骨さこつ折ってもいいから」

「ええー……」

　愛結は戸惑う。

　いきなり知らない作家の家で住み込みで働くなんて、はっきり言って怖い。家事は一通りこなせるので身の回りの世話くらいはできると思うけど、監視役とか意味がわからない。でも、住むところと仕事がセットで見つかるなんて都合のいい話がそうそう転がってないことは理解できる。

　……とりあえず、その作家に会うだけ会ってみよう。

　拳を握りしめ、愛結は決心した。

「あの、ところでその作家さんって男の人……？」

　京が働いているのはたしか男性向けの小説の編集部で、作者も男が多いと聞く。真正面からのケンカなら並の男には負けない自信はあるが、一緒の家に住むとなるとさすがに身の危険を感じる。

　愛結の不安を払拭ふっしょくするように京は笑って、

「もちろん女性だから安心して。歳としはたしかちーちゃんと同じだったから……二十二か三ね」

「そう、なんだ」

　安堵すると同時に、愛結の心には別の不安がよぎるのだった──。
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　彼女にとって、その日はよくある〆切直前の一日だった。

　海老原えびわら優佳理ゆかり、二十二歳。

　職業は小説家、ペンネームは海老かいろうヒカリ。

　高校時代にとあるライトノベル系の新人賞で大賞（※もっとも優秀な作品に与えられる）を受賞してデビューし、これまでに十数冊の本を出版した。そのうちの何作かはかなりヒットし、漫画化、映画化、アニメ化、ドラマ化も経験しており、いわゆる「売れっ子作家」と言っても差し支えないだろう。

　朝七時に起床して朝食を食べたあとすぐにまた寝て、昼過ぎにようやく起きてシャワーを浴びる。それからパソコンに向かい、〆切が今夜にもかかわらずまだ半分くらいしか書けていないウェブ連載用の原稿を書き始める。

　……が、三十分かけて数行だけ書くとぴたりと手を止め、大きく伸びをして立ち上がり、仕事部屋を出てキッチンに向かった。

　広々としたリビングに設置された開放的なアイランドキッチンの前に立ち、作業を開始する優佳理。

　シャワーを浴びる前に冷蔵庫から取り出しておいた、六〇〇グラムの牛もものブロック肉に、塩と黒くろ胡椒こしょうを手で丹念にすり込んだあと、三時間ほどモンハンをやりながら肉に味が染しみ込こむのを待つ。

　フライパンでバターと一緒に肉を焼き、表面にほんのり焦こげ目めを付ける。

「～♪　上手に焼けました～♪」

　ハミングしながらローリエをまぶしてアルミホイルで包み、一〇〇度に余熱したオーブンで一時間焼く。

　フライパンに残った肉汁にワイン、バルサミコ酢、醬油しょうゆ、みりん、すり下ろしにんにくを混ぜて煮詰めてソースを作り、家庭用カラオケでアニソンを気持ちよく熱唱しながら肉が焼き上がるのを待つ。

　焼き上がった肉をオーブンから取り出し、アルミホイルに包んだまま置いておき二時間ほど映画を観みる。

　アルミホイルを外し、スライサーで薄く切り分ける。

「ふふ……！」

　滲にじみ出てきたミオグロビンと綺麗きれいなピンク色の断面を見て、優佳理の顔に笑みが浮かんだ。

　こうして良い感じのローストビーフが作れるようになるまで、何度かの試行錯誤が必要だった。最初は火が通り過ぎて中まで灰色になってしまったものだが、今では肉の大きさ、厚さ、部位によって、最適な焼き加減やオーブンの温度と時間がなんとなくわかる。

　今からこれを、ルーフバルコニーで赤ワインを飲みながら食べてやるのだ。

　至福のひとときに心を弾はずませながら切ったローストビーフを皿に盛り付け、ソースをかけようとしたそのとき、スマホから着信音が鳴り響いた。


「うぇー……」



　顔をしかめながら画面を確認すると、相手は予想どおり担当編集の白川京だった。

　無視しても何度でもかけ直してくるのはわかっているので、仕方なく通話に出る。

「……はい。海老かいろうです」

『お疲れ様です、ブランチヒルの白川です。約束どおり今からそっち行くから。もちろん原稿はできてるわよね？』

　一方的に告げられ、優佳理は頰ほおを引きつらせながら、

「いやー、実はあとちょっとのところで詰まってて！　ホントあとちょっとなんですけど！　わざわざみゃーさんにご足労いただくのも悪いので今日のところは──」

『ううん、気にしないで。書き上がるまで部屋で待つから。ずっと。いつまでも。いつまでも』

　ハイテンションで押し切ろうとする優佳理に対し、京は穏やかな、しかしどこか底冷えのする声音こわねで淡々と言った。

　あー、これは断れないわ……と優佳理は早々に諦あきらめる。

　京が優佳理の家に来て原稿が上がるまでずっと待っているのは今回が初めてではなく、京が仮眠を取るための布団ふとんまで用意してあるほどだ。

　……一応、上がってはいるんですけどねー。モンハンのハンターランクが！

　そんな冗談を思いついたが、それが許される雰囲気でもなさそうなので自重じちょうする。

「ふぇーい……じゃあ、お待ちしてまーす」

　うんざりした顔でそう言って、優佳理が通話を切ろうとすると、

『あー、ちょっと待ってまだ切らないで』

「ほえ？」

『前にあんた、身の回りの世話をしてくれる美少女が欲しいって言ってたわよね。ちゃんと生活を管理してくれる子がいたら〆切守るのにーって』

　〆切を破って叱しかられているときにたまたま「一人暮らしの少年のもとに美少女が押しかけてきて世話を焼いてくれる」というよくある感じのラブコメ漫画が目に入って、そんなことを言った記憶がある。もちろんただの冗談のつもりだったが。

「あー、言ったことがあるような気はします」

『見つかったから今から連れて行くわ』

「ふぁあ？」

　京の言葉に、優佳理は思わず間の抜けた声を上げてしまった。

『だから、見つかったの。あんたのところで働いてくれる美少女が。だから大人しく待ってなさいよ。逃げたらエビフライにしてやるから』

「えっ、ちょ、待っ、みゃーさ──」

　通話が切られる。

　優佳理はしばしその場で立ち尽くし、

「……みゃーさん、ついに頭がおかしくなっちゃったのかしら……」

　だとしたら、その原因の〇・数パーセントくらいは自分にあるのかもしれない。少し反省する優佳理だった。
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　海老かいろうヒカリの家は、喫茶店からタクシーで十五分ほどの場所にあった。

　築浅ちくあさの低層マンションや一軒家が並び立つ閑静かんせいなエリアにある、地上五階建てのお洒落なマンション。地下一階から地上四階まではそれぞれ三戸さんこ、最上階は一戸いっこだけで面積の三分の一がルーフバルコニーになっている。その最上階、五〇一号室が、海老かいろうヒカリの住居兼仕事場らしい。

　都心の家賃相場などまったく知らない愛結にも、相当高い物件であることはわかる。こんなマンションに一人で住んでいるなんて、一体どんな人なんだろう……。

　京がエントランスで５０１と入力してインターフォンを押す。しかし、反応は返ってこなかった。

「留守？」

　愛結が小首を傾かしげると、京は無表情でスマホを取り出し電話をかけた。

「……開けなさい」

　抑揚よくようを抑えた低い声で京が言うと、間もなく扉が静かに開いた。

「ったく、往生おうじょう際ぎわが悪いわね」

　ぼやく京とともにエレベーターに乗り、五〇一号室の前に辿り着く。

　京がチャイムを鳴らすと、ゆっくりと扉が開いて中から女神が現れた。

　女神。

　少なくとも愛結は本気でそう思った。

　どこか気だるげな微笑を浮かべた、目を見張るほど整った顔立ち。

　ふんわりとウェーブのかかった、少し色素の薄い灰色っぽい髪。

　瞳ひとみの色が左右で微妙に違い、右目は黒、左目は銀。

　すらりとした長身に、理想的なバランスの胸と腰。

　服装は上下ともグレイのスウェットなのに、何故なぜか神々こうごうしさすら感じる。

　目も心も一瞬で奪われた。

　自分のクソみたいな人生は彼女と巡り逢うためにあったのだ。

　一目ひとめ惚ぼれというのは本当にあるのだと、愛結は今初めて知ったのだった。

「お疲れ様ＤＥＡＴＨ海老かいろう先生」

　京が感情を殺した声で淡々と挨拶あいさつすると、彼女──海老かいろうヒカリは京の圧を軽く受け流して「お疲れ様ですー」と涼やかな声で返した。

　それから視線を、京の後ろに隠れるように立っていた愛結へと向ける。

　目が合った瞬間、愛結の心臓が大きく跳ね上がり、体温が一気に上昇し、頰に朱しゅが差した。

　ヒカリは不思議そうな顔を浮かべ、京に視線を戻した。







[image: ]







「みゃーさん、そちらの方は？」

「電話で伝えたでしょ。あたしの従姉妹の白川愛結ちゃん。今日からあんたの面倒をみてくれる子よ」

「え、あれって本当だったんですか!?」

「本当に決まってるでしょ」

「いやー、ホントに連れてくるなんて普通は思わないじゃないですか常識的に考えて」

「あんたに常識を語られたくないんだけど……。作家に原稿を書かせるためなら何でもする──それが編集者よ」

「ワァオ、頭おかＣ……」

　ヒカリは頰を引きつらせて大げさに肩をすくめ、それから愛結をまじまじと見つめた。

「ええと……愛結ちゃんさん？　本当にうちで働いてくれるの？」

「は、はいっ！」

　愛結は上擦うわずった声で答えた。

「こう言うとアレだけど、うちはとってもブラックよ？　ブラックバイトよ？」

「そ、そうなんですか？」

　ブラックバイトってたしかニュースで聞いたことがある。さすが都会こわい……。

　ビビる愛結にヒカリはシリアスな口調で、

「うん。毎日三回もご飯を作ったり、掃除とか洗濯せんたくをしたり買い物をしたり郵便受けを確認したりしないといけないの」

「え……それくらいなら全然……」

「あっちゃんはこう見えて家事万能よ。料理も上手うまいし」と京が口を挟む。

　幼い頃から「これが女の役割だ」と家事全般を手伝わされてきた結果なので、複雑な気持ちだった。

「なかなかやるわね……。でもそれだけでは駄目よ。料理を作るだけでなく、食べたあと食器や調理器具を洗うという激務もあるんだから」

「それって当たり前じゃ……」

　思わず口走った愛結に、京が「その当たり前ができない子も世の中にはいるのよ。例えばここに」と呟いた。

「むむ、私はできないんじゃなくてやらないだけですぅー」

　ヒカリは不本意そうに反論し、

「うーん、じゃあ他にはねー……」

　さらに何かを言おうとするのを愛結は遮さえぎり、

「あ、あの！　あたし、なんでもします！　だから働かせてください！」

　勢いよく頭を下げた愛結を睥睨へいげいし、ヒカリは「ほほーう？」と意地の悪い笑みを浮かべた。

「なんでもするー？　ほんとにー？」

「はい！」

「エッチなことでも？」

「いいんですか!?」

「え!?」

　目を見開いて反射的に聞き返した愛結に、ヒカリが驚いた顔をした。

「ちょっとヒカリ！　あたしの従姉妹に変なこと言わない！」

　京がヒカリを咎とがめる。

　二人のそんな反応に、今のはヒカリの冗談だったのだと気づく愛結。

「い、いいわけないです！　間違えました！　でも、どうしてもって言うなら……」

　頰を赤らめて見つめる愛結に、ヒカリは苦笑を浮かべ、

「安心して。私は可愛かわいい女の子が好きだけど、そういう好きじゃないから」

　はっきりと言われ、愛結は曖昧あいまいな笑みを返しながらも、内心落胆するのだった。

　自分の人生が彼女と巡り逢うためにあったというのは、どうやら勘違いだったらしい。
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　まさか本当に美少女を連れてくるとは。

　担当の京に愛結のことを紹介され、編集者ってやっぱり頭おかしいなと優佳理は思った。京は一見常識的な社会人なようで、ちょくちょくぶっとんだ行動をするので侮あなどれない。

　とはいえ、作家などという社会不適合者の群れを相手にする職業なのだから、きっとおかしいくらいでちょうどいいのだろう。

　……彼女みたいにマトモすぎて壊れてしまうよりは、最初から頭のネジが何本か飛んでいる方がよっぽどいい。

　脳裏のうりをよぎった昏くらい思考を振り払って、

「二人とも、夕飯はもう食べました？」

　ひとまず京と愛結をリビングへと通し、優佳理は訊ねた。

「まだだけど」と京。

「それじゃあ一緒に食べましょう。ちょうど準備してたところだったので」

　そう言って優佳理はキッチンへと向かう。

　椅子いすに座ってチラチラとこちらを窺うかがっている愛結に目をやると、彼女は慌てたように顔をサッと下に向けた。

　人間を警戒するチワワみたいというのが、白川愛結に対する優佳理の第一印象だった。

　大きなアーモンドみたいな瞳が印象的な、高校生か、もしかしたら中学生かもしれない幼さの残る顔立ちに、小柄な身体つき。でも胸は大きい。

　金髪のショートツインテールで前髪に赤のメッシュ。大きなドクロが描かれたパンクなＴシャツ。アニメや漫画が好きな優佳理のために、わざわざコスプレしてきてくれたのだろうか。ハーレイ・クインじゃないし……何のキャラだろう？

　そんなことを考えながら、今日作ったローストビーフ六〇〇グラムを大皿に全部盛り、ダイニングテーブルへと運ぶ。

　さらに京が家に来る間に作っておいたシーザーサラダとフランスパン、三人分の皿と箸はしとグラスを並べ、最後に赤ワインを持ってきてグラスに注ごうとすると、

「ちょっと待った！　なにナチュラルにお酒飲もうとしてんのよ！」

　京が鋭くストップをかけた。

「え？　ローストビーフには赤ワインじゃないですか」

「駄目！　ご飯食べたらすぐ原稿に取りかかるんだからお酒は禁止！」

「そんな！　お代官様、せめて一杯だけでも！」

　悲壮感溢あふれる声で懇願する優佳理に、京はジト目で、

「誰がお代官様よ……。あんた一杯飲むだけでグダグダになって、全然書けなくなるでしょうが」

「みゃーさんの鬼！　せっかく六時間くらいかけて美味おいしいローストビーフを作ったんですよ！」

「ろ……!?」

　優佳理の言葉に、京の表情が強こわばった。

「やっぱりこのローストビーフ、あんたの手作りなのね……しかも六時間……？」

「あ」

　失言に気づき優佳理は頰を引きつらせる。

「〆切ギリギリだってのに、あんたは六時間かけてローストビーフ作ってたのね……？」

　額ひたいに青筋を浮かべる京を、優佳理はやんわりとなだめる。

「あははー、落ち着いてくださいみゃーさん。べつに六時間ずっとキッチンに立ってたわけじゃないですから！　あくまで気晴らしですよ」

「……じゃあ、当然原稿も進んだのよね？」

「もちろんですとも！」

　きっぱりと頷く優佳理を、京は疑わしげに見つめ、

「ちなみに残りはあとどれくらい？」

　優佳理は京からさりげなく視線を逸そらしつつ、小声で答える。

「……残り半分くらい」

「それ前に聞いたときからほとんど進んでないじゃない！」

「てへへ……」

「あ～～～ほんっとにこのロクデナシは……！」

　京が頭を搔かきむしり怒りを爆発ばくはつさせようとしたそのとき、突然「きゅるるる……」という気が抜けるような音が響いた。

　鳴ったのは愛結のお腹なかだった。

　優佳理と京にまじまじと見つめられ、愛結は顔を真っ赤にして俯うつむいてしまった。

「あっちゃん、お腹減ってるの？」

　京が訊ねると愛結は小さく頷き、

「昨日からなんにも食べてない……」

「ええ!?　じゃあさっきの喫茶店でサンドイッチでも頼めばよかったのに」

　呆あきれる京に、愛結は唇を尖とがらせて、

「だってあのお店、サンドイッチ七〇〇円もしたし……そんな高級なやつ頼めないよ」

「ぷふ……っ」

　いかにも学生らしい可愛い発言に、優佳理は思わず笑い声を漏もらした。

　……こんな可愛いことを言われると、つい悪戯いたずら心ごころが芽生えてしまう。

「ふふ、お腹ぺこぺこの子がいるようだし、そろそろ食べましょうか。いっぱい食べてね、愛結ちゃん」

「あ、はい……それじゃあ……」

　ゴクリと喉のどを鳴らして箸を手に取る愛結に、優佳理は何気ない口調で、

「ところで私、こないだ試しに年収と実際の執筆時間から自分の時給を計算してみたんだけど、私の時給はざっと五三万円だったわ。これはそんな私が六時間かけて作った、三一八万円のローストビーフよ。代金は出世払いでいいわ。ささ、遠慮なく召し上がれ♪」

「さ、さんびゃくじゅうはちまんえん……！」

　愛結が目を白黒させてテーブルの上のローストビーフを凝視し、「みやちゃん……」と泣きそうな顔で京を見つめた。まるでおあずけを食らった子犬みたいで、優佳理の胸がキュンとなる。

「あっちゃん。ヒカリの妄言もうげんなんて気にしなくていいから。……じゃあとりあえず、いただきます」

　そう言うと、京は箸でローストビーフを一切れ口に運んだ。

　優佳理も笑いながら京に続き、ローストビーフを頰張ほおばる。肉に歯を立てるたびソースの複雑な酸味とジューシーな肉の旨味うまみが混ざり合い、口いっぱいに広がっていく。今日のローストビーフは会心の出来だ。赤ワインが飲めないのが残念でならない。

「ほら、あっちゃんも」

　京が愛結の皿に数枚の肉を取り分け、手渡した。

　愛結は皿の上、京の顔、優佳理の顔の順番に視線を移し、

「……じゃ、じゃあ……いただきます」

　おずおずと肉を箸で摘つまみ、口に入れて咀嚼そしゃくすると、彼女の大きな目がさらに開かれた。

「おいしっ！　これめっちゃ美味しい！」

　一切れ目を飲み込み、続いて二切れ、三切れと頰張り、愛結の皿の上にあった肉はあっという間に消えた。

「ふふ、どんどん食べてね」

　愛結の食べっぷりに、優佳理の顔が自然とほころぶ。ここまで美味しそうに食べてもらえると、作った側としても気分が良い。京も美味しいとは言ってくれるが、彼女が優佳理の部屋に来るときは基本的に修羅場しゅらば中なので百パーセント食事を楽しんでもらえない。

「パンに挟むのもいいわよー」

　優佳理はナイフでフランスパンに切れ目を入れると、ローストビーフとサラダをパンに挟んでマヨネーズを掛け、「はい、どうぞ」と愛結に差し出した。

　愛結は目を輝かせて両手でローストビーフサンドを受け取り、勢いよくぱくつく。

「ったく、相変わらずあんたの料理は美味しいのよね……」

　京が複雑そうな顔を浮かべ、優佳理は「ふふふ、そうでしょう」とドヤ顔をする。

「あにょ──」

　ハムスターみたいになっていた愛結が何か言いかけ、いったん口の中のものを全部飲み込んだあと、


「あ、あの！　こんなに料理が上手なら、あたしが食事を作る必要なんてないんじゃ……？　あたし、ローストビーフなんて作ったことないんですけど……」



　すると京は、

「このアンポンタンは〆切前に限って手間のかかる料理を作りたがるのよ。たしかに美味しいんだけど……でも〆切直前に作らなくてもいいでしょ!?　いつだったか、デッドラインギリギリのときにうどんこねてるのを見たときは本気で殺そうかと思ったからね！」

「あー、そんなこともありましたね。文章じゃなくてうどん粉を練っちゃったわけです」

「いや上手いこと言わなくていいから」

　京は半眼で嘆息し、

「そのくせ普段はインスタントとか外食ばっかりだし……。あっちゃんにはヒカリに、ちゃんと健康のことを考えた食事を作ってほしいの」

「健康……う、うん。がんばる」

　緊張した面持おももちで頷く愛結に、優佳理は「頼りにしてまーす」と軽い調子で微笑ほほえんだ。
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　目を開けると見知らぬ天井てんじょうだった。

　具体的には、照明が紐ひもで吊り下がった正方形のやつではなく、真ん中にスピーカーが付いた丸いシーリングライト。

　愛結が寝ていたのはリビングにあるソファーの上で、身体には毛布が掛けられている。

　目をこすりながら身体を起こすと、だんだん意識がはっきりしてきた。

　夕食を食べたあとソファに座って休んでいると急に強烈な睡魔が襲おそってきて、そのまま眠ってしまったらしい。

　夜行バスでは全然寝られなかったし、東京に着いてからも気が休まることがなかったから、思った以上に疲れていたのだろう。

　周囲を見回すと、ダイニングテーブルで京がノートパソコンで作業をしていた。

　リビングの壁掛け時計を見ると、時刻は午前二時を過ぎたところだった。

「あ、起きたのね」

　立ち上がった愛結に気づいて、京が声をかけてきた。

「うん……。みやちゃんは何やってるの？」

「ん？　仕事よ」

「こんな夜遅くなのに？　編集者って大変なんだね」

　驚く愛結に京は、

「そのぶん朝は遅いけどね。うちの業界は大体、お昼に出社して深夜まで仕事する人が多いかな」

「へー、なんで？」

「作家とかイラストレーターとか、あとアニメ関係者とかに夜型の人が多いから、その相手をする編集者も自然とそうなっちゃうのよね」

「へー」

　そういう業界もあるのか、と愛結は少し感心し、

「ところであの人は？」

「ヒカリなら仕事部屋で原稿書いてるわよ。朝までには上がるって信じたいけど……」

　不安げな京に、愛結は疑問を抱く。

「あれ？　〆切って昨日じゃなかったの？」

「……この業界にはね、『次の日の午前中までは今日のうち』っていう言葉があるの」

「次の日の午前中までは今日……!?」

　明らかにおかしな日本語にほんごに、愛結は混乱する。京は苦笑を浮かべ、

「駄目なクリエイターの駄目理論だから、あっちゃんは覚えなくていいわ。それより、寝室に布団敷いてあるから着替えて寝なさい。って、そういえば着替えって持ってきてる？」

「あ、うん……一応少しは」

　家を出るとき、バッグに下着とかＴシャツを適当に詰め込んできた。スマホと財布、そして何日か分の着替えだけが今の愛結の持ち物全部だ。

「そっか、ならよかった。あ、寝る前にお風呂ふろ入る？」

　京に訊ねられ、愛結は自分の身体に目をやる。目立った汚れなどはないが、街を歩き回って汗をかいたので少し臭うかもしれない。

「うん……入る」

「わかった。……ヒカリー！　お風呂使うわよー！」

　ヒカリの仕事部屋の扉に向かって京が声を掛けるが、返事はない。

「寝てるんじゃないでしょうね……」

　立ち上がり、京は少しだけ仕事部屋の扉を開けた。愛結も京の後ろから部屋の中を覗のぞく。

　四方の壁を本棚ほんだなで埋め尽くされた六畳ほどの部屋。

　その中でヒカリはデスクトップパソコンに向かって小説を書いていた。ヘッドフォンで音楽か何かを聴きながら作業しており、そのため京の声も聞こえなかったらしい。

「ふーん……ちゃんとやってるみたいね」

　京が安堵の息を吐き、

「それじゃ、お風呂の準備するわね」

　仕事部屋の扉を静かに閉め、京は勝手知ったる様子で風呂場に向かう。

　それから十五分ほど経たって、リビングの壁に設置された給湯器のリモコンから「お風呂が沸きました」と音声が流れた。

「お風呂は玄関からすぐのとこね。タオルとかシャンプーは好きに使って。ヒカリは気にしないと思うから」

「う、うん」

　京に言われ、愛結はバッグから着替えを取り出し、リビングを出て脱衣所の扉を開けた。

　他人の家のお風呂に入るのは何年ぶりだろう。自分が同性愛者であると自覚してからは、お泊まり会的なイベントに誘われても理由を付けて断っていたのだ。

　服を脱ぎ、浴室へと入る。

　身体を普段よりも入念に洗ってから、ゆっくりとお湯に身体を沈めていく。

　浴槽よくそうは愛結の実家のものよりもかなり大きくて、足を伸ばしてもまだ余裕があった。


「ふぁ～～～」



　浴槽のふちに頭を預け、深々と息を吐く。

　身体と心に溜たまった疲れが、まとめてお湯に溶けていくかのように感じられた。

　明日からこの家で、自分の新しい人生が始まるのだ。

　未知の生活に対する不安、勢いで家を飛び出して東京まで来てしまった後悔、衝動的に人を殴ってしまった反省、家族や友人と断絶してしまった悲しみ──それらは決して頭を離れてくれないけれど、それでも今は希望の方が強かった。

　京は相変わらず優しくて頼りになるし、それに──。

　海老かいろうヒカリの顔を思い浮かべ、愛結の身体が火照ほてる。

　と、そのとき。

　ガラリと浴室の扉が開かれ、ヒカリが中に入ってきた。

　お風呂なので当然、一糸纏まとわぬ姿である。

　どこかぼんやりした顔でシャワーヘッドを手に取ったところで、

「うん……？」

　口をぱくぱくさせている愛結に気づき、ヒカリが眉根まゆねを寄せた。

「え、なんでお風呂に女の子が……？」

　不思議そうに呟いたあと、ヒカリはその完璧かんぺきな裸身を愛結に向けたまましばらく立ち尽くしたあと、「あぁっ！」と大きく目を開いた。

「えーっと、たしか愛結ちゃん！　みゃーさんの従妹いとこの愛結ちゃんね！　バイトの！　ごめんねー、眠すぎて頭回ってなくて。……あーよかった、てっきり仕事中に死んでギャルゲーの世界に転生しちゃったのかと思って焦あせったわー」

　誤魔化ごまかすように笑うヒカリに、愛結は顔を真っ赤にして、

「あ、え、えっと、勝手にお風呂入ってすいません！　すぐに出ます！」

「ううん、気にしないでそのまま入ってていいわよ。私はちょっとシャワーで頭スッキリさせに来ただけだから」

　ヒカリはそう言ってハンドルを捻ひねり、シャワーを全開にして自分の頭からかけ始めた。

　お湯が彼女の全身を濡ぬらし、滑らかな肌を伝って落ちてゆく。

　艶なまめかしいのにどこか神々しくもある光景から、愛結は目が離せなかった。

　ヒカリは一分ほどシャワーを浴び続け、

「はーっ、スッキリしたー」

　お湯を止め、両手で顔を拭ぬぐい、愛結の方に顔を向ける。

　慌てて顔を半分お湯に沈める愛結に、ヒカリはくすっと微笑んで、

「それじゃ、ごゆっくりー」

　浴室を出て行くヒカリの後ろ姿を、愛結は自然と目で追ってしまう。背中もお尻しりも脚も吸い込まれそうなほど綺麗で、手を伸ばして触りたくなる。

　顔が熱い。心臓が今にも爆発しそうなほど激しく脈打つ。ヒカリが浴室を出たあとも、彼女の裸が視界に焼き付いて離れない。身体の奥が疼うずき、切ない吐息が漏れる。


「……っ！」



　無意識のうちに右手が下腹部へと伸びていたことに気づき、羞恥しゅうちで目に涙が浮かぶ。

　あぁ、今のあたし、すごい気持ち悪い。




　──だって、やっぱり気持ち悪い。体育の着替えのときとか、あたし達のことキモい目で見てたってことでしょ。




　友達に拒絶されるのも当然だった。

　ついさっきまで新しい人生への希望にときめいていた心が、自分の浅ましさに対する嫌悪感で塗ぬり潰つぶされていく。

　こんな自分、絶対にあの人には知られないようにしないと──。
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　翌朝、七時。

　白川しらかわ愛結あゆは、部屋の外から聞こえる鳥の鳴き声で目を覚ました。具体的な名前はわからないが、複数の種類の鳥の鳴き声がはっきりと聞こえてくる。

　目を開け、ぼんやりとした頭で布団ふとんから身体を起こし、周囲を見回す。

　小説家・海老かいろうヒカリこと海老原えびわら優佳理ゆかりの住んでいるマンションの一室。

　八畳ほどの和室で、調度品は愛結が寝ていた布団の他には、小さなテーブルと座ざ椅子いすのみ。お客さんを泊めるための部屋で、これまでは主にヒカリの担当編集者で愛結の従姉妹いとこでもある白川京みやこが、ヒカリの原稿を徹夜で待つために使用していたらしい。

　今日からは、ここが愛結の主に生活する部屋になる。

　物がほとんどないせいもあって、愛結の実家の自室よりもずっと広く感じる。

　京の紹介とはいえ、本当に昨日会ったばかりの人の厄介になってもいいのだろうか。しかもあんな女神みたいに綺麗きれいな──。

「……！」

　数時間前にお風呂ふろ場ばで見たヒカリの裸が脳裏のうりに浮かび、愛結は慌ててその映像を頭から振り払った。

　ヒカリが愛結を家に置いてくれるのは、愛結が同性だからだ。もしも自分が彼女に抱いている邪よこしまな気持ちを知られてしまったら、きっと追い出されるだろう。

　なるべく感情が表に出ないように気をつけないと。クールに。クールになるんだ。

「ふぅ……」

　呼吸を整え、愛結は立ち上がり、パジャマ代わりのＴシャツ＆高校ジャージのまま和室の引き戸に手を掛けた。

　和室はリビング・ダイニングキッチンと直接繫つながっている。

　引き戸を開けた途端、聞こえていた鳥の鳴き声がより大きくなった。鳥の声が窓の外からではなくリビングのほうから聞こえていたことに、愛結はようやく気づく。

　まさか部屋の中に鳥の巣でもあるのだろうか。

　驚いて上のほうに視線を彷徨さまよわせると、鳥の声が聞こえてくるのは天井てんじょうのスピーカー付き照明からだと気づく。

　愛結の実家では朝に窓を開ければ雀すずめの鳴き声がうるさいくらい聞こえた。わざわざ鳥の鳴き声なんかをスピーカーから流すなんて、

「さすが東京とうきょう……」

　うちのクソ田舎いなかとは違う。

　愛結が思わず感動の声を漏もらすと、




「なにがさすがなの？」




「ひゃっ」

　急に声を掛けられ驚く。

　見るとリビングのソファの上で、この家の主──海老かいろうヒカリがむくりと身体を起こしてこちらに顔を向けてきた。


「おはよー。えーと…………白川、愛結ちゃん？」



　眠たげな目で愛結を見ながら、ヒカリがゆっくりと立ち上がり、微笑ほほえんで挨拶あいさつする。水色のパジャマが可愛かわいい。

「おっ、おはようございます──」

　慌てて愛結も挨拶を返し、彼女のことを何と呼ぶべきか思案する。「海老原さん」「優佳理さん」「海老かいろうさん」「海老かいろう先生」「ヒカリさん」「ヒカリ先生」ああもうほんとにパジャマ可愛い。

　結局名前を呼ぶことは諦あきらめ、

「……あの、そこで寝てたんですか？」

「ん。みゃーさん帰ったあとワイン飲んだら一瞬で寝落ちしちゃったみたい」

　見ればたしかにソファ前のローテーブルの上には赤ワインのボトルと、中身が少し残っているグラスが置かれていた。


「ふあぁぁ……」



　大きな欠伸あくびをしながらヒカリがスマホを操作すると、スピーカーから流れていた鳥の声がストップした。

「なんで鳥の声を……？」

　愛結が訊たずねるとヒカリは微苦笑を浮かべ、

「このへん、朝は雀の鳴き声がうるさくて。鴉からすとかもいるし。あんまり好きな音じゃないから、対抗して毎朝七時にランダムで他の鳥の鳴き声を流すように設定してあるの」

　そう言いながら、ヒカリは部屋の小窓を少し開けた。チュンチュンと愛結の聞き慣れた鳴き声が部屋に響く。都会にも雀はいた。おのれ雀。

「もしかして鳥の声がうるさくて起こしちゃった？　ごめんね」

　再び窓を閉めヒカリが訊ねる。

「い、いえ。いつもはもっと早く起きてたので」

「そっかー。高校生だもんね」

「え、あ、はい……」

　ばつが悪くなって目を逸そらす愛結。

　彼女は京からどこまで愛結の事情を聞いているのだろう。そもそも京にも詳しい事情を伝えてないのだが、少なくとも「田舎から家出してきた女子高生」だということはヒカリもわかっているはずだ。そんなあからさまな厄介者を自分の家に住まわせることを、歓迎する人なんているわけがない。やっぱり迷惑かな、あたし──。

「それじゃ、せっかく起きたんだしさっそく朝ご飯を作ってもらおうかしら」

　愛結の内心の葛藤に気づいた様子もなく、ヒカリが朗ほがらかな声でそう言った。

「朝ご飯、ですか？」

「うん」とヒカリは頷うなずき、

「愛結ちゃんの初仕事ね。みゃーさんが言ってたけど、ものすごく料理が上手なんでしょう？　どんな美味おいしい朝食が食べられるのか楽しみだわ。ふふ」

　悪戯いたずらっぽく笑うヒカリに、愛結は慌てる。

「そ、そんなに期待しないでください……。えっと、何が食べたいですか？」

「なんでもいいわよ。食材や調味料はあるものを好きに使って。簡単なものでいいわ」

　自由に、簡単に、なんでもいい。

　正直、一番困る注文だった。

　もっと具体的に指示してほしい──そう言おうとして、愛結はハッとする。

　ヒカリは自分でも料理ができる人間だ。「なんでもいい」という注文が一番困るということくらい、彼女だって百も承知のはず。

　なのにあえてそんな注文をしたということは、これは試験なのかもしれない。愛結がこの家の食事係として、どれくらい使い物になるかを見極みきわめるための。

「……わかり、ました。がんばります」

　緊張に唾つばを飲み込みつつ、愛結はキッチンへと向かう。

　実家のキッチンより格段に綺麗で立派なアイランドキッチン。コンロは三口。ＩＨではなくガスなので愛結は少し安心する。ＩＨコンロは使ったことがないのだ。調理スペースもシンクも広く、複数人でも快適に料理ができそうだ。エプロン姿のヒカリと並んで料理をする光景をついつい妄想してしまう。

　ファミリー向けサイズの大型冷蔵庫。その横にはワインセラー。冷蔵庫を開けてみると、ケチャップ、マヨネーズ、ドレッシング、焼き肉のタレ、それからなんとか醬ジャン（漢字が読めない）に、なんとか醬、なんとか醬、なんとか醬などの調味料、ジュースやお酒など飲み物類は充実しているのだが、肝心の食材が少ない。特に野菜は皆無。

　続いて冷凍室を確認すると、空あきの目立つ冷蔵室とは対称的に、肉、魚介類、白米、アイスクリーム、冷凍食品など様々なものがギチギチに詰め込まれていた。しかしやっぱり野菜は見当たらない。

「なんでこんなに冷凍……」

　愛結が思わず呟つぶやくと、

「あはは、ふるさと納税とか通販とかでいろいろ頼み過ぎちゃって。一人だとなかなか消費しきれないのよね」

　いつの間にかアイランドキッチンの対面からこちらを覗のぞいていたヒカリが言った。

　……ここにある食材を使えば相当にいい料理が作れそうだが、朝食にステーキやら鯛たいやらカニやらというのもどうかと思うのでとりあえず保留し、冷凍室を閉める。

　さらにキッチン下の収納を確認すると、多種多様な調味料や香辛料が見つかった。塩、胡椒こしょう、味あじの素もと、創味そうみシャンタンといった愛結も使い慣れたものに、トリュフ塩とかいうなんか高そうなやつ。バジル、ローズマリー、コリアンダーといった、名前は知ってるけど違いはよく知らないハーブ各種、ターメリック、カルダモン、ガラムマサラなどカレーの材料というのはわかるが実際に使ったことはないスパイス類。

　調理器具も充実しており、大きさの違う鍋やフライパン数個、用途別の包丁数本、お玉やフライ返しなど基本的なものは当然完備されており、用途がわからない道具も幾つか。

　そのうちの一つ、金属の棒に丸いカップが付いた謎なぞの道具を取り、ヒカリに訊ねる。

「あの……コレはなんですか？」

「それ？　えーと、たしか卵の殻からを割る道具ね」

「……卵の殻を、割る、道具……？」

　オウム返しに呟く愛結。卵を割るのに道具を使うという発想が愛結にはなかった。さすが東京の人。

「ええと、じゃあコレはなんですか？」

「ゆで卵をスライスするマスィーン」


「……包丁を使えばいいんじゃ……？」



「それを使うと一度にスライスできるのよ」

「なるほど……。それは便利……です、ね？」

「そのためだけに取り出す手間と洗う手間を考えると包丁を使った方が手軽だけどね」

　小首を傾かしげる愛結に、優佳理が身も蓋ふたもないことを言った。

「えっと、それならコレは？」

「黄身と白身を簡単に分けることができるハイテク機器よ」

「へー」

　これはちょっと便利かもしれない。どうしても必要かと言われると別にいらないけど。

　他にもよくわからない道具はいろいろあったが、キリがないのでやめておく。

　愛結は再び冷蔵庫の前に行き、思案する。どんな朝食を作ればヒカリの期待に応こたえられるだろう。


「う～～～～ん……」



「ふふ……」

　唸うなりながら悩む自分のことをヒカリが可笑おかしそうにじっと見ていることに気づき、愛結は頰ほおを赤らめ、

「あの、見られてると落ち着かないんですけど」

「そう？　じゃああっちで待ってるけど、お腹なかすいたからなるべく早くお願いね」

「わ、わかりました」
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　やけに気負きおってるみたいだけど、大丈夫かしら。

　リビングのソファに座ってタブレット端末でニュースサイトを眺ながめながら、海老原優佳理は後ろで料理を始めた愛結に意識を向ける。

　食材も道具も気にせず適当に使って、簡単なものをパパッと作ってくれればそれでいいのだが。なんなら卵かけご飯とかトーストを焼くだけでもいいし。

　……どうせ、大して期待もしていないのだから。

　京によれば料理上手とのことだが、ただの女子高生にそこまでクオリティの高い料理が作れるとも思えない。

　優佳理は普段、食事にあまり時間と労力を割かない。

　昨日のローストビーフのように突発的に凝こった料理を作ることはあるが、普段の食事は基本的にレトルト食品やコンビニのお弁当など手間がかからないものばかりである。急に本格的な中華料理やカレーを作りたくなって揃そろえた調味料や香辛料も、数えるほどしか使ってない。最近のコンビニの中華料理やカレーはかなりレベル高いし。

　それにしても、久しぶりに見たわね。卵割り器（正式名称は忘れた）。

　ゆで卵スライサーも黄身と白身分ける君（仮称）も、買ったはいいが使わなすぎて正直存在すら忘れかけていた。

　昔からああいう、ただ一つの微妙な用途にしか使えないアイテムが妙に好きで、必要もないのについ買ってしまう。

　たった一つの目的のために作られ、その役割を果たすためにのみ存在し、たとえ使われずとも忘れ去られようとも、何も言わず何も考えず、出番の時を待ち続ける。

　選択の余地のないそんな在あり方が、たまに羨うらやましくなるのだ。

　……ただ一つのことしかできなければ、生き方に迷うこともないのだから。
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　悩んだ結果、愛結が作った朝食は、実家で作り慣れたメニューだった。

　主食は白米（冷凍庫に一食分ずつ分けて保存してあったのをレンチン）、わかめと豆腐とうふの味噌みそ汁しる、卵焼き、胡麻ごまとちりめんを炒いって作ったふりかけ、鶏肉の煮物、豆腐としらすと梅とわかめのサラダ。

　本当は野菜料理も作りたかったのだが、野菜がなかったので仕方なく乾燥わかめを代理とした。

　どれもこれも簡単に作れるものばかりで、『試験』に出すには気が引けた。しかし使ったことのない調味料や食材に挑戦して、ヒカリに美味しくないものを食べさせるよりはマシだと思ったのだ。

「ど、どうですか」


「…………」



　テーブルの上に並べられた料理を、ヒカリはしばしジッと見つめ、

「すごいわね……期待以上だわ」

「え？」

　意外な言葉に愛結は驚く。
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「どれも簡単なものばかりなんですけど……」

「一つ一つはそうなんでしょうけど。なんか、家のご飯みたいだなって思って」

「いえのごはん？」

　よくわからない評価に愛結が首を傾げると、

「私の実家のご飯って、毎日こんな感じでたくさんお皿が出てくるのよ。一人暮らしするようになって初めて気づいたんだけど、それってすごいなって。だってめんどくさいじゃない、いろいろ作るのも、準備するのも、片付けるのも。しかもそれを毎日よ？」

　……そういうものなのだろうか。

　愛結の実家でも毎食一汁いちじゅう三菜さんさいが基本で、それが当たり前のことだと思っていた。準備も調理も片付けも完全に日常の一部だったから、めんどくさいと思うこともなかった。

「私が自分で料理を作るときって、大抵一皿だけなのよね。ローストビーフならローストビーフだけ、カレーならカレーだけ、丼物どんものならどんぶり一つだけで汁物とか副菜とか一切いっさいなし」

「せめて野菜は食べてください」

「サプリとか野菜ジュース飲んでるからへーきへーき」

「……」

　もしも試験に合格したら、絶対に毎日野菜を出そう。

「さてと、じゃあ冷めないうちにいただきましょうか。愛結ちゃんも座って」

「あ、はい」

　ヒカリに促され、愛結は彼女の対面の席に座る。

「いただきまーす」とヒカリが最初に箸はしをつけたのは卵焼きだった。

「ふーん、愛結ちゃんの卵焼きは甘口なのね」

「あ、いえ、右側三つが甘いので、真ん中三つがプレーンで、左三つがしょっぱいやつです。好みがわからなかったので……」

「わざわざ三種類作ったってこと？　やりおるわね愛結ちゃん……」

　愛結の説明にヒカリは驚きの色を浮かべた。続いて他の味付けの卵焼きを食べ、

「……うん、どれも美味しいわ」

「よかったです」

　安堵あんどの息を吐く愛結に、

「ちなみにもしかして、チーズ入りとか明太子めんたいこ入りって作れたりする？」

「材料さえあれば……」

　愛結の返答にヒカリは目を輝かせ、

「じゃあ明日はチーズ入りでお願い。ノーマルな卵焼きは私も作れるんだけど、何かを入れると形が崩れちゃうのよね。ノーマルでもこんなふわふわにはできないし」

　明日。

「……明日も、あたしが作っていいんですか？」

　おずおずと訊ねる愛結にヒカリは小首を傾げ、「それが仕事でしょう？」と当然のように言って、

「あ、そうだ。仕事といえば、お給料を決めないとね。住み込みのお手伝いさんの相場っていくらくらいなのかしら……」

「い、いいですお金なんて！　ここに泊めてもらえるだけで十分です」

「そういうわけにはいかないわ──と言いたいところだけど、実はみゃーさんからも同じこと言われてるのよね。じゃあ当面はお給料という形での支払いはナシで、食費とか諸々もろもろの生活費を全部私が持つということで。臨時でお金が必要なときはその都度つど相談。働き次第で臨時報酬っていうかお小遣こづかいをあげます。これでどう？」

「は、はい。大丈夫です」

　つらつらと述べるヒカリに、愛結は頷くしかなかった。

　初対面の人間を自宅に住まわせることをあっさり受け容れたこともそうだが、この人は、他人を上から使うことに慣れている──そんな感じがする。

「じゃ、食べ終わったら家の案内をするわね」

　そう言って再び料理に箸を伸ばすヒカリに、

「あ、あのっ」

「うん？」

「えっと……」

「ん？」

　愛結は頰を赤らめながらも真まっ直すぐにヒカリの顔を見て、

「ど、どう呼べばいいですか！」

「うん？」とヒカリは不思議そうな顔をした。

「その……呼び方です。あなたの」

「あー」

　理解したヒカリが何度か小さく頷き、それから悪戯っぽい笑みを浮かべた。

「そうねー、じゃあ『ご主人様』で」

「ご主人様!?」

　想定外の言葉に愛結は驚きながらも、

「……えっと……わかりました……ご、ごしゅじんさま」

「お、おお……思った以上に罪悪感がすごいわね……。やっぱり今のナシで！　ご主人様って呼ばせてるなんてみゃーさんに知られたら鎖骨さこつ折おられちゃう……」

　冷や汗を浮かべてヒカリは言った。

「じゃあなんて呼べば……」

「好きなように呼べばいいよ。海老原でも海老かいろうでも優佳理でもヒカリでもエビワラーでもエビっちでもゆかりんでも。知り合いのクソさっ──先輩作家さんはエビ公とか呼ぶわね」

　エビっちとかゆかりんというのはきっと過去に友達に付けられたあだ名なのだろう。そしてエビ公は酷ひどい。

　いずれにせよ年上の人をあだ名で呼ぶのは気が引けるし、いきなり下の名前も馴なれ馴なれしい気がする。だとしたら「海老原さん」「海老かいろうさん」あたりが無難だが──。

　しばらく迷った末、

「……じゃあ、海老かいろう先生って呼びます」

　この呼び方が、『小説家、海老かいろうヒカリの世話係』という今の自分の立場に最も相応ふさわしいと思ったのだ。

　他人行儀だと気を悪くされないかと心配だったが、ヒカリにそんな様子はなく、「ん、りょーかい」と軽く頷いた。

「じゃ、改めてよろしくね、愛結ちゃん」

「は、はい。よろしくお願いします……海老かいろう先生」

　こうして、二人の新しい生活が幕を開けた。
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　朝食と洗い物を終えたあと、愛結あゆはヒカリに家の中を案内される。

　このマンションは地上五階＋地下一階という構造で、地下一階から四階まではそれぞれ１ＬＤＫの部屋三戸さんこずつで構成されているのだが、最上階の五階だけはヒカリの住む一戸いっこのみ。

　ヒカリの部屋の間取りは、一ひと繫つなぎになったリビングとダイニングキッチン、洋室が三部屋、和室が一部屋、バスルーム、トイレ、ルーフバルコニー。

　洋室は、六畳間がヒカリの執筆部屋、八畳間が寝室兼趣味部屋、もう一つの八畳間がほぼ物置状態となっている。

　その物置状態の部屋に入り、愛結は啞然あぜんとした。

　天井てんじょう近くまである高い棚たながいくつも並び、本、ゲーム機、ボードゲーム、ＣＤやブルーレイ、プラモデル、ぬいぐるみ、カメラ、人形、民芸品、ガラス細工、陶器、工具箱、化粧けしょう箱、画材、手芸用品、スポーツ用品、ネイルアートキットなど様々なもので埋まっていた。

　一応カテゴリーごとに分けて収納されてはいるものの、あまりに混沌としていて一人暮らしの人間の部屋だとは思えない。

　まるで、年齢も性別も性格も全然違うきょうだいが五人くらいで一緒に使っている部屋みたいな印象だった。

「……これ、全部先生のものなんですか？」

　真顔で確認する愛結に、ヒカリは「そうよー」と軽く頷うなずき、

「ちなみにそっちのウォークインクローゼットにはフォーマルドレスとかコスプレグッズとか、キャンプとか釣りの道具が入ってるわ」

「なんてゆうか、すごい……多趣味なんですね」

　感心半分呆あきれ半分で言う愛結に、ヒカリは少し苦笑して、

「どれも小説のネタ探しと気分転換を兼かねたにわか趣味だけどね。そんなに大事なものは置いてないから、興味があったら好きに使っていいわよ」

「あ、はい……ありがとうございます」

　過去に熱中したものといえば空手からてくらいだった愛結にとって、ここにあるほとんどが未知の領域で、この中の何かを選んでやってみようと考えているだけで一日が終わるだろう。

「そういえば、和室の客間を愛結ちゃんの部屋に決めちゃったけど、やっぱり洋室のほうがいいかしら？　それならこの部屋を使ってもらうけど……」

「い、いえ、和室で大丈夫です！」

　この部屋のものを和室に移動させるのはあまりにも大変そうだ。

　続いて二人は、ルーフバルコニーへと向かう。

　敷地面積の三分の一ほどを占めるバルコニーには、お洒落しゃれな感じのガーデンテーブルと二脚の椅子いす、そしてステンレス製の物干ものほし以外は何もなく、とても広々としている。

「はぁ～、すごい……！」

　愛結は思わず駆け足でバルコニーの端まで行き、景色を眺ながめる。

　五階なので高さはそれほどでもないが、周囲に高いビルなどが少ないこともあり、かなり遠くまで見渡すことができた。

　整然とした街並みに、道を歩く人々。少し離れたところには緑豊かな広い公園らしき場所も見える。

　ニュースやドラマなどで見てなんとなく頭に思い描いていた、東京とうきょうの雑然としたイメージとは大きく異なる、閑静かんせいで上品な高級住宅街の景色。

　ここが、今日からあたしの暮らす街──。

　家出してよかった！　と思うと同時に、自分なんかがこんなところに住んでいいのかと不安にもなる。

「なにか面白おもしろいものでも見えた？」

　ヒカリが隣にやってきて訊たずねた。

「い、いえ。でも……いい眺めですね」

「そう？」とヒカリは小首を傾かしげた。

　こんな眺めなど、彼女にとっては本当にありふれた日常の一部でしかないのだろう。

「あ、あのっ、先生」

「なに？」

「小説家ってその……そんなに、えっと……も、儲もうかるんですか？」

　昨夜この家にやってきてからずっと気になっていたことを、愛結は訊ねた。

「うーん、まあすごく売れてる人はすごく儲かってるんじゃない？　ピンキリでしょ」

　不躾ぶしつけな質問を気にした様子もなく、ヒカリはさらりと答えた。

「じゃあ海老かいろう先生は、すごく売れてる人なんですね」

「んー。出版業界全体のことはわからないけど、ブランチヒル文庫で書いてる作家の中だと、私は上の下か中の上くらいじゃないかしら」

　謙遜けんそんしている風でもなく、客観的な事実を淡々と述べるようにヒカリは言った。

「中の上で……時給五三万円……」

　愕然がくぜんとして唾つばを飲み込む愛結に、ヒカリは「五三万円？」と不思議そうな顔をした。その反応に、今度は愛結が困惑する。

「え、だって昨日、先生の時給を計算してみたら五三万円だったって……」

「ああ、アレは冗談よ」

「ええ!?」

　さらりと言ったヒカリに、愛結は目を見開く。

「本気で信じちゃってたのね、ごめんごめん……ぷふっ」

　謝りつつも堪こらえきれず噴き出すヒカリ。

「しょうがないじゃないですか……ギョーカイのことなんて何も知らないんだもん……」

　愛結は顔を赤らめて唇を尖とがらせ、

「……でも、こんなすごいところに住めるくらいには売れてるんですよね」

「うーん、無理すれば住めなくはないけど、自腹でこの家を借りようとは思わないかなー」

「え？」

　何を言っているのかよくわからず首を傾げる愛結に、

「私の家、お金持ちなの」

　引け目や後ろめたさなど微塵みじんも感じさせない声音こわねで、ヒカリは端的に言った。

「お父さんが大きい会社の社長でね、お兄ちゃん二人とお姉ちゃん二人もグループ会社の社長なんだけど、この部屋は不動産を扱ってる上のお兄ちゃんにもらったの。『一人暮らししたいからお兄ちゃん家ちょうだーい』っておねだりしたら、『いいよー』ってくれた」

　悪戯いたずらっぽくはにかむヒカリ。

「タワマンとか一戸建ての物件もあったんだけど、タワマンは上り下りに時間がかかりそうだし、一戸建ては一人じゃ持て余すから、ここでいいかなって」

　……家がほしいとおねだりしたら高級マンションをポンともらえる家庭。

　大金持ちの社長令嬢って、ドラマの世界だけじゃなくて現実にいるんだ。そりゃそうか、大金持ちの社長が実在するんだから、その娘だってどこかには存在するに決まっている。それがたまたま、自分の目の前にいる彼女だというだけだ。

　超美人でお金持ちのお嬢様な上に、彼女自身もプロの小説家として世間で認められている。

　家や兄姉きょうだいのことを話す口ぶりからして、きっと家族仲も良好なのだろう。

　学校や家から逃げてきた家出少女の自分とはあまりにも違いすぎて、比べることすら馬鹿馬鹿ばかばかしくておこがましい。

　あぁ──遠いな。あまりにも遠い。

　切ない痛みが愛結の心をちりちりと焦こがす。

「あっ、そうだ！」

　愛結の胸中も知らず、不意にヒカリが弾はずんだ声を上げた。

「はい？」

「今夜の夕飯はここで食べましょうか」

「ここで？」

　ヒカリが楽しげに微笑ほほえみ、

「うん。ほんとは昨日の夜、ここでローストビーフを食べながらワインを飲む予定だったのに、みゃーさんのせいでできなかったから。夜景はそんなでもないけど、星は結構よく見えるのよ、ここ」

「……」

　広々としたお洒落なバルコニーで星空を見ながら、ヒカリと二人で夕食。

　それはとても素敵だなと愛結は思った。

「……いいですね。それじゃあ、夕食は気合いを入れて作ります」

「うん。期待してるわね」

　何もない自分に降って湧わいた幸運を、今はただ、甘んじて受け容れよう──。
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「さてと、それじゃ、改めて確認しておくわね」

　家の中を一通り案内してリビングに戻り、海老原えびわら優佳理ゆかりは愛結に仕事内容を指示する。

「えーと、廊下とリビングとキッチンの床は基本的に掃除ロボットがやってくれるから、たまに隅っこのホコリを掃除してくれるだけで大丈夫。私の仕事部屋と寝室の掃除はしなくてＯＫ。物置部屋も二週間に一回掃除機をかけるだけでいいわ。玄関とルーフバルコニーの掃除は、なんとなく汚れてるなって思ったら適当にお願い。トイレ掃除は……一週間に一度くらい？　まあ汚れが目立つようなら適宜てきぎ綺麗きれいにするということで。お風呂ふろ掃除だけは毎日お願いね。愛結ちゃんの部屋については愛結ちゃんに任せます。……掃除についてはこんなところね」

「わ、わかりました」と愛結がコクコク頷く。

「あとは洗濯せんたくと、食事の準備と片付け。メニューは基本お任せ。アレルギーは特にないわ。食費はまったく気にしなくていいけど、カロリーはちょっとだけ気にしてほしいかも。洗濯は、一応バルコニーに物干しがあるけど、ドラム式洗濯機が乾燥まで全部やってくれるから洗濯物を干すことはあんまりないと思うわ」

「わかりました」

「うん。掃除、洗濯、炊事すいじ──以上、これが愛結ちゃんのお仕事です。この三つさえ忘れずにやってくれれば、あとは自由にしてていいわ」

「えっ？」

　愛結が訝いぶかしげな声を上げた。

「うん？　なにか問題でも？」

「えっと……」

　愛結は怖おず怖おずといった様子で上目遣うわめづかいに優佳理を見つめ、

「みやちゃんからは、先生がちゃんと仕事するように監視しろって言われてるんですけど……」

「それは忘れてかまわないわ」

「ええ!?」

　にこやかに言い切った優佳理に、愛結が目を丸くした。

　優佳理は少し笑みを深めて、やんわりと圧をかける。

「愛結ちゃんの雇やとい主ぬしは、みゃーさんじゃなくて私よ？　私がいいって言うんだから、いいに決まってるでしょう？」

「で、でも、みやちゃんに頼まれたからここで働くことになったんだし……逃げようとしたら鎖骨さこつ折おってもいいって言われてるし……」

「おおう、なんてこと言うのよみゃーさんは……」

　優佳理は笑みを引きつらせ、

「大丈夫よ愛結ちゃん。監視なんてなくても私はちゃんと仕事をするから。私を信じて」

　愛結の目を真まっ直すぐ見つめ、真剣っぽい顔と声色こわいろを作って語りかける。

　愛結は顔を赤らめて目を逸そらし、

「で、でも昨日だって、ちゃんと仕事してなかったからみやちゃんが家に来たんじゃないんですか？」

　実に的確な指摘だったが、動揺をおくびにも出さず優佳理は続ける。

「たしかに原稿を上げるのは遅れたわ。それは認めましょう。……でもね、作家の仕事っていうのは、小説を書くことだけじゃないの」

「え!?」

「むしろ実際にパソコンに向かって小説を書いてる時間なんて、作家の仕事全体からすればほんの数パーセントに過ぎないと言えるわ」

「ええ？　どういうことですか？」

　混乱を隠せない愛結に、優佳理は真顔で説明する。

「小説を書くために何より必要なのは、インプットよ」

「インプット、ですか？」

「そう。一番わかりやすいのは取材に行ったり必要な資料を調べたりすることだけど、それ以外にも、一見仕事とは関係ない本を読んだりゲームをしたり映画を見たりするのも、感性を養うためには大切だし、小説の舞台とは関係ない場所への旅行なんかも、いつか自分の作品の参考になるかもしれないでしょう」

「それは……そうかも……？」

「そうなのよ！」

　力強く言い切り、

「それからもちろん、体調管理も大事な仕事ね。遊んだり美味おいしいものを食べたりお酒を飲んだりするのも心身のコンディションを整えるために必要不可欠だし、眠って脳と身体を休めることだって当然重要なことよ。つまり小説家は、二十四時間、普通に生きてるだけで働いてるということなの！」

「い、生きてるだけで働いてる……!?」

　衝撃的な言葉に、愛結が目を白黒させる。

「そ。今こうして愛結ちゃんと会話してるのだって、私にとっては立派な仕事なのよ？　私が小説家である以上、私が仕事をしないという状況は論理的にあり得ないんだから、監視なんてまったく必要ありません。どう？　わかった？」

　愛結はどこか釈然しゃくぜんとしない顔をしながらも、「……はい……わかりました」と頷いた。

　ふふ、チョロい。

　京みやこをはじめ歴戦の編集者ならば問答無用で「妙な屁理屈へりくつで煙けむに巻いて仕事から逃げようとしたわねハイ鎖骨！」となるところなのだが、やはり子供だ。すんなり丸め込まれてくれて実に可愛かわいらしい。

　優佳理が内心ほくそ笑んでいると、愛結がスマホを取り出してなにやら入力を始めた。

「ん？　なにしてるの？」

「一応、みやちゃんに確かめてみます」

　そう言って愛結がスマホの画面を見せる。ＬＩＮＥアプリのメッセージ入力欄には、




『作家さんって生きてるだけで働いてるの？』




「ま、待ってそれを送るのは」

　優佳理が慌てて制止するも、シュポッとメッセージが京へと送られてしまった。

「ああっ!?」

　メッセージはすぐに既読になり、間もなく京からの返信が届いた。この時間に起きているということは、恐らく昨夜から寝ないで仕事中だったのだろう。

「……」

　愛結が無言で優佳理に画面を見せてくる。




『あたしの代わりにそこのバカの鎖骨折っちゃって』




　マジギレしている京の顔を想像し、冷や汗を浮かべる優佳理だった。
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　午前十時を回る頃、愛結あゆは新生活に必要なものをいろいろ買い揃そろえるため、ヒカリ（鎖骨さこつは折おってない）と一緒にマンションを出た。

　パジャマから着替えたヒカリの服装は、ゆったりしたシャツとクロップドパンツ、履はき物ものはサンダル。それから、アンダーリムの眼鏡めがねを掛けている。知的な顔立ちに眼鏡がとてもよく似合い、ついまじまじと見つめてしまう。

　愛結の視線に気づいたヒカリが怪訝けげんな顔をしたので、愛結は慌てて、

「あ、あの。先生は目が悪いんですか？」

　するとヒカリは、

「ああ、これはサングラスよ。色はついてないけど」

「サングラス……もしかして変装のためですか？」

「そうよ。私ほどの売れっ子になると、街でファンに見つかったら大騒ぎになっちゃうから」

「へえ……大変なんですね……」

　外を歩くだけで気を遣わないといけないなんて大変そうだが、まるで芸能人のようでかっこいいとも思う。

　と、そこでヒカリは小さく噴き出し、

「冗談よ。本気にしないで」

「え!?」

「私はメディアに顔出ししてないから。サイン会のときは馬のマスク被ってるし、そもそも私程度の作家じゃ顔バレしても大した騒ぎにはならないわ」

「むー……」

　可笑おかしそうに言うヒカリに愛結は少しむくれる。

「愛結ちゃんは素直ね」

　そう言うと、ヒカリは不意に自分の顔を愛結の目の前に近づけてきた。

　いきなりのことに驚き、愛結の頰ほおがかあっと熱くなる。

　整った目鼻立ちに、灰色がかったサラサラの髪、色の違う目。

　改めて間近で見ても、やはり女神か妖精ようせいのように美しい顔だと思う。小説家としての彼女のことはよく知らないが、顔が天才すぎる。

「ほら私の目って、よく見ると左だけ色素しきそ薄子うすこさんでしょう？　太陽の下に出るときはサングラスがないと少し眩まぶしいのよ」

「な、なるほど……大変なんですね」
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　ドキドキしながら、愛結はヒカリの綺麗きれいな瞳ひとみからそっと目を逸そらした。

　ヒカリも顔を離し、

「それじゃ、行きましょうか。まずは日用品かしらね。食器とか歯ブラシとか。近所の雑貨屋さんで探すか、新宿しんじゅく渋谷しぶやあたりに行くか、どっちにしようかしら」

「あ、あの、私の日用品なんて適当でいいです……コンビニで売ってるやつとかでも」

「そうなの？」

「はい」

　頷うなずく愛結にヒカリは少し思案顔を浮かべ、

「でも雑貨屋さんには行きましょう。なぜかというと私が新しいコップなどを買いたいからです。愛結ちゃんは私のお下がりでいいかしら？」

「先生のお下がり、ですか」

　それはつまり、ヒカリが口をつけたコップとかお皿とか歯ブラシとか──

「やっぱりイヤかしら？」

「い、いえ！　全然大丈夫です」

「それなら決まりね」

　ヒカリは機嫌良さそうに笑い、

「あ、さすがに歯ブラシは新しいのを買ってあげるから安心してね」

　その言葉に、安心と同時に少しがっかりする愛結だった。
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　優佳理ゆかりが愛結を連れて訪おとずれたのは、新宿のタカシマヤだった。この中に出店しているホームセンター・東急とうきゅうハンズは優佳理のお気に入りの店の一つで、たまに目的もなくフラッと訪れては必要もない物をいろいろ買ってしまう。

　タクシーを降りて店内に入ると、愛結が硬い表情でぽつりと「ここが東京とうきょうのデパート……」と呟つぶやいた。

　優佳理は小さく噴き出しつつ、「タカシマヤ、東京以外にもいろんな都市にあるんだけど」と内心でツッコむ。

　愛結の地元がどこなのかは知らないが、この娘は東京のことを特別視しすぎているような気がする。生まれも育ちも東京の優佳理にとってはよくわからない感覚だったが、ここはあえてその幻想を壊すような真似まねはせず、

「そうよ。ここが東京のデパート。そういえば愛結ちゃん、身分証明書は持ってる？」

「え？」

　不思議そうな顔をする愛結に、優佳理は真顔で、

「身分証明書よ。東京の一流百貨店ではまずそこの入館受付で買い物許可証を発行してもらわないといけないんだけど、そのためには身分証明書が必要なの」

「そ、そうなんですか」

　愛結は目を丸くし、不安そうに、

「……あの、東京じゃない高校の学生証でも大丈夫ですか？」

　優佳理は噴き出しそうになるのをどうにかこらえ、

「埼玉さいたま県以外の高校だったら大丈夫よ」

「よかった……それなら鞄かばんに入ってます」

「んぐ……っ」

　必死で笑いを嚙かみ殺ころしながら、優佳理は穏やかに微笑ほほえむ。

「私はここで待ってるから、はやく買い物許可証を貰もらってきなさいな」

「わ、わかりました！」

　インフォメーションへと早足で歩いていき、真面目まじめな顔でコンシェルジュに学生証を提示する愛結の姿に、優佳理は声を抑えるのが大変だった。

　そして三分後。

「なんでしょうもない噓うそつくんですかぁ！」

　戻ってきた愛結が、顔を真まっ赤かにして涙目で優佳理に抗議してきた。

「ごめんなさい、まさか信じるとは思わなくて。素直で可愛かわいいわね」

「か、可愛いって……！」

　ますますむくれる愛結に優佳理は笑って、

「東京って言ったって所詮しょせんは日本にほんの一部よ。愛結ちゃんの地元と同じように、お金さえあれば大抵のお店で自由に買い物ができるわ。わかってもらえたかしら」

　優しく諭さとすように言った優佳理に、愛結はハッと目を見開き、

「先生、まさかそれを教えるためにあんな噓を……？」

　ヒカリはそれを肯定するべく穏やかに微笑え──もうとして、こらえきれず「ぷふっ」と噴き出してしまった。


「や、やっぱりからかっただけですね!?　うう……やっぱり折る……鎖骨折るぅ……！」



「ほら、あまり騒ぐと迷惑よ。行きましょうか」

　怒りで震えている愛結にそう言って、優佳理はすたすたと歩き出した。

　この娘はからかい甲斐がいがあって面白おもしろい。あまりやりすぎると本気で嫌われてしまうかもしれないが……──まあ、それならそれで、べつに。
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　ヒカリが最初に向かったのは、東急ハンズの日用雑貨売り場だった。

　たくさんの商品に愛結が目移りしているうちに、ヒカリは茶碗、マグカップ、小皿を一つずつ手に取った。

「愛結ちゃん、何か欲しいものあった？」

「え、いえ、特には……」

　というか、いろいろありすぎて目の前の棚たなにある商品すら全部は見ていない。

「じゃあ私、お会計してくるからこのへんで待っててね」

「えっ、もう買うもの決めたんですか？」

　驚いて訊たずねる愛結に、ヒカリは「うん」と頷く。

「早いですね……」

「そう？　まあ直感でグッときたのを選ぶだけだからねー」

「そんな決め方で、あとで後悔したりしないんですか？」

「それはよくあるけど、イマイチだと思ったらまた新しいのを買えばいいのよ」

　優佳理は柔らかな声でさらりと言い放った。

「いらなくなった方はどうするんですか？」

「誰だれかに譲るか処分しちゃうわ」

　自分とは感覚が全然違うな……と愛結は思う。

　愛結は昔から文房具や小物を買うときものすごく時間をかけて悩むほうで、そうやって選んだものはボロボロになるまでずっと使い続ける。東京に着いた直後には結構無計画に服などを買って散財してしまったが、あれは自分を都会色に生まれ変わらせるために必要な行為で、例外中の例外だ。

　この違いは愛結が子供で、ヒカリがお金持ちの社会人だからなのか、それとも金銭感覚とはまたべつの話なのか──。

「あっ、そうだ歯ブラシも買わないと」

　ヒカリの言葉で愛結の懊悩おうのうは断ち切られた。

「ここって歯ブラシも売ってるんですか？」

　愛結が訊ねると、

「私がいま使ってる歯ブラシもハンズで買った記憶があるわ。このフロアかどうかは忘れたけど。愛結ちゃんのこれまで使ってた歯ブラシって電動？　普通の？」

「普通のです」

「電動のがいいと思うわよ？　磨きにくいところも磨けるし」

「でも……電動歯ブラシって高いじゃないですか」

　金のことなんて気にするなと言われそうだが、やっぱり気になってしまう。

「うーん、私の使ってるのはたしか三万円くらいだったかしら。それと同じのでいい？」


「さ、三万……っ！」



　愛結の今年のお年玉と同じくらいだ。

「やっぱり普通のでいいです！」

「……五年くらい前にね、うちの下のお兄ちゃんが酷ひどい虫歯になったのよ」

　やたら重々しい口ぶりで突然そんな話を始めたヒカリに、愛結は戸惑とまどう。

「はい？」

「……虫歯になったのは手動では磨きづらい場所に生はえちゃった親不知おやしらずで、虫歯菌が顎あごの骨まで到達寸前でね、手術には四時間くらいかかったみたい。その後も半年くらい通院しないといけなかったし」

「……」

　想像するだけで恐ろしい。

「手術は上手うまくいって術後の経過も良好だったんだけど、特注の器具が必要で保険もきかない治療だったから、合計で百万円以上かかったって言ってたっけ」

「ひゃ、ひゃくまん……！」

「それ以来、うちの家族はみんな電動ブラシ派。ちなみにお兄ちゃん、後にそこでお世話になった歯科衛生士さんと結婚したわ。虫歯になったことで結果的に幸せになって良かったんだけど、これは話のテーマがブレるから忘れてね」

「ええー……」

　むしろその馴なれ初そめが気になるのだが。

　百万かかったものの、虫歯も無事治せてさらに運命の人と出逢えたのなら、意外と悪くないような気もする。

「とにかく、虫歯は痛いしお金もかかるし、歯医者さんに通う時間もとられるし。それと比べたら、歯ブラシ代三万円なんて安いものでしょう、っていう話よ」

「まあ、そう言われると、そうかもしれないですけど……」

　だからといって三万円のものをポンと買ってもらうのは気が引ける。

　逡巡しゅんじゅんする愛結に、ヒカリは微笑み、

「歯ブラシもそうだけど、これからお金のことで私に遠慮するのは禁止します。これは雇やとい主ぬしとしての命令だからね」

　やんわりと、しかし有無を言わせぬ口調で言った。

　それからどこか妖あやしげな笑みを浮かべ、

「遠慮なんてしなくても、代償ならこれから愛結ちゃんの身体でたっぷり支払ってもらうんだから、ね」

「か、身体で……!?」

　いかがわしい意味ではなく、単に「そのぶん働いてもらう」という意味なのはもちろん愛結も言われるまでもなく解っているが、それでも顔が熱くなる。

「わ、わかりました。お世話になるぶんは私の……か、カラダで払いますっ」

　決意を込めて言う愛結に、ヒカリは若干戸惑いの色を浮かべ、

「……あの、一応言っておくけど、いかがわしい意味じゃないからね？」

　愛結としてはいかがわしい意味でも全然かまわなかったのだが、もちろんそれを口には出さなかった。
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　東急ハンズでの買い物を終えると、優佳理はタカシマヤを出て数分の場所にあるヨドバシカメラに向かった。

　店のテーマソングや商品案内の放送が大音量で流れる賑にぎやかな店内。ここもまた優佳理のお気に入りの店の一つで、パソコンやゲームを眺ながめたりオーディオ機器やマッサージ機を試しているとあっという間に時間が過ぎていく。

「電器屋さん……？　なにを買うんですか？」

　愛結が怪訝な顔を浮かべて訊ねてきた。

「テレビとゲーム機、あとテレビ台もかしら。愛結ちゃんの部屋用の」

「あたしの部屋の!?」

　驚く愛結を、優佳理は不思議に思う。

「なにを驚いてるの？」

「え、だ、だって……今日は生活に必要なものの買い物に来たんですよね……？」

「そうよ。ゲームは生活に必要でしょう？」

「……そう、ですか？」

　優佳理が当たり前のことを口にすると、愛結は何故なぜか疑問符を浮かべた。

「え、もしかして愛結ちゃんゲームやらないの？　最近の若者なのに」

「えっと、ＬＩＮＥのなんかパズルのやつならちょっとだけやったことあります」

「スマホアプリじゃないゲームは？」

「やったことないです。ゲーム機持ってなかったので……」

「ゲーム機を……持って、ない……？」

　幼い頃からゲーム好きだった優佳理にとって、ゲーム機のない生活など拷問ごうもんにも等しかった。そこで優佳理はハッと気づく。

「もしかして愛結ちゃんが家出してきた理由って、ご両親にゲームを買ってもらえなかったから……!?」

「ち、違います！　そんなわけないじゃないですか！」

　確信に近い推測を、愛結は一瞬で否定ひていした。

「……うーん……でも、ゲームをやったことがないというのは問題ね」

「なにが問題なんですか？」

「だってせっかく同じ家に住んでるんだから、一緒にゲームをしたいじゃない」

　優佳理の言葉に、愛結は何故か頰を赤らめ、

「ま、まあ、全然ゲームに興味がないってゆうわけじゃ、ないですけど……」

「そうなの？　じゃあなにかやりたいゲームはあるかしら？」

「えっと……なんか動物と一緒に生活するやつ、友達がやってて面白そうだなって思いました」

　愛結の回答に、優佳理は微妙に顔をしかめた。

「あー、アレね。私アレは一時期やってたけどやめちゃったのよね……」

「なんでですか？」

「あのゲーム、村の住民の口癖を変えられるんだけど、戯たわむれに『はたらけ』って言う口癖を教えたら話しかけるたびに働けって言われるようになっちゃったの。『おはよう、はたらけ！』、『今日は暑いね、はたらけ！』『ボクはいま休憩中だよ。はたらけ！』……なにこれ地獄？」

「自業自得じゃないですか」

「まあそれだけじゃなくて、ゲーム内の時間がリアルの時間に合わせて流れるから、夜はお店が閉まっちゃうし住民も寝ちゃうし、真っ当に遊びたいならプレイヤーも規則正しい生活をしないといけないのよ」


「むしろ先生はそのゲームをやるべきなんじゃ……？」



　愛結のもっともな意見をスルーして、

「やっぱり動物とは友達になるものじゃなくて、狩って料理したりアイテムの素材にするべきだわ」

「えー……」

　呆あきれ顔を浮かべる愛結に優佳理は苦笑し、

「まあ、ソフトはまだ家にあるから、愛結ちゃんがやりたいならあげるわ。とりあえず今は買い物を済ませちゃいましょう」

　有無を言わさずそう言って、優佳理は愛結とともに店内を巡る。

　購入したものは50型のテレビとテレビ台、スピーカー、ゲーム機、それから気になっていたゲームを数本。ゲーム以外は配送を頼み、到着は三日後だ。

「あんまりゲームばっかりやってると、またみやちゃんに怒られるんじゃないですか？」

　新しいゲームを買って上機嫌な優佳理に、愛結が言った。

「ゲームは作家の仕事の一環よ」

「またそんな噓を……」

　百貨店で騙だまされたことを思い出したのか、ふくれ面つらになる愛結に、

「これは本当だってば。だってゲーム代は確定申告のとき経費として認められるもの。疑うならみゃーさんに訊きいてみてもいいわよ？　経費として認められるということは、ゲームは正真しょうしん正銘しょうめい、作家の仕事の一環だって国が認めてる証明でしょう？」

「かくていしんこく……けいひ……国が認めてる……」

　よくわからないらしく、愛結は首をひねりながらもそれ以上ツッコんではこなかった。





[image: ]






「さてと、お昼はどうしましょうか」

　ヨドバシカメラを出たところで、ヒカリが言った。

　時刻は十二時半を過ぎ、たしかに愛結もお腹なかが減っている。

「愛結ちゃんは何が食べたい？」

「あ、あたしは別になんでもいいです」

「ほんとに？」

　ヒカリにジッと見つめられ、愛結は動揺しつつも、「ほ、ほんとです」と頷く。

　実際、多少の好き嫌いはあるが愛結は基本的になんでも食べられる。

「そうねえ……じゃあ、昆虫でいいかしら？」

「こ、昆虫!?」

　あまりにも想定外の言葉に愛結は目を丸くする。

「セミとか蜂はちとかサソリとかが食べられるお店が新宿にあるの。そこでいいかしら？」

　断じてよくはない。

　昆虫なんて食べたことがないのでもしかしたら美味おいしいのかもしれないが、いきなり心の準備もなしに連れて行かれて食べられる自信はない。

　とはいえ自分で「なんでもいい」と言ってしまったのは事実。やっぱり駄目なんて言ったらヒカリにがっかりされてしまうかもしれない──。

「い、いい、です、よ……？」

　引きつった笑みを浮かべて絞り出すように答えた愛結に、ヒカリは可笑しそうに、

「冗談よ。そのお店、ランチ営業はやってないし」

　……ランチ営業をやっていたら本当に行くつもりだったのだろうか。

　ヒカリはあたりを見回し、

「そうねえ……あ、ラーメンはどう？」

　その提案に、愛結は全力で「はい！　とてもいいと思います！」と頷いた。

　この近辺にはラーメン屋が多いようで、普通に歩いているだけで複数の店舗が目に留まったが、ヒカリが選んだのは濃厚な豚骨スープがウリという店だった。入り口前の看板には分厚いチャーシューが何枚も乗ったラーメンの写真が印刷してある。

　ヒカリは微塵みじんの躊躇ためらいもなく店内に入り、券売機の前で少し考えた末に「豚骨ラーメン（麵めん増量）」と、トッピングの味玉とコーンと紅ショウガの食券を購入した。

　細身で可憐かれんなヒカリのイメージに、ボリュームたっぷりの豚骨ラーメンは不似合いに思えたが、思い出してみると昨夜のローストビーフは一人で食べるつもりで作ったにしてはかなりの量だったし、朝食もそれなりの量があったのにぺろりと平らげてしまった。見かけによらずよく食べる人なのかもしれない。

「愛結ちゃんはなんにする？」

「え!?　あ、じゃあ先生と同じので！」

　自分の注文を考えてなかった愛結は咄嗟とっさにそう答えた。

「トッピングは？」

「そ、それも同じで」

「おっけー」

　ヒカリが食券を購入して店員に渡し、二人は並んでカウンターに座る。

「先生は、ラーメン好きなんですか？」

「そうねー……外出して何を食べるか迷ったときの採用率は割と高いかも。でも行列に並ぶほどじゃないわね」

「普通に好き、くらいですか？」

「普通に好きか大好きかだと大好き寄りだし、ラーメン道の奥が深いことも知ってるんだけど、とにかく並ぶっていうのが性しょうに合わなくて、あと一歩を踏み出せない感じかしら。基本的に予約もできないし」

「なるほど……」

　なんとなくヒカリらしいと納得してしまった。

「愛結ちゃんはラーメン好きなの？」

「好き……ですけど、こういうちゃんとしたラーメン屋さんは初めてです」

　少し恥じらいながら愛結は答えた。

　学校の友人たちとフードコートでラーメンを食べたことはあるが、ラーメン専門店に入るのは初めてなのだ。

「なるほど、これが愛結ちゃんの初体験というわけね」

「ちょ、ちょっと！　言い方……！」

　顔を真っ赤にする愛結。

　初体験と言うのなら、誰かと一緒に住むのも初体験だし、働くのも初体験だし、電動歯ブラシやゲーム機を所持するのも初体験だ。

　……叶かなうなら一般的な意味での初体験もヒカリ相手がいい。

　そんな妄想を慌てて頭から追い出し、カウンターに置かれたピッチャーからコップに冷水を注そそぎ、一気に飲のみ干ほした。

　そうこうしているうちに、注文したラーメンが二人の前に置かれる。

「いただきます」

　看板の写真を裏切らないボリューム感で、しかも麵多めにトッピングまで追加しているのだが、ヒカリは平然とした様子で箸はしを進める。

　愛結もヒカリに遅れまいとチャーシューにかぶりつき、二人はほぼ同時にラーメンを食べ終わった。

　とても美味しくて愛結的にはボリュームもちょうど良く、非常に満足できた。行列のできる名店でもない普通のお店でこのレベルとは、さすが東京だ。

「はー……美味しかった」

　水を飲み、思わず声を漏もらした愛結に、ヒカリはどこか嬉うれしそうに微笑む。

「愛結ちゃん、なかなかの健啖けんたん家かね。さすがみゃーさんの血族だけあるわ」

「けんたんか？」

「よく食べる人っていう意味よ」

　つまり「大食い」と言われた気がして、少し恥ずかしくなる愛結。

「せ、先生こそ、けんたんか？　ですね」

「そうね、昔から他の女の子よりたくさん食べちゃう方だったわ」

　ヒカリはすんなり肯定し、

「だから友達と一緒に食べ歩きとかしても満足できないことが多かったんだけど……愛結ちゃんとなら大丈夫かもね」

　その言葉に、胸が熱くなる愛結だった。
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　昼食を終えてタクシーでマンションに帰り、買ってきたものをとりあえずリビングに置いたあと、優佳理と愛結は再び部屋を出た。

　向かった先はマンションから徒歩五分ほどの距離にある中型スーパーで、目的は主に今夜の夕飯の買い物である。

　タカシマヤ地下の食料品売り場で買うことも考えたのだが、愛結に最寄もよりのスーパーを案内しておきたかったのだ。

「どう？　ここが東京のスーパーよ」

　店内に入って優佳理がそう言うと、

「さすがにスーパーで驚いたりしないです」

　愛結は少しムッとした顔で言った。

　優佳理は「残念」と笑って、買い物かごを手に取る。

「近所には他に、コンビニとスーパーの中間みたいな小さいお店が二つあるけど、品揃えは微妙だから基本的にはここを使うといいわ」

「わかりました。……あ、買い物かご、あたし持ちます」

「じゃあお願い」

　愛結に買い物かごを手渡し、並んで店内を歩く。

「あの、夕飯はなにがいいですか？」

「愛結ちゃんにお任せするわ」

　優佳理の返答に愛結は少し考え、

「……ワインって、どんな料理が合うんですか？」

「え？」

「ワインが残ってたから、今夜飲むんじゃないですか？　だったらワインに合う料理にしようかなって」

「ふふ、気が利きくわね」

　優佳理は素直に感心し、

「そうねえ……ワインといっても色々あるけど、昨日飲んでたミディアムボディの赤ワインなら、やっぱりしっかりした味付けの肉料理かしら」

「肉料理……ローストビーフ以外だと、ビーフシチューとかハンバーグとかですか？」

「そうね、その二つなら間違いなく合うわ。あとビーフストロガノフとかラザニアとかもいいわね」

「それはどっちも作ったことないです……」

　愛結は申し訳なさそうに言って、

「あ、でもラザニアってたしか平べったいパスタのやつですよね。パスタで肉だったら、ミートソースのパスタはどうですか？」

「悪くないけど、ミートソースよりもボロネーゼのほうが合うかしらね。ワインを使ったソースだし」

「あの飲みかけのワインを使っても大丈夫ですか？」

「もちろんよ。同じのがまだ何本か残ってるし。……飲むワインと同じワインを使った料理なら、相性あいしょうは間違いなく最高ね」

「わかりました。じゃあボロネーゼとビーフシチューにします」

「ふふ、楽しみだわ」

　献立こんだてが決まると、愛結はてきぱきと材料を買い物かごに入れていく。

　挽肉ひきにく、ブロック肉、にんじん、玉ねぎ、じゃがいも、ブロッコリー、マッシュルーム、セロリなど夕食に使う食材の他、レタス、キュウリ、キャベツ、大根、ナスなどの野菜類。

「一度にこんなにたくさん野菜を買うのは初めてだわ」

　野菜いっぱいの買い物かごを見ながら優佳理が言うと、

「先生、野菜が嫌いなんですか？　冷蔵庫に全然入ってなかったし……」

「嫌いっていうわけじゃないけど、普段はほとんど買わないわね。料理の材料に必要なら買うくらい」

「サラダくらい毎日食べたほうがよくないですか」

「サラダねー……。生野菜を切ってお皿に盛り付けるという工程に、何の面白さも見出みいだせないのよね……」

「面白さ、ですか？」

　愛結は不思議そうな顔をした。

「私にとって、料理を作るっていうのは娯楽の一つなのよ。作るからには楽しくないとイヤだし、そうじゃないときはお弁当をレンチンでいいかなって」

「料理が娯楽……そんなふうに考えたことなかったです」

　神妙な面持ちで愛結は呟いた。
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　スーパーからマンションに戻り、愛結は冷蔵庫を開けて食材を入れていく。かなりたくさん買い込んでしまったが、大きな冷蔵庫のスペースには十分な余裕があった。

「愛結ちゃん」

　空からっぽだった野菜室に野菜を納めていると、後ろからヒカリが声をかけてきた。

「私はこれからお昼寝するので夕飯ができたら起こして」

「へ？　お昼寝？」

　愛結が振り返ると、サングラスを外したヒカリの目は半開きで、今にも閉じてしまいそうだった。

「二時間くらいしか寝てないから限界がきたわ。じゃあお休み」

　一方的にそう言うと、ヒカリはすたすたと寝室に入ってしまった。

　たしかに昨日夜遅くまで仕事して、それからリビングで寝落ちして起きたのは七時だったから、睡眠時間はすごく短い。

　それなのに愛結に部屋の案内をして、愛結のために買い物に連れて行ってくれたのだ。

　先生、優しい……！

　感激で胸が熱くなる。

　ヒカリのために、夕食は絶対に美味しいものを作ろう。

　そう強く決意して、愛結は「ふんっ」と鼻息を鳴らした。





[image: ]






「……先生。……先生っ。……先生っ！」

　呼びかけられながら布団ふとん越しに身体を揺さぶられ、優佳理は目を覚ました。

　目を開けると、視界に愛結の顔が入ってくる。

「あ……おはよう」

「……すいません、外から呼んでも全然反応がなかったので、勝手に入っちゃいました」

　謝る愛結に「んー……べつにいいわよ」と答えて大きな欠伸あくびをすると、漂ただよってきたビーフシチューの匂においが鼻腔びこうをくすぐった。

「いい匂い……夕飯できたの？」

「はい。あとはバルコニーに運ぶだけです」

「わかった。すぐに行くわ」

　そう言って優佳理がベッドから降りると、

「ちょっ、先生！」

　愛結が顔を赤くして悲鳴を上げた。

「え、なに？」

「なんで下なんにも穿はいてないんですか！」

　下？　と自分の下半身に目をやると、下着だけだった。靴下とクロップドパンツは寝る前に無意識に脱ぎ捨てたのだろう。

「パンツは穿いてるじゃない」

　さすがに下着まで脱いでいたら恥ずかしかったかもしれないが、同性の愛結に下着姿を見られても特になんとも思わない。昨夜は普通に愛結の前でシャワーを浴びたし。

　優佳理はサイドテーブルの上に置いてあった部屋着のスウェットを穿き、愛結と一緒に部屋を出た。

　ボロネーゼパスタとビーフシチューとワイン、それにシーザーサラダとアスパラガスの生ハム巻きをルーフバルコニーのテーブルに運び、椅子いすに座る。

「ふふ、まるでレストランの食事みたいね」

「いえ、そこまでのものでは……」

「そんなことないわよ。ほんとにすごいわ」

　謙遜けんそんする愛結に、優佳理は本心から賛辞を送る。

　基本的に単品の食事ばかりの優佳理にとってはお皿が複数あるというだけでも凄いことなのに、盛り付けもなんだかお洒落しゃれだ。

　優佳理はスマホを手にして、

「愛結ちゃん、はい笑って」

「え!?」

　カシャッ。

　いきなり言われて戸惑っている愛結の顔を画面に収めて、料理の写真を撮った。

「ちょっ、先生!?」

「大丈夫よ。ネットに上げたりしないから」

「そういう問題じゃ……」

　愛結は唇を尖とがらせつつ、

「ほら、冷めないうちにはやく食べてください」

「はーい。それじゃ、いただきます」

　優佳理に続き、愛結も「いただきます」と呟いてスプーンを手にする。

　優佳理はまず、フォークでボロネーゼパスタを口に運んだ。

　牛肉と野菜の旨味うまみとワインの渋味が絶妙に混ざり合った深い味わいが口内に広がる。これは正直、お世辞ではなく店で出せるレベルじゃないだろうか。少なくとも優佳理の実家の料理人が作ったボロネーゼと比べても見劣りしない。

　続いてワインを一口。想像以上にボロネーゼとの相性が抜群で、昨夜飲んだときより格段に美味しい気がする。

「はぁ──」

　ワインを舌でじっくり味わってから嚥下えんかし、思わず恍惚こうこつの吐息を漏らした優佳理に、愛結が手を止めて緊張の眼差まなざしを向ける。

「ど、どうですか」

　怖ず怖ずと訊ねた愛結に、優佳理は微笑み、

「最高に美味しいわ」

　それを聞いた愛結は、「よかった……」と心底安堵あんどした声を漏らした。

　優佳理も「よかった」と思う。

　優佳理の実家では昔から住み込みの使用人を何人も雇っていて、優秀な人もいればそうでない人もいた。過去に見てきたその人たちと比較してみても、愛結は間違いなく「当たり」の人材だろう。

　料理上手で、気配りもできて、何より真面目だ。からかい甲斐があるのもいい。

　みゃーさんは、本当にいい「お手伝いさん」を紹介してくれた。

「──たしかに星、綺麗ですね」

　愛結が唐突にそんなことを言った。

　星？　と優佳理が視線を空に向ける。

　満天とまではいかないが、周囲に高い建物がなく街明かりも控えめなため、都心にしては比較的いい感じの星空。

　そうだった、そういえば、今夜ルーフバルコニーで夕食を食べることにしたのは、「星がよく見えるから」という理由だった。

　とはいえ、

「……星がよく見えるなんて言っちゃったけど、愛結ちゃんの地元のほうが普通に星空は綺麗よね、どう考えても」

　あくまで都心にしては星がよく見えるだけで、地方には敵かなわないだろう。そんなことにも思い至らず愛結に星空自慢をしてしまったのは、少し恥ずかしい。

　微苦笑を浮かべる優佳理に、しかし愛結は小さく首を振り、

「……地元じゃ、ゆっくり星空を見上げてる余裕なんてなかったので」

　心の底から満ち足りたように、愛結は空を見つめていた。

　星々を映すその瞳に、うっすらと涙が滲にじんでいることに優佳理は気づいてしまった。




「ここに来れてよかったです。ほんとうに」
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　柔らかな笑みを浮かべる愛結。

　その顔を見つめていると、自分の頰が仄ほのかに火照ほてるような感じがした。

　まだワインは一口しか飲んでないのに。

　ふしぎ。
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　愛結あゆがヒカリの家にやってきて二度目の夜が明けた。

　六時半にセットしたアラームで目を覚ました愛結は、顔を洗って着替えるとすぐに朝食の準備に取りかかった。

　メニューは白米、味噌みそ汁しる、銀ダラのみりん焼き、ひじきの煮物、昨夜の残りのサラダ、卵焼き。みりん焼きは昨夜から漬けておいたもので、卵焼きは昨日ヒカリに希望されたとおりチーズ入りだ。

　七時になるとリビングのスピーカーから鳥の鳴き声が流れ、それから間もなくパジャマ姿のヒカリが寝室から姿を現した。

「おはよ～」

　ヒカリがまだ眠そうな目をしながら挨拶あいさつをする。

「お、おはようございます」

「ん～」

　ヒカリはのっそりとダイニングテーブルに近寄り、並べられた料理を見て「はぁ～」と感心した声を漏もらした。

「今日も朝から豪勢ねー」

「べつにそんな大したものじゃ……サラダは昨日の残りだし」

　謙遜けんそんではなく本心から愛結は言う。失敗しないように実家で作り慣れた料理ばかりだし、見た目も地味だ。もっとお洒落しゃれでインスタ映えするような感じの朝食を作れるようになって、ヒカリを喜ばせたい。

「十分よ。こんな朝食、実家か旅行先でしか食べないし」

　ヒカリはそう言って微笑ほほえみ、上機嫌で洗面所に向かった。
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「ごちそうさまー」

　朝食を食べ終え、優佳理ゆかりは満ち足りた顔で手を合わせた。

　今朝けさも味・量ともに申し分なく、特に銀ダラのみりん焼きと白米の相性あいしょうが抜群で、久々に朝からご飯を二杯食べてしまった。

　このレベルの朝食が自宅で、自分が何もしなくても起きたら用意されているというのは素晴らしい。

「あー、おいしかった」

　優佳理がしみじみ言うと、愛結は「よかったです」と微かすかに頰ほおを染めてはにかんだ。

「それにしても、朝からこんなにお腹なかが満たされちゃうとアレね」

「アレ？」

「このままベッドに戻って二度寝したくなるわ」

「食べてすぐ寝たら牛になっちゃいますよ」

「牛になるって、愛結ちゃん田舎いなかのお婆ばあちゃんみたい」

　年寄りじみた発言に優佳理が笑うと、愛結は「田舎の……」と小さく呟つぶやき、恥ずかしそうに顔を赤らめた。

　……「お婆ちゃん」じゃなくて「田舎」のほうに反応するのね。

　どうやら優佳理が思っている以上に、田舎にコンプレックスがあるようだ。今後は気をつけよう。

　愛結が立ち上がり、空からの食器を流しへ運び始める。

　優佳理も自分の食器を流しに持って行き、

「そういえば、食洗機が必要かしら」

　優佳理一人のときは食器を洗うのも大した手間ではなかったのだが、毎回二人分、複数の食器を洗うのも面倒だろう。

　昨日ヨドバシカメラで食洗機も買っておけばよかった。

「しょ、食洗機って、食器を洗ってくれる機械ですか？」

　なぜか驚いた顔をする愛結に、「そうよ」と頷うなずく。

「大丈夫ですそんなの！　洗い物くらい自分でできます！」

「そうかもしれないけど、毎回二人分洗うのは大変じゃない？」

「二人分くらい全然余裕です！」

「そう？　ならいいけど……欲しくなったらいつでも言ってね」

　そう言って、優佳理はリビングから寝室へと向かった。

　部屋に入るなり、大きな欠伸あくびをしてベッドに倒れ込む。旅館のような凝こった朝食のせいで、脳がすっかりくつろぎモードになっている。睡眠欲には逆らわない主義だ。昨夜寝る前に京みやこから原稿の戻しがメールで送られてきて、それを今日の午前中にチェックして送り返さなくてはいけないのだが、まあ起きてからでも間に合うだろう。

「おやしゅみなさい」

　あっという間に優佳理の意識は心地よい眠りに落ちた。
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　洗い物を終えて掃除も洗濯せんたくも終え、愛結は所在なくリビングのソファに腰を下ろした。

　どうしよう。午前中の仕事がもう終わってしまった。

　時刻はまだ九時前で、昼食の準備をするには早すぎる。

　自由にしていいとは言われたが、まだ来たばかりの家で好き勝手するのも気が引ける。自由って難しい。

　ヒカリは本当に二度寝してしまったのか、朝食を食べてからずっと寝室にいる。

　そういえば、ヒカリの仕事のことを自分は何も知らない。愛結は小説家のアシスタントではなく家事手伝いなわけだが、それでも雇やとい主ぬしの仕事を何も知らないというのは問題がある気がする。

　愛結はさっそくスマホを手に取り、『海老かいろうヒカリ』の名前を検索してみた。

　一番上に出てきたのはウィキペディアのページだった。

　辞書に自分の項目があるというのは、どんな気持ちなんだろう。そんなことを思いながら、ページを開く。





　海老ヒカリ（かいろう　ひかり）は日本にほんの小説家、ライトノベル作家。

『心臓をさがせ』で第16回ＧＦ文庫ライトノベル新人賞（ギフト出版主催）の大賞を受賞し、同作でＧＦ文庫（ギフト出版）よりデビュー。ＧＦ文庫から『人類は不死の病に侵されました』を刊行後、ブランチヒル文庫（ブランチヒル）から『孫子そんこの恋愛兵法へいほう』、『殺意検知官の不確定な事件簿』、『最強主人公のかませ犬系イケメンに転生してしまった』を発表。ブランチヒルＯＮＬＩＮＥにて『みんなちがってみんな好き』を連載中。






「うーん……」

　京曰いわく、ヒカリはけっこう人気のある小説家らしいのだが、ここに書いてある作品は一つも知らなかった。もっとも、小説をまったく読まない愛結が知っている作品なんて、国語の教科書に載っているものか、誰だれもが知っているレベルの大ヒット作品くらいなのだが。

　さらにウィキペディアを読み進めていく。

　ヒカリの作品はほぼすべてが漫画化されており、『心臓をさがせ』が実写映画化、『孫子の恋愛兵法』がドラマ化、そして『最強主人公のかませ犬系イケメンに転生してしまった』は、今年の一月から三月までアニメが放送されていたらしい。

　愛結はアニメをほとんど観みないが、ドラマならけっこう観るし映画もたまに観る。でも、ヒカリの作品のタイトルはまったく聞いたことがなかった。

　作品の個別ページに飛んで詳しく調べると、どうやら映画は愛結の地元の映画館では公開されておらず、ドラマとアニメも首都圏でしか放送されていなかったらしい。

　田舎と都会では、触れられる娯楽作品の数にさえ大きな格差があるようだ。つらい。

　ともあれ。

　……観てみようかな、先生の作品。

　小説を読むのは苦手だから、とりあえず映画やドラマから。物置部屋にたくさんのブルーレイがあったから、あの中にヒカリの作品もあるかもしれない。

　愛結はさっそく物置部屋に行き、大量のブルーレイやＤＶＤソフトが並ぶ棚たなを眺ながめる。

　ドラマ、映画、アニメ、お笑い、ドキュメンタリーなど様々なジャンルのパッケージが、ごちゃごちゃに収められている。中にはエッチなビデオも無造作に混じっていた。

　並べ方にはまったく規則性が見出みいだせず、同じシリーズのパッケージすらバラバラの場所に置いてあり、ジャンルの内訳も、最近の作品、昔の作品、日本のドラマ、海外ファンタジー、韓流はんりゅうドラマ、時代劇、邦画、ハリウッド大作、インド映画、中国ちゅうごく映画、Ｂ級ホラー、コメディ、児童向けアニメ、男女のエッチ、女性同士、男性同士、コスプレもの、金粉など多岐にわたる。ここまで種類が豊富だと、多趣味というより片っ端から集めただけという印象が強い。

　そんなカオスな棚の中で、アニメ『最強主人公のかませ犬系イケメンに転生してしまった』のブルーレイ第二巻を発見し、手を伸ばす。……が、何故なぜかその隣にあった、裸の女の子二人がエッチなことをしている絵が描かれたアニメのパッケージの方を手に取ってしまった。

　ヒカリはこれを観てどんな感想を持ったのだろう。

「……夕陽ゆうひの差し込む放課後の保健室。ユイはイケナイことだと知りながらも、眠るサキの秘密の花園へと手を伸ばし──」

　ついパッケージ裏のあらすじを凝視してしまい、ハッとして棚に戻す。

　顔の火照ほてりを落ち着けてから、改めて『最強主人公の～』を手に取り、他の巻やヒカリの作品を探す愛結。

　ビデオを観る前に、とりあえずヒカリの作品だけでも一いっ箇所かしょにまとめておこう。
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　午前十一時過ぎ、二度寝から目覚めた優佳理は、リビングのほうから複数の人の声が聞こえてくるのに気づいた。

　愛結がテレビでも観ているのだろうか。

『もうやめるんだ心臓！』

『てめえ！　よくも膵臓すいぞうを！』

『うるさい！　お前が腎臓じんぞうを好きになったりしなければ！』

『私だって……膵臓を愛してたのよ！』

　なにこの頭おかしい会話……と寝ぼけた頭で思う。

　どうやら痴情ちじょうのもつれで争っているようだが、なぜ臓器。臓器の擬人化モノかな？

　と、そこで優佳理は気づく。

　あ、これ、私の小説の映画版じゃない。

　聞こえてくるのは、優佳理のデビュー作である『心臓をさがせ』の、実写映画版のやりとりだ。原作小説には存在しないシーンな上に、二年以上前に試写会で一度観たきりだったので、すぐには思い出せなかった。

　リビングに入ってテレビ画面を確認すると、やはり愛結が観ていたのは映画版『心臓をさがせ』だった。

　ソファに座って熱心に観ている愛結の邪魔をしないよう、そっとダイニングの椅子いすに座り、映画が終わるのを待つ。

　既にクライマックスに差し掛かっていたので、十分ほどでエンドロールが流れ始めた。しかし愛結はソファから動かず、エンドロールが終わってタイトル画面に戻ると、ようやく伸びをして立ち上がった。

　テレビ下のプレイヤーからディスクを取り出してダイニング側を向き、そこでやっと優佳理の存在に気づく愛結。

「せ、先生！　いたんですか!?」

　慌てている愛結に優佳理は微笑み、

「面白おもしろかった？」

「あっ、はい！　面白かったです」

　愛結が朗ほがらかに即答する。お世辞ではなく、本心なのだろうと伝わってきた。

「これ、先生の作品なんですよね……すごいです……ほんとすごい」

　素直な尊敬の眼差まなざしを向けてくる愛結に、優佳理は思わず苦笑を浮かべてしまう。

「……あの映画を私の作品だと思われるとちょっとアレなんだけどね」

「え？」

　つい口を突いて出た言葉に、愛結は怪訝けげんな顔をした。

「まあなんていうか、だいぶ違うから……原作と」

　小説『心臓をさがせ』の内容はこうだ。

　交通事故で脳死状態となった主人公の臓器（眼球、肺、肝臓、膵臓、腎臓、小腸、心臓）が七人の患者に移植されるのだが、臓器移植されたそれぞれの身体で何故か主人公の意識が蘇よみがえってしまう。他人の意識を乗っ取ってしまった罪悪感に苛さいなまれながらも生活を送っているうち、心臓以外の六人が巡り会い、交流を深めていく。やがて彼らは、一人だけ行方ゆくえ知れずの心臓を捜すことにするのだが、その過程で不可解な事件に巻き込まれることに──。そんな感じの青春ミステリーである。

　発売時に付けられたキャッチコピーは『主人公、ヒロイン、親友、恋敵こいがたき、すべて自分。異色移植の青春ミステリー誕生！』……「異色」に「移植」というルビを振る「上手うまいこと言ってやった感」が少々鼻につくものの、作者である優佳理から見ても妥当なコピーだと思う。

　それに対して映画版『心臓をさがせ』は、ミステリー要素がほとんどなくなり、恋愛が主軸の作品となっている。タイトルで「さがせ」と言われている心臓を移植された少女も、わりとあっさり見つかる。元の人格が同じなので口調も性格もほぼ同じだった七人の主人公には、それぞれ異なる特徴的なキャラ付けがされた。原作には存在しない、カーチェイスや格闘といった映像映えするシーンも多い。

　当然のように原作ファンからはかなり不評だったのだが、優佳理としては、べつに原作と全然違うから映画は駄目だったと言うつもりはない。むしろ恋愛映画としてはそこそこ面白い作品だったと思っている。

　とはいえ、映画版を自分の作品だと思われてしまうのには、やはり抵抗がある。

　作品の出来が良かろうと悪かろうと、メディアミックス版はメディアミックス版。映画版『心臓をさがせ』だけでなく、ドラマ版『孫子の恋愛兵法』もアニメ版『最強主人公のかませ犬系イケメンに転生してしまった』も、他のコミカライズ作品も、全部そう。

　本当に自分の作品だと言えるのは、小説だけだ。

「そんなに違うんですか？　じゃあ小説も読んでみます」

　そう言った愛結に、

「いいわよ、べつに読まなくても」

　フッと小さく笑って優佳理は言った。

「え？」と小首を傾かしげる愛結に、優佳理は薄く笑ったまま、

「そんな大した小説じゃないし。もっと面白い本はうちにもいっぱいあるから、読むならそっちのほうがいいと思うわ」

　謙遜でも自虐じぎゃくでもなく、まったくの本心から優佳理は言った。

　すると愛結は「いえ」と小さく首を振り、

「先生の本が読みたいです」

「えー？」

　唇を尖とがらせる優佳理に、愛結は不思議そうな顔をする。

「先生は、自分の本を読まれたくないんですか？」

「うん」

「作家なのに？」

「少なくとも、知り合いにはね」

「……？」

　ピンとこないようで、愛結はますます困惑の色を深めた。

「そういう微妙な作家ゴコロなの」

　優佳理は苦笑を浮かべ、それ以上の説明を拒否した。

　……映画や漫画やアニメを自分の作品だと思われたくはないが、それは決して、自分の原作小説がメディアミックス版より上だと思っているからではない。

　優佳理にとっては、自分の書いた小説も、それを原作にしたメディアミックス版も皆等みなひとしく、もっと素晴らしい作品が無数に存在する、いくらでも替えのきく程度の作品でしかないのだ。

　顔も知らない読者たちが楽しんでくれるぶんには歓迎するが、知り合いにはその程度の作品で時間を潰つぶしてほしくない。

　京たち仕事関係者は仕方ないが、それ以外の家族や友人たちにはわざわざ直接「読まないで」と伝えているほどだ。

「……どうしても読んじゃ駄目ですか？」

　愛結に縋すがるような眼差しを向けられ、優佳理は少したじろぐ。

「そりゃ、絶対に読むなっていうわけじゃないけど」

　読まれたくないのは単に優佳理の気持ちの問題で、それでも読むというのなら優佳理に止める権利はない。

「じゃあ、読みたいです」

　愛結にまっすぐ見つめられ、優佳理は小さく嘆息たんそくする。

「……待ってて。持ってくるから」

　そう言うと優佳理は仕事部屋に行き、本棚から『心臓をさがせ』の文庫本を取ってきて愛結に手渡した。

「ありがとうございますっ」

　声を弾はずませる愛結に、優佳理は「つまらなかったら別に最後まで読まなくていいからね」と早口で伝えた。
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　昼食を終えたあと、愛結はさっそくリビングで『心臓をさがせ』を読み始めた。

　最初に登場人物がイラスト付きで紹介されているページがあるのだが、どのキャラクターも先ほど観た映画版の役者とは全然似てなくて少し戸惑とまどう。厳密には映画のほうが小説の姿と似ていないと言うべきかもしれない。

　ともあれ、キャラクターの絵があるのはありがたい。

　以前京に聞いた話では、ライトノベルというのは小説を読み慣れてない人にも読みやすいように書かれてい（ることが多く）て、読者のイメージを助けたりシーンを盛り上げるためのイラストがついている（ことが多い）らしい。

　これなら自分にも苦労せずに読めそうだ。

　この小説を読んで、ヒカリのことを知りたい。

　そんな期待を胸に、愛結は本文を読み進めていく。





　不意に視界が強烈な光に包まれたと思ったら全身を強い衝撃が襲おそい、僕ぼくの身体は吹き飛び、後頭部からアスファルトに叩たたきつけられた。

　痛い、と思う暇もなく、急速に全身から痛覚だけでなくあらゆる感覚が失われていく。

　指一本動かない身体。

　赤く染まった視界に滲にじむ、複数の人影とヘッドライトの光。

　どこからともなく聞こえてくる悲鳴、怒号、ざわめき、クラクション、ブレーキの音。

　ああ、僕は車に撥はねられたんだな──とようやく理解した。

　自分がもう助からないことも、なんとなくわかった。だって今、こんなにも寒い。

　十七年の人生の中で出逢った人々、見てきた景色が次々と脳裏のうりをよぎる。走馬灯そうまとうって本当にあるんだな。

　やがてそれらも薄れていき、意識を手放す寸前、最後の最後に僕が思ったのは、

「財布の中に入ってるドナーカード、ちゃんと気づいてもらえるといいな……」

　ということだった。

　ある寒い日の夜。

　こうして僕の脳は機能を停止し、僕という人間は何者にもなれないまま、平凡な人生を終えた。はずだった。

　その一ヶ月後──……
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　昼食を終えたあと優佳理が仕事部屋に行くと、机の上のスマホに京からの不在着信が何件も入っていた。

「あー……」

　そういえば、午前中に戻さねばならない原稿のことをすっかり忘れていた。

　……まあ、お昼休みが終わるまでは午前中よね。

　原稿のデータを開き、京や校正者から指摘された箇所を修正していく。この原稿はブランチヒルＯＮＬＩＮＥという小説や漫画を配信するウェブサービスで隔週連載中の、『みんなちがってみんな好き』の最新話で、配信日は明日の午前〇時である。

　徹夜で書き上げた原稿だったので修正すべき箇所が多く、予想以上に時間がかかった。どうにか作業を終えてデータを京へと送信して時間を確認すると、間もなく午後四時を回ろうとしていた。

　……夕飯の時間までは午前中よね！

　京のブチギレている顔を頭から追い出し、大きく伸びをして立ち上がる。

　そういえば、愛結はもう本を読み終えただろうか。

『心臓をさがせ』はそれほど分厚い本ではないから、小説を読み慣れた人なら二時間程度で読み終わるだろうが、彼女はどうだろう。

　読み終わっていたとして、どんな感想を抱いたのだろう。

　知り合いに自分の本を読まれるのが嫌なのは、どうしても感想が気になってしまうということもある。

　映画版で素直に感動していた彼女のことだ。ハマってしまっていたらどうしようという不安がよぎる。

　席を立ち、恐る恐るリビングの扉を開けると、ソファに座っている愛結の背中が見えた。読書に集中しているのか、微動だにしない。

　ゆっくりとソファに近づいて愛結の横に回り込み、彼女の顔を確認すると、


「…………すぅ…………すぅ……」



　愛結は文庫本を手に持ったまま、目を閉じて寝息を立てていた。

「……わぁお……」

　ＮＥＴＥＲＵ。

　開いているページを確認すると、四十ページ……つまり序盤も序盤だ。

　序盤で寝落ち。

　優佳理はしばし啞然あぜんとし、

「ぷっ」

　思わず噴き出し、さらに声を上げて笑い出してしまった。

「ぷふっ……あはっ、あはは……」

　予想外の展開に対する驚きと面白さ。

　それに何より──こういう結果を微塵みじんも想像すらしていなかった自分の滑稽こっけいさが、可笑おかしくてたまらなかった。

　序盤で寝てしまうことなど想像もせず、読んだら面白いと思ってもらえることを疑わず、あまつさえ「ハマってしまっていたらどうしよう」などというおこがましい心配まで。

「いやー私としたことが……うぬぼれちゃってましたわ、あはは……」

　羞恥しゅうちに頰を赤らめながら優佳理が笑っていると、「ぅん……」と愛結が目を開けた。

「ふふ、おはよう、愛結ちゃん」

「ふぇっ!?　せ、先生!?」

　愛結は目を丸くしてキョロキョロ周囲を見回し、それから自分の手にしている文庫本に目を向ける。
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「どうだったかしら、私の小説は」

　意地の悪い笑みを浮かべて訊たずねると、愛結は目を白黒させて、

「え!?　あ、えっと、あの、お、おもしろい、ですね？」

　優佳理はクスクス笑いながら、ひょいと愛結の手から文庫本を取り上げた。

「ふふ……作者本人の前で寝落ちとはいい度胸ね。こんな屈辱は初めてだわ……」

「あっ……」

　愛結は縋るような目で優佳理を見て、

「ご、ごめんなさい！　あたし、昔から長い文章読んでるとすぐに眠くなっちゃって！　国語の時間とかもよく居眠りするし、だからべつに先生の小説がつまんないとかじゃ──」

　今にも泣きそうな顔で言い訳をする愛結に、優佳理はやんわりと笑い、彼女の頭に軽く手を置いた。

「冗談よ。本当に全然怒ってなんかないから。むしろ感謝してるくらい」

「か、感謝……？」

「愛結ちゃんはそのままでいいってことよ。私の本なんて読んでない、読んでも寝ちゃうような人がいてくれたほうがありがたいわ」

「……？」

　優佳理が本心から言っていることは伝わったようで、愛結は釈然しゃくぜんとしない様子ながらも安堵あんどの表情を浮かべた。

　そんな愛結を横目に、優佳理は本を持ったまま仕事部屋に入り、自分の著作が並んでいる本棚に『心臓をさがせ』を戻そうとして、そこで手を止めた。

　本棚の前に立ったままなんとなくページをめくり、冒頭から読み始める。

『心臓をさがせ』を読むのはいつ以来だろうか。三年ほど前、映画化のオファーが来たときに一度だけ読み返したが、多分それが最後だ。

　作家デビュー作であり、優佳理が生まれて初めて書いた小説なので、今読むと文章が少しぎこちなく、背伸びしている感が強くて恥ずかしい。

　でも、内容はまあまあ面白いわね。

　三分の一くらいまで読み進めたところで、優佳理は素直にそう思った。

　まあまあ面白い。

　まあまあ面白くて、ちょっと設定が珍しいだけの、どうということもない作品。

　それが優佳理の、『心臓をさがせ』に対する正直な評価だ。

　──設定が斬新なだけでなく、生き生きしたキャラクターに意外性のあるストーリー展開と、極きわめて完成度の高い作品。

　──「自分とは何か」という普遍性の高いテーマをこれまでにない独特な切り口で書き切った、とんでもない傑作。

　これらはＧＦ文庫新人賞で大賞を受賞したときの選考委員の選評だが、どう考えても褒めすぎだ。過去に大賞を受賞した作品のほうが断然優れていると思う。




　──あなたには凄い才能があるわ！　これから私と一緒に、時代を変えるような傑作を世界に送り出していきましょう！




「──ッ！」

　まとわりつくような情念を帯びた声と期待に濁った眼が脳裏に蘇り、優佳理は顔をしかめ、ぱたりと本を閉じた。

　やっぱり、自分の処女作なんて読み返すものじゃない。

　冷や汗を拭ぬぐい、優佳理は『心臓をさがせ』を本棚に戻した。

　仕事をするため、椅子に座ってパソコンに向かう。

『みんなちがってみんな好き』の原稿がとりあえず一区切りしたから、夕飯の時間まで『最強主人公のかませ犬系イケメンに転生してしまった』を書くとしよう。

　複数の許嫁いいなづけの間で心が揺れ動く主人公の嫁よめ当てゲームと、異世界に転生した主人公がなんやかんやで大活躍する話。

　誰が読んでもちゃんと「海老かいろうヒカリにしか書けない作品」ではないと思ってもらえるような、まあまあ面白くていくらでも替えのきく、どうということもない小説を書こう。

　……そういえば。

　どこかで聞いた話によると、デビュー作には、その小説家のすべてがあるという。

　べつにそんな与太話を真に受けるつもりもないけれど。

　仮に、もしもそれが真実だとしたら。

「主人公も友達も恋人も敵も味方も、すべて自分自身」なんて小説でデビューしてしまった作家は。

　きっと、どうしようもなく独りなのだろう──。
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　愛結あゆがヒカリの家にやってきて、一週間が過ぎた。

　生活にも徐々に慣れてきて、近所のスーパー、コンビニ、書店、駅などには地図アプリを使わなくても行けるようになった。

　レシピ本やネットを参考にして、料理のレパートリーも増やした。今は基本的に、和食・洋食・中華の組み合わせで一日三食を作っている。

　今日の朝食のメインは洋食──ホットサンドだ。

　ずっと使われることなく眠っていたゆで卵スライサーを活用して切った卵と、ベーコン、キャベツ、トマト、チーズを、マヨネーズを塗ったパンで挟み、これまた全然使われてなかったホットサンドメーカーで両面を焼く。こんがり焼けた香ばしいパンが普通のサンドイッチとは違う味わいを生み出し、食欲をかき立てる。隅のカリカリした食感もいいアクセントとなり、まったく食べ飽きることがない。

「まさかホットサンドメーカーがこんなに有能だったなんてね」

　食後にドルチェグストで淹いれたコーヒーを飲みながら、満足げにヒカリが言った。

「え、使ったことなかったんですか？」

　愛結が訊たずねると、

「女子高生がキャンプするアニメの真似まねをして、何回か肉まんを挟んで焼いたらそれで飽きちゃって。ホットサンド自体は一度も作ってないわね」

「肉まんを……それも美味おいしそうですね」

　ホットサンドメーカーを使った応用レシピは他にも色々あるようなので、ヒカリに代わって活用していきたいと思う。

「ところで愛結ちゃん、今日は何か予定ある？」

　コーヒーを飲のみ干ほしてヒカリが訊ねてきた。

「いえ特には……」

　いつもと同じように、掃除と洗濯せんたくを終えたあとはレシピ本や漫画を読んだりブルーレイを観みたり、先日届いたテレビゲームで時間を潰つぶすつもりだった。ヒカリは「愛結ちゃんが来てくれてからクオリティ・オブ・ライフがすごく上がったわ」と喜んでくれているが、こんな楽で楽しいだけの生活を送っていて本当にいいのかな……という罪悪感に似た思いが日に日に募つのっていく。

「それじゃ、一緒にどこか出かけましょうか」

「え？」

　ヒカリの提案に、愛結は目を丸くした。

「ど、どこかって、どこですか？」

「愛結ちゃんの行きたいところでいいわよ。東京とうきょうに来てから、新宿しんじゅくとうちの近所しか行ってないでしょ？　どこか行きたいところはない？」

「え、えっと……」

　急に訊きかれても、またヒカリと一緒にお出かけできるということで舞い上がってしまって、頭が上手うまく回らない。田舎いなかにいたときは、テレビや雑誌で東京の情報を見かけるたびに、あそこに行きたいとかアレが食べたいとかいろいろ思っていたのに。


「それじゃ、ええと……ええと…………ス、スカイツリー！」



　出てきたのは、おそらく東京で一番メジャーな観光スポットだった。ありきたりすぎて、ヒカリに呆あきれられたらどうしようと不安を覚える。

　しかし、

「スカイツリーかー。いいわね！」

　ヒカリからは意外と好感触な反応が返ってきた。

「そういえば一度も行ったことなかったのよね、スカイツリー」

「そうなんですか？」

　もう完成して何年も経たつので、東京の人はみんな何度も行ったことがあると思っていた。

「うん。天気がよくて暇なときにでも行こうってずーっと思ってたんだけど、結局行かないまま今に至るわ。いつでも行けると思うと、逆に行かなかったりするのよね。積みゲーとか買ったのに観てないブルーレイとかと同じ」

「そういうものなんですか」

　娯楽の少ない環境で育った愛結にはピンとこない感覚だった。愛結の地元だと、新しい店や娯楽施設ができようものなら、近隣住民がこぞって押し寄せたものだが。

「そういうものよ。……それじゃあ、行き先はスカイツリーに決定ね」

「は、はい！」

　愛結は上擦うわずった声で答えた。

　先日のような日用品の買い出しではなく、二人で観光スポットに行く。

　これはもう、デートなんじゃないだろうか。
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　愛結が洗濯を終えたあと身支度みじたくを済ませ、二人はさっそく東京スカイツリーに向けて出発した。優佳理ゆかりのマンションからだと、地下鉄でスカイツリータウンに直結している押上おしあげ駅まで行くのが一番早い。

　駅の改札をＳＵＩＣＡをかざして通り抜け、優佳理は愛結に話しかける。

「まずは渋谷しぶやまで行って、半蔵門はんぞうもん線に乗り換えね──って、あら？」

　さっきまで隣を歩いていた愛結がいない。

　振り返って見ると、改札の前で愛結がおろおろした様子でこちらを見つめていた。

　慌てて駆け戻り、改札越しに声をかける。

「どうしたのー？」

「えっ、えっと、切符、切符買ってなくて！」

「あー」

　優佳理は生まれて初めて電車に乗ったときからＩＣカードを使っていたので、都内で切符を買うという発想がなかった。

「ＩＣカードは持ってない？　ＳＵＩＣＡとかＰＡＳＭＯとか」

「『ＩＣい～カード』なら持ってます！」

「ごめんなにそれ知らない」

　恐らく愛結の地元の私鉄のカードだろうが、東京メトロでは使えなさそうだ。

「じゃあここで待ってるから、とりあえず押上までの切符買ってきてー」

「わ、わかりました！」

　愛結が慌てた様子で券売機のほうへと走っていく。

　切符を買うだけなのでそう時間はかからないはずだが、愛結が改札を通過して優佳理のもとに辿たどり着いたのは十分ほど経ってのことだった。

「随分時間かかったけど、何かトラブルでもあった？」

　優佳理の問いに、愛結は泣きそうな顔で、

「駅がいっぱいありすぎて全然見つからなくて……田舎者ですいません……」

　けっこう真剣に落ち込んでいる様子の愛結に苦笑し、

「まあ東京の地下鉄は路線いっぱいでわけわかんないからねー。私だって乗り換えアプリ使わないと迷うし」

　優佳理は愛結の頭を軽く撫なで、「押上に着いたらまずＳＵＩＣＡを買いましょうか」と言ってホームへと歩き出した。
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　のっけから躓つまずいてしまったものの、改札を通ってからは特にトラブルもなく押上駅に辿り着いた。

　数多くのショップが並ぶエリアを目移りしそうになりながら抜けると、スカイツリー間近の広場に出る。

「はー、近くで見ると迫力あるわねー。高すぎてフレームに収まらないわ」

　スカイツリーを見上げ、スマホで写真を撮りながらヒカリが言った。

　愛結も首を限界まで上に向けながら、「そうですねー」と呆然ぼうぜんと呟つぶやく。高さ六三四メートルという、天まで届くような無茶苦茶な高さに圧倒される。

「じゃ、とりあえず昇りましょうか」

「あ、はい」

　写真を撮り終えたヒカリが歩き出し、愛結も彼女についていく。

　平日のためかチケット売り場の列は短く、並んで間もなくヒカリと愛結の番がきた。

「セット券、大人一人と高校生一人お願いします」

　カウンターでヒカリが言うと、

「学生証の提示をお願いします」

「え、あ、はい！」

　係員に言われ、愛結は慌てて財布から学生証を取り出して差し出す。

　係員は学生証の中を確認すると、一瞬訝いぶかしげな顔を見せた。おそらく、今の愛結と学生証の写真が全然違うからだろう。しかしそれを深く追及されることはなく、

「ありがとうございます。合わせて五四五〇円になります」

「えっ、高っ！」

　反射的に口走ってしまい、ヒカリと係員のお姉さんが苦笑を浮かべる。

「ご、ごめんなさい……」

　顔を赤らめて謝る愛結に、係員は会釈えしゃくを返した。

　チケットを受け取ってカウンターを離れたところで、ヒカリは笑って、

「愛結ちゃん正直すぎ。まあ、気持ちはわかるけどねー。展望台に登るだけで一人三千円はちょっと強気かもね」

　気遣うようなその言葉に、ヒカリが都会のお金持ちの大人で、自分は五千円が大金感覚の子供であることを思い知らされ、ますます落ち込む愛結だった。
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　エレベーターで地上三五〇メートルの展望デッキまで一気に上がり、二人はさっそく眺ながめを楽しむ。

「わあ……！　高い！　すごい！」

　手すりから身を乗り出すようにして景色を見ながら、愛結が歓声を上げた。

「おおー……」

「愛結ちゃんは高いところが好きなの？」

　優佳理が訊ねると、

「え？　……あんまり考えたことなかったけど、そうかもしれないです」

「私も好きよ。高いところ。自然とテンション上がっちゃう」

「ですよね！」

　声を弾はずませ、愛結は嬉うれしそうに眼下に広がる東京の街並みを見つめる。優佳理は、その姿がまるで子犬のようで可愛かわいいと思った。

　展望デッキは三六〇度ガラス張りなので、全方角から東京の街並みを見下ろすことができる。二人は景色を楽しみながら、並んで通路を回っていく。

「あれが都庁で明治めいじ神宮じんぐうがあそこだから……私の家はあのあたりかしら」

　自宅があると思おぼしき方向を優佳理が指差すと、愛結は目を細めてそちらを凝視する。

「うーん……どれですか？」

「さすがに判別はできないと思うわよ。そんなに大きい建物じゃないし」

　優佳理の言葉に、愛結は少し残念そうな顔をした。

　さらに通路を進んで行くと、

「あっ！　先生富士山ふじさん！　富士山見える！」

　愛結が目を輝かせて叫さけんだ。

　愛結の言うとおり、遠くに富士山の姿が見える。

「今日は天気がいいからよく見えるわね」

「あたし、富士山初めて見ました」

　目を輝かせている愛結のことを、優佳理は少し羨うらやましく思った。

　富士山には車で五合目まで行ったことがあるし、東海道とうかいどう新幹線に乗ったときなどにもっと大きく見えるので、ここから見える小さな富士山にそれほどの感動はない。

「じゃあ今度登りましょうか。富士山」

「え、ほんとですか!?」

「ごめん噓うそ」

「えー」

　唇を尖とがらせる愛結に、優佳理は苦笑し、

「富士山は登山初心者には厳しいって聞くから。本気で登りたいならまずは高尾山たかおさんあたりから始めて、徐々にレベルアップしていかないとね」

「じゃ、じゃあ、一緒に富士山目指してレベルアップしませんか？」

「……気が向いたらね」

　二年ほど前に登山漫画に影響されて一人で高尾山に登ったことがあるのだが、あまり楽しさを見出みいだすことができなかった。

　でも、愛結と一緒なら山登りも楽しめるかもしれない。

　そんなことを思いながら移動すると、床が二×三メートルのガラスになっているところに辿り着いた。

　さっそくガラス床の上に立って下を見てみると、地上を歩く人々の姿が見えた。まるで天空から下界を見下ろす神にでもなったかのような高揚感こうようかんがあり、かなり楽しい。

　床が透明というだけでこんなに気分が変わるものなのか。いっそ展望デッキの床は全部ガラス張りでいいのにと思う。

「愛結ちゃんほら、人がゴミのようで面白おもしろいわよ」

　何故なぜか少し離れた場所にいる愛結に声をかけると、彼女は「あ、あたしはいいです」と首を横に振った。

「えー？　なんで？」


「あ、あたしはだって……その、えっと…………ス、スカートなので！　下から見えちゃいますから！」



「誰だれが三四〇メートル上にいる人のスカートを覗のぞくのよ」

　愛結の苦しい言い訳にツッコみ、

「愛結ちゃん、もしかして怖いの？」

「こ、怖いわけないじゃないですか」

「じゃあ乗らなきゃ。展望台はスカイツリー以外にもあるけど、こんな高いところから真下を見られる場所なんてそうそうないわよ」

　そう言って優佳理は、その場で軽くぴょんぴょん飛び跳ねてみた。

　それを見て愛結がギョッと目を剝むき、

「ちょっ、先生！　割れたらどうするんですか！」

「いや割れないから。すごく分厚い強化ガラスだし」

「分厚くてもガラスはガラスです！」

「うーん、テクノロジーに対する信用のなさがすごい」

　ムキになって言う愛結に、優佳理は苦笑を浮かべる。

　結局、愛結がガラス床に乗ることはなかった。
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　天望デッキからエレベーターでさらに一〇〇メートル上の天望回廊かいろうまで上がり、回廊を進みスカイツリーの最高到達点である「ソラカラポイント（四五一・二メートル地点）」で一緒に写真を撮ったあと、愛結とヒカリは地上に戻った。

　それから、一階のショップを適当に見て回る。

　スカイツリー関連のグッズのほか、東京の銘菓めいかや観光名所の絵はがきなども売られていて、自分はいま東京にいるのだと改めて実感する。
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「愛結ちゃん、なにかお土産みやげとか買っていく？」

　ヒカリに訊ねられ、愛結は首を横に振る。

「あげる人とかいないので……。あ、でもみやちゃんに何か買っていこうかな……」

「あー……みゃーさんにお土産あげるのはやめてほしいかな」

「え、なんでですか？」

　するとヒカリは曖昧あいまいな笑みを浮かべ、

「……仕事をサボって遊びに行ったのがバレちゃうから」

「え、原稿大変なんですか!?」

「まあ個人的にはそこまで大変というわけでもない感はあるんだけど、みゃーさんが知ったら激怒するレベル、かな……？」

「ええ!?　なんでそんな状況で出かけようなんてゆったんですか!?」

　慌てる愛結に、ヒカリは開き直ったように笑って、

「仕事が切羽せっぱ詰まっているときほど遊びたくなるのよ。愛結ちゃんだって、宿題があるのについつい漫画読んじゃったり部屋の片付けをした経験があるでしょう？」

「ないですけどそんなこと……」

　愛結の答えに、ヒカリは目を見開いた。

「え、噓……これって全人類に普遍の心理じゃなかったの？」

「だって、やるべきことがあるのに遊んでたら不安で思いっきり楽しめないし……。ちゃんと宿題を終わらせてから心置きなく遊んだほうがいいじゃないですか」

　至極しごく真っ当なことを言ったつもりだったが、ヒカリは何故か首を捻ひねり、

「それがそうでもないのよねー」

「え？」

「原稿に追われてるとき『この原稿が終わったら思いっきりゲームしたり部屋の大掃除したり凝こった料理を作ったりするぞー』なんて考えたりするんだけど、いざ原稿が終わってなんの憂うれいもなく自由に行動できるっていう状況になると、不思議とあんまりゲームも料理も掃除もやる気にならなくて、結局昼間からコンビニのおつまみ食べながらお酒飲んで寝ちゃったりするのよ」


「ええー……？」



「これは私の持論なんだけど、きっと仕事をするために必要な『やる気ゲージ』的なものと、遊びとか掃除とか旅行とかをしたくなるためのゲージは共通してるのよ。だから仕事を頑張ることでゲージを消費しちゃうと、それが回復するまで遊ぶ気力もなくなっちゃうの。よって、百パーセント遊びを満喫まんきつするためには、ゲージがいっぱいまで溜たまってる〆切しめきり前がベストというわけね」

「うーん……」

　愛結にはさっぱりピンとこなかった。

「なんか駄目な人が仕事をサボるための屁理屈へりくつみたい……あ」

　つい思ったことをそのまま口に出してしまった愛結に、ヒカリは苦笑する。

「はっきり言うわねー愛結ちゃん」

「ご、ごめんなさい……」

「いいわよーべつに。どうせ駄目人間ですから」

　ヒカリは拗すねたように言って、

「ともかく、今日遊んでることはみゃーさんには内緒ね。そもそもみゃーさん、彼氏とここに来たことあるはずだからお土産いらないんじゃないかしら」

「たしかに……」

　東京の人に東京観光のお土産を買っても仕方ない気がする。

「って、みやちゃん彼氏いるんですか!?」

　思わず大声を上げた愛結に、ヒカリが「いるわよー」とさらりと肯定する。

「……あれ？　まだ正式に付き合ってはないんだっけ……？　まあどっちでもいっか」

　ヒカリがなにやらブツブツ呟いていたが、動揺のあまりよく聞こえなかった。

　みやちゃん、彼氏いるんだ……。

　考えてみれば、京みやこのように綺麗きれいな都会の女性に恋人がいないほうが不自然だ。

　年頃としごろの女性が男の人と付き合う──それが「普通」なんだよね……。

「せ、先生は付き合ってる人、いるんですか？」

　恐る恐る訊ねる愛結。

　もしも「いる」という答えが返ってきたら、自分はすごく落ち込んでしまうだろう。それでも、訊かずにはいられなかった。

「私？　私はいないわ」

　なんでもない調子で返ってきた答えに、愛結は心の底から安堵あんどする。

「昔から恋愛にあんまり興味がないのよねー」

　微笑みながらそう言ったあと、ヒカリは微かすかに寂さびしげな表情を浮かべ、

「……あぁ違う、興味がないのは『恋愛』じゃないか……」

「え？」

　聞き返す愛結に、ヒカリは「なんでもないわ」と柔らかく笑った。





[image: ]






　結局ショップでは何も買わないまま、二人はスカイツリーから出た。時刻は十二時をまわっている。

「それじゃあ、お昼にしましょうか。愛結ちゃん、なにか食べたいものはある？」

「あ、えーと……うーん……」

　優佳理が訊ねると愛結は真剣な顔で考え込み、

「東京の名物料理ってなんですか？」

「特にないわ」

「ええ!?」

　優佳理が即答すると、愛結は目を丸くした。

「いえほんとに。美味しいお店はいっぱいあるし、ちょっと探せば大抵の料理が食べられると思うけど、東京ならではの名物っていうとあんまり出てこないのよね……。強しいて言えばもんじゃ焼きかしら」

「もんじゃ焼きってたしか、なんかぐちょぐちょのやつですよね？」

「なんかぐちょぐちょのやつって」

　ぞんざいな表現に苦笑しつつ、

「それじゃ、お昼はもんじゃにする？」

「え？　うーん……」

　愛結は露骨に気乗りしなさそうな顔をした。そんな顔をされると、逆に是ぜが非ひでも愛結にもんじゃ焼きを食べさせたくなってしまう。

「たしかに見た目はちょっとアレだけど、美味しいわよ？」

「ほんとですか……？」

「ほんとほんと」

「先生がそこまで言うなら……」

　愛結の同意を得たので、優佳理はさっそくスマホで付近のもんじゃ焼きの店を調べ、店に向かった。

　席に案内され、メニューを見る。トマトやキムチやカレーなど変わり種もいろいろあって惹ひかれたが、もんじゃ初体験の愛結のために定番の明太子めんたいこもちチーズとシーフードを選び、飲み物にウーロン茶とビールを注文した。

「先生、仕事あるのにビール飲むんですか？」

　咎とがめるような目を向けてきた愛結に、優佳理は笑って、

「もんじゃとビールの相性あいしょうは最高なのよ。飲まないのはもんじゃビール双方に対して失礼にあたるわ」

「また変な理屈を……」

「大丈夫よ。ビールなんて水みたいなものだから」

「その台詞せりふはビールに失礼じゃないんですか……？」

　愛結が呆れ顔で嘆息たんそくする。

　と、そこで早くも注文した飲み物ともんじゃ焼きの材料が運ばれてきた。

　もんじゃ焼きの店では客が自分で焼くところも多いが、この店では店員がすべてやってくれるらしい。自分でやるのも楽しいが、もんじゃ焼きのビジュアルに忌避きひ感かんを抱いている愛結には、プロが綺麗に作ってくれたもののほうが食べやすいだろう。

　店員が手際てぎわよく鉄板に油を引き、生地きじをヘラで切るように混ぜながら焼きはじめる。じゅうじゅうという音とともに、海鮮や生地の焼ける良い匂においが立ちこめる。

　華麗な仕事ぶりに見とれている間にできあがり、店員は「熱いので気をつけてお召し上がりください」と会釈をして離れていった。

「いい匂いですね……見た目もなんか、写真ほどアレじゃないし」

　愛結の言葉に優佳理は顔をほころばせ、

「でしょう？　じゃあさっそくいただきましょうか」

　ヘラで熱々のもんじゃをすくい、何度か息を吹きかけてから口に入れた。出汁だしがきいている生地が舌の上でとろけ、具材と組み合わさった濃厚な旨味うまみが口の中で広がる。

「あふ、はふ……！」

　見よう見まねでもんじゃを口に運んだ愛結が、熱さに顔をしかめながら咀嚼そしゃくする。

「どう？」

　優佳理が訊ねると、愛結は口の中のものを飲み込んだあと、「めっちゃ美味しいです！」と笑顔で答えた。

　愛結のこういう素直な反応は本当に微笑ましくて可愛いと思う。

　優佳理はさらにもんじゃを一口食べ、続けてビールを流し込む。当然のように相性は抜群で、無限に飲み食いできそうな気がする。

　愛結も「熱っ、あっつ」などと言いながらもハイペースで食べ続け、二人前のもんじゃ焼きはあっという間に消えてしまった。
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　昼食を終えたあと、二人はスカイツリータウンにあるすみだ水族館に入った。

　床に水槽が埋め込まれクラゲを上から観察できるエリアを筆頭に、お祭りの夜店を思わせる金魚のコーナーやチンアナゴとニシキアナゴの水槽など、全体的にライティングや展示方法が一ひと工夫くふうされており、決まった順路もないため適当に歩いているだけでも楽しい。

　都会的でお洒落しゃれな雰囲気の水族館を、ヒカリと並んで見て回る。これはやっぱり、デートと呼んでもいいのではないだろうか。

　売店で愛結はクラゲのキーホルダーを、ヒカリはオリジナルのハーブティーとお菓子を購入したあと、水族館を出た二人は歩いて浅草あさくさ方面へ向かった。

　目的は雷門かみなりもん──スカイツリーと並ぶ東京で最も有名な観光スポットの一つだ。

　スカイツリーから浅草へは、徒歩でも十五分くらいで行ける。

　隅田川すみだがわにかかる吾妻橋あづまばしを渡ると、ほどなく雷門に辿り着いた。有名な巨大提灯ちょうちんを見て、本当に大きいんだなーと呑気のんきな感想を抱く愛結。

「ここも子供のころに一回来たきりなのよね」とヒカリ。

「そうなんですか」

「うん。あのとき見た提灯より小さい気がするわ。縮ちぢんだのかしら」

「先生が大きくなったからでしょ」

　巨大提灯をバックに写真を撮ったあと、浅草寺せんそうじへと続く仲見世なかみせ商店街で人形焼きとメンチカツを食べ、浅草寺を拝観し、浅草駅から帰路につく。

　スカイツリー＆浅草というベタベタな観光コースだったが、愛結はもちろん、東京人のヒカリも十分楽しんだようでよかった。

　午後七時前、ヒカリのマンションの前に着くと、エントランス前に人が立っていた。

　ヒカリが「うぇ……」と顔をしかめる。

「露骨にイヤそうな顔をするんじゃないわよ……」

　立っていた人物──編集者の白川しらかわ京が半眼で言って、ヒカリの持っていた水族館ショップの袋に視線を向ける。

「……お楽しみだったみたいね。すみだ水族館？　じゃあスカイツリーにも行ったのかしら」

「あと浅草にも行きました。楽しかったです」

　開き直ったような笑顔で答えるヒカリに、京は頰ほおを引きつらせた。

「それはよかったわね。で、もちろん原稿はもう上がってるんでしょうね？」

　ヒカリは何も答えず、微笑みながら小首を傾げた。

「やっぱりまだ書いてないのね……」

「そもそも〆切は明日じゃないですか。まだ〆切オーバーもしてないのに家に来るなんて、せっかちすぎませんか？」

「あんたを急せかすのに早すぎるなんてことは絶対ないわよ。……まあ、今日は近くのスタジオでアフレコがあったから、そのついでに寄っただけなんだけど」

　そして京は愛結へと視線を向け、

「あっちゃん、こっちでの生活はどう？」

「うん、すごい楽しいよ」

　愛結が素直に答えると、京は安堵の微笑みを浮かべた。

「そう。上手くやれてるならよかったわ」

　と、そこでヒカリが、

「愛結ちゃんが来てくれて本当に助かってるんですよ。食事はいつも美味しいし、掃除は細かいところまでやってくれるし、洗濯も毎回アイロンまでかけてくれるし」

「へえー、あっちゃんが家事万能ってことは知ってたけど、そこまでだったなんて……うちにも来てほしいわ……」

　羨むような目をした京にヒカリは笑って、

「ふふ、みゃーさんも人のこと言えないレベルで生活乱れがちですからね。でも、今さら愛結ちゃんがほしいって言われてもあげませんよ？　愛結ちゃんはもう私の嫁よめですから」

「え!?　よ、嫁!?」

　素で驚いて顔を真まっ赤かにする愛結に、京が苦笑する。

「やめなさいって。あっちゃんにはオタク系のスラング通じないんだから」

　その言葉で、どうやら『私の嫁』というのは冗談だったと察する愛結。残念だ。

「それじゃ、あたしはもう行くわ」

「え？　みやちゃんも一緒に夕飯食べていかない？」

「このあと打ち合わせ入ってるし、今日はあっちゃんの顔を見に来ただけだからね」

　京の言葉に、ヒカリが「いやーそれは残念ですー。みゃーさんに書きたての原稿を手渡ししたかったのにー」とにこやかに言った。

「……明日までに原稿送ってこなかったら、また書き上がるまで部屋で待たせてもらうから覚悟しておきなさいよ」

　京は低い声でそう告げると、マンションから出て行った。

「さてと、私たちも部屋に戻りましょうか」

「あ、はい」

　エントランスの扉を開け、愛結とヒカリは並んで部屋に向かう。

　エレベーターの中で、隣に立つヒカリの横顔を見つめながら愛結は思う。

　本当に、先生のお嫁さんになれたらいいのに──。







[image: ]







[image: ]




「そういえば愛結あゆちゃんの部屋、棚たながなかったわね」

　愛結がヒカリの家に来て二週間ほどが経たったある日。

　読み終えたマンガ数冊をまとめて物置部屋へ返しにきた愛結を見て、ヒカリが言った。

「あ、はい。ないです」

　愛結の使っている和室にある家具は、座卓＆座ざ椅子いす、テレビ台＆テレビくらいしかない。

　押し入れがあるので収納空間自体は足りているのだが、本や小物など細々したものはアマゾンの段ボールに小分けして入れてあり、取り出すのがちょっと不便だ。

「やっぱりあったほうがいいわよね、棚」

「そうですね」

　愛結は正直に頷うなずいた。

　不便なのもあるが、部屋が殺風景でちょっと落ち着かない。

「じゃあ買いましょうか。それとも作る？」

「作る？」

　思わず聞き返した愛結に、ヒカリは微笑ほほえんで、

「自分で棚を作るの。ＤＩＹっていうやつね」

「でぃーあいわい」

　聞いたことはある。たしか日曜大工を都会風に言い換えた言葉だ。

「そんな簡単にできるものなんですか？」

「引き出しとか扉付きの立派なやつはさすがに大変だけど、シンプルな棚くらいだったらすぐに作れるわ。工具はうちに揃そろってるし」

「じゃあ先生、家具とか自分で作ったことあるんですか？」

「なにを隠そう仕事部屋の机は私の自作よ」

　どこか自慢げなヒカリの言葉に、愛結は驚く。

　ヒカリの部屋の仕事机は、まるで一流企業の社長室の机（愛結のイメージ）みたいな重厚感ある見た目で、きっとすごい高級品なんだろうと思っていた。

「あと物置の棚もいくつかは私が作ったわ」

　物置部屋の棚はスチールラックだったり木製だったり扉がついていたりとまちまちだが、市販品と比べて見劣りするようなものは一つもなかった。

「ほんとにすごいですね。でもどうしてわざわざ自分で作るんですか？」

　ヒカリだったら、いくらでも市販の良い家具を買えるだろうに。

「理由としては料理とか模型造りと変わらないわ。小説なんていう、一作完成させるのに何十日もかかるのがデフォルトの作業をやっていると、ときどき無性むしょうに短期間で成果物を得られる活動をやりたくなるのよ」

「要するに現実逃避ってことですか」

　するとヒカリは少しむくれた顔で、

「気分転換と生活環境の向上を両立させた合理的創作活動よ」

「はいはい」と愛結は軽く聞き流し、

「でも、自分の棚を自分で作るのは面白おもしろそうかも……」

　それを聞いてヒカリは微笑む。

「決まりね。じゃあさっそくどんな棚を作るか決めていきましょう」
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　愛結の部屋の棚を作ることが決まり、優佳理ゆかりはさっそく仕事部屋のパソコンで、家具設計用のソフトを使って棚の３Ｄモデルを作ることにした。

「この中だとどんな感じの棚がお好みかしら？」

『棚』で画像検索し、その画面を愛結に見せて訊たずねる。

　愛結は画面を真剣に見つめ、何度も上下にスクロールさせて検索で出てきた棚の写真を見比べる。

「気軽にフィーリングで選んじゃっていいわよ。なんか違うなって思ったらまた新しいのを作ればいいだけだし」

　優佳理は家具を買うのも作るのも好きで、ちょくちょく衝動的に家具を増やしてしまう。当然置き場に困ることもあるのだが、そのときは市販品だろうが自作だろうが躊躇ちゅうちょなく処分することにしている。

「えっと……じゃあ……これがなんとなくお洒落しゃれな感じがします」

　愛結が指差したのは、正方形の棚が複数集まったデザインで、一番端が一段、その隣が二段、さらに隣が三段という具合に、階段状になっているものだった。

「ふーん、うちにはないタイプの棚ね」

　優佳理は棚には何よりも収納力を求めがちなので、こんなふうにインテリア性を意識して空間に余白を持たせるような設計のものはあまり選ばないのだ。

「えっと、これじゃ駄目ですか？」

　どこか不安そうに言う愛結に優佳理は笑って、

「ううん。たまにはこういうのもいいと思う。作り方は普通の棚と大差ないし、物が増えてきたらまた新しいのを用意すればいいし」

　そう言って、優佳理はさっそくソフトで棚の３Ｄモデルを設計していく。

「すごい……本格的ですね」

　画面を見ながら愛結が感嘆の声を上げた。

「ＤＩＹ用のソフトだから、慣れれば簡単よ」

　扉付きの本格的な棚を作るために導入したソフトだが、しばしば作る予定も気力もないような複雑な設計の家具をデザインしたりして遊んでいる。

「いろんなソフトがあるんですね……」

「家具じゃなくて、家の３Ｄモデルを作れる建築用ソフトも入ってるわよ」

「え、家まで自分で建てちゃうんですか？」

「建てるわけないじゃない」

　優佳理は苦笑し、

「前に設計士が主人公のドラマを観みてて、なんか面白そうだったから買っちゃった。こっちは素人しろうと向けじゃなくてプロが使ってるようなやつだから、遊び道具にしては高くついちゃったけど、登場人物の住んでる家の３Ｄモデルとかあるといろいろ便利なのよ」

「へえ……」

　頷きながらもあまりピンときていない様子の愛結に苦笑しつつ、優佳理は棚のモデルを仕上げていく。

　ほどなく、正方形の部屋が階段状に並んだデザインの棚のモデルが完成した。

「こんな感じでどうかしら。各部屋の大きさは34×34の奥行き30センチ、大体Ａ４ファイルがすっぽり収まるくらいね」

　３Ｄモデルを回転させながら愛結に訊ねると、

「あ、はい……いいと思います。……本当にこれ、自分で作るんですか？」

「そんな難しい設計じゃないから大丈夫だってば。あ、そうだ、色はどうしましょうか」

「色も自分で塗るんですか？」

　目を丸くする愛結に優佳理は頷き、

「自分好みの色に塗るのが手作りの醍醐だいご味みなのよ」

「この机も塗ったんですか？」

　愛結が優佳理の仕事机を指差す。重厚なアンティークっぽい雰囲気の机だが、これも優佳理の自作だ。

「これはステインっていって、木に染しみ込こませて木目をくっきりさせる塗料を使ってるわ。もちろんペンキで木目を完全に見えなくするのもいいし、アイアンペイントっていう金属っぽくする塗料とか、暗いところで光る塗料とか、磁石がくっつくようにするとかホワイトボードにする塗装とかもあるわ。塗った上から文字とか絵を描いてもいいし、可能性は無限ね」

「うーん……」

　愛結が唸うなりながら考え込んでしまったので、

「とりあえず塗装のことはお店に行ってから決めましょうか」





[image: ]






　ヒカリが愛結を連れて向かったのは、先日も行った東急とうきゅうハンズだった。

　まずは家具設計ソフトで作成した設計図をもとに木材を購入し、それを店で設計図どおりの大きさにカットしてもらう。

　その間に、塗料コーナーで塗装を考える。

　プリントアウトされた棚の完成図を見てイメージを膨ふくらませながら愛結が選んだのは、全体をピンクで塗り、その上から青の蛍光塗料で絵を描くという案だった。

「どうですか？　先生」

　おずおずと自分の彩色案についてヒカリに訊ねると、彼女は「なかなかアバンギャルドな感じでいいと思うわ」と笑った。

　アバンギャルドの意味はわからなかったが、とりあえずホッとする愛結。

　塗料とニスを買ったあと、加工の済んだ木材を受け取り、二人はマンションに戻った。

　作業で汚れてもいいように、愛結は学校のジャージ、ヒカリはツナギに着替える。最近は女性用のお洒落なツナギも多いらしく、身体にフィットする鮮やかな黄色のツナギを着たヒカリは、どこかセクシーな印象すらあった。

　着替えたあとバルコニーに材料と道具を運び、いよいよ棚作りを開始する。

「まずは木材の表面をやすりがけするわ」

　そう言ってヒカリが手に取ったのは、アイロンみたいな形の機械だった。

「それはなんですか？」

「電動サンダーよ」

「サンダー雷？」

「雷じゃなくて、サンドペーパー、要するに電動の紙やすりね」

「そんな道具まで……」

　最近はＤＩＹを嗜たしなむお洒落女子も増えてきたというが、こんなものを持っているのは相当なガチ勢だと思う。

　特に使うのに技術のいる機械でもないため、ヒカリに使い方を教わって愛結も電動サンダーで木材を磨く。紙やすりと比べて非常に楽にツルツルになり、磨くとき出た粉塵ふんじんを自動的に吸い込んでくれるのも便利だ。

　木材をすべて磨き終え、ネジを打つ位置を正確に測はかって印をつけ、次は下穴（ネジの太さより小さい、ネジを通すための穴）を開ける。

　まずはヒカリがお手本として電動ドライバーでいくつかの穴を開け、愛結に機械を手渡した。

「ズレないように慎重にね」

「わ、わかりました」

　作業台に固定された板に付けられた印に、上からゆっくりとドリルの先端を近づけ、人差し指でトリガーに力を込める。高速回転するドリルビットは、拍子抜けするほどあっさり木の板を貫通した。

「ふう……」

「うまくできたわね」

　トリガーから指を放し、ドリルを抜いてため息をつく愛結に、ヒカリが微笑んだ。

　すべての下穴を開け終わると、ヒカリは電動ドライバーのビットをドリルからドライバーに付け替えた。

　設計図のとおりに、木工用ボンドを塗ったあとネジを締めて、板と板をくっつけていく。

「二人だと板を固定してもらえるから楽ちんね」

　手際てぎわよく電動ドライバーでネジを締めながら、ヒカリは笑った。

　十五分とかからずに組み立ては完了し、パソコンで作った３Ｄモデルどおりの木製の棚ができあがった。

「わあ……」

　感嘆の声を漏もらす愛結。

　本当に店で売っているような棚が自分で作れてしまった。すごい。しかも想像していたよりはるかに短時間で。

「あたし、日曜大工ってノコギリとかトンカチで地道に頑張るイメージでした」

「ノコギリとハンマーもたまに使うことはあるけどね。でもまあ、初心者ほど電動の工具を揃えた方が途中で挫折ざせつしないと思うわ」

「なるほどー……」

　家具を自作するというのは節約の意味も大きいと思っていたが、むしろお金に余裕がある人に向いた趣味なのかもしれない。

「さて、小物とかぬいぐるみを飾る分にはこれでも大丈夫だと思うけど、本棚として使うなら強度が心配ね。ちょっと見栄みばえが悪くなるけど金具で補強しておく？」

「あ、はい」

　ヒカリに訊ねられ、愛結は頷く。

　レシピ本や雑誌、マンガ、それから一応、勉強の参考書なども入れるつもりだった。

「わかったわ」

　ヒカリが物置部屋からＬ字型とＴ字型の補強金具を取ってきて、ビスで棚に取り付ける。

「これでよし。あとはいよいよ塗装ね」

　ヒカリが電動ドライバーを持ったまま、手の甲で額ひたいの汗を拭ぬぐって言った。

「なんか、これで完成でもいいような気が……」

　見栄えが悪くなると言われた補強金具もむしろデザイン的なアクセントになっている気がするし、これに自分のセンスで色を付けるのは気が引ける。

「このままニスを塗って終わりでもいいけど、それじゃ検索で参考にした棚の劣化コピーにしかならないわ。やっぱり自分の色を付けてこそよ」

　断言するヒカリに、愛結も覚悟を決めた。

「……わかりました。やってみます」

　新聞紙を敷き、二人で棚を持ち上げてその上に乗せる。

　ヒカリが東急ハンズで買ったピンクのスプレー塗料を愛結に手渡し、

「最初はよく振って、試しに新聞に吹いてみてね」

「はい」

　言われたとおりスプレー缶をよく振ったあと床に吹き付けると、鮮やかなピンクの塗料が新聞紙に付着し、シンナーの臭いが鼻を刺激した。

「問題ないみたいね。じゃ、本番どうぞ」

「はい！」

　愛結は頷き、棚の側面からスプレーを思いっきり吹きかけた。

　白っぽい木の色があっという間にピンクに染まっていく。

　これはちょっと……いや、かなり気持ちいい。

「うんうん。いい感じ」

　ヒカリは楽しげに笑った。
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　棚の内側までスプレーで塗り終え、いったん乾くのを待つため室内に戻り、二人は遅めの昼食をとった。

　二時間ほどイカのゲームで時間を潰つぶし、再びバルコニーに出て優佳理は訊ねる。

「それで、どんな絵を描くか決まった？」

　全体をピンクに塗ったあと蛍光塗料で絵を描くというのが愛結のアイデアだったのだが、食事中に一つ問題が発覚した。

　愛結は絵があまり得意ではなかったのだ。優佳理のほうも、ＣＧや油絵ならそれなりのものが描けるが、下絵もなしにペンキで一発描きとなると難しい。

　となると星とかハートとかドクロといったシンプルなマークにするしかないと優佳理は考えたのだが、

「……手形はどうでしょう？」

　愛結がどこか自信なさげに言った。

「手形？」

「あたしと先生の手形をベチャって付けるんです」

「なるほど。それなら簡単だしオンリーワンのペイントになるわね」

「じゃあ手形で！」

　愛結が顔をほころばせる。

「でも、私の手形も付けちゃっていいの？　愛結ちゃんの部屋の棚なのに」

「なに言ってるんですか。ほとんど先生が作ったんだから、先生の手形も必須ひっすです！」

　妙に力強く言う愛結に優佳理は苦笑し、

「わかったわ。じゃあ一緒に手形つけよっか」

「はい！」

　それから優佳理が三段目の側板、愛結が二段目の側板に手形を付けることを決め、蛍光塗料と刷毛はけを準備する。

「愛結ちゃん、手出して」

「は、はい」

　差し出された愛結の右手の平に、刷毛でべったりと塗料を塗る。


「～～っ！　くすぐったいですね」



　優佳理も自分の左手に塗料を塗りたくり、二人は棚を前後から挟むように立つ。

「それじゃ──せーの！」

　優佳理の合図で、同時に側板へと塗料のついた手をくっつけ、数秒ほどして離す。

　二人の青色の手形がくっきりと側板についていた。

「成功ですね！」

　愛結が弾はずんだ声を上げ、優佳理も「そうね」と笑った。

　二人はしばらく満足げに手形を見つめたあと、急いで洗面所に行き、ベビーオイルで手についた塗料を洗い落とした。

　さらに二時間ほど手形が乾くのを待ってから、仕上げに二人で協力してニスを塗り、夕食後、棚をバルコニーからリビングへと運び込む。

　明るい部屋の中でいろんな方向から棚を観察してみると、ところどころムラがあるものの、それはそれで味わい深い感じにはなっていた。

　愛結もどことなくうっとりした表情で棚を見つめている。どうやら満足のようだ。

「気に入った？　愛結ちゃん」

「はい！」

　愛結は満面の笑顔で頷き、

「でもいいんですか？　棚作りで一日終わっちゃいましたけど……」

「いいのよ」

　本当はよくない。

　実は『みんなちがってみんな好き』の今週掲載分の〆切しめきりが今日なのだが、まだ半分も書けていない。だからこそ、現実逃避かつ気分転換にＤＩＹをやろうと思ったのだ。

　もしも愛結の部屋に棚がないことに気づいたのが〆切直前でなかったら、ネット通販とか家具屋さんで市販品を買って終わっていたかもしれない。

「私一人だったら多分一生作らなかった感じの棚が作れて、楽しかったわ。ありがとう」

　優佳理が本心からそう言うと、愛結は頰ほおを赤らめてはにかんだ。

「じゃあさっそく、この棚を愛結ちゃんの部屋に運んじゃいましょうか」

「はい！」

　二人は棚を持ち上げ、愛結の部屋の壁際に棚を配置して──

「あー……」

　優佳理の顔に引きつった笑みが浮かぶ。

　畳に襖ふすま。窓には障子しょうじ。内壁は砂壁。床の間には掛け軸。木目調の座卓。

　愛結の部屋が典型的な和室であることを、完全に失念していた。

　落ち着いた雰囲気の和室に、どピンク色で青く光る手形スタンプがついた棚が、びっくりするほど馴染なじまない。

「……なんていうか、すごく……浮いてますね」

　愛結も苦笑を浮かべて言った。

「ごめんね……私が気づくべきだったわ。明日、違う色に塗り直す？　それともまた違う棚を用意しようかしら？」

　すると愛結は「え？」と心の底から驚いた顔をして、

「そんなことする必要ないです全然！」

「え？」

「このすごく浮いてる感じが逆にいいんじゃないですか。存在感バリバリってゆうか、周りに染まらないかっこよさってゆうか、そうゆうのがあると思います！」

　力説する愛結に、優佳理は呆気あっけにとられてしまう。

　どうも優佳理に気を遣って言っているわけでもなさそうだし、彼女は本気で、あえて和室にこんな棚を置くことをアリだと思っているようだ。

「なるほど……たしかに、和室だからこそ逆にヴィヴィッドな感じが際立きわだつかもね」

「です！」

　嬉うれしそうに頷く愛結に、優佳理の顔も自然とほころんだ。

　優佳理は再び、しげしげと棚を眺ながめる。

　愛結と一緒に作った棚、手形つき。

　これまで、自作だろうが市販品だろうがわりと気軽に家具を処分してきた優佳理だが、この、過去に作った家具の中でも決して出来の良いほうではない棚は、なんとなくいつまでも家に置いておきたい気がした。
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「今日のお昼は魚でどうかしら」

　五月下旬のある日、朝食を食べているとヒカリが唐突にそんなことを言った。

「魚ですか？」

　愛結あゆが聞き返すと、

「たとえばニジマスの塩焼きとか」

「まあ、先生が食べたいならそうしますけど」

　サーモントラウトなら近所のスーパーでもほぼ毎日入荷するのだが、焼いて食べるなら銀鮭ぎんざけのほうが美味おいしいと思っているので愛結が買うのは刺身用ばかりだ。

「決まりね。それじゃあ食べ終わったらすぐ出かけましょう」

　笑って言うヒカリに愛結は首を傾かしげる。

「すぐに？　スーパーは八時半からしか開かないんですけど。それに朝イチで行っても店に並んでるかどうか……」

「ふふ、行き先はスーパーなんかじゃないわ」

　……そう言ってヒカリが愛結を連れて来たのは、電車で一時間半ほどのところにある管理釣り場だった。

「いっつも急なんだから……」

　とはいえ、ヒカリの突然の行動に振り回されるのが決して嫌ではなかった。

　ここは渓流けいりゅうを利用した管理釣り場で、放流されているのはニジマス。周囲は豊かな自然で囲まれ、草木が揺れる音や鳥の囀さえずりが聞こえてくる。

　東京とうきょうにもこんな場所があったことに、愛結は少し驚いた。

「近場の釣り堀も楽しいけど、やっぱり釣りは自然の中が一番ね」

　ヒカリが深呼吸をして言った。

　ヒカリの服装はサングラスにストローハット、上はパーカー、下はショートパンツにレギンス、かかとのあるサンダル。

　愛結も怪我けがをしないよう肌の露出は避け、上は長袖ながそでのシャツ、下はジーンズ、スニーカー。

　釣り竿やエサは釣り場で貸してもらえるらしく、道具は魚を持ち帰るためのクーラーボックスしか持ってきていない。

　ヒカリが受け付けで料金を支払い、竹竿と針外しとメッシュのビクを借り、

「愛結ちゃん、エサはブドウ虫とイクラ、どっちにする？」

「イクラでお願いします！」

　即答する愛結。ブドウ虫というのがなんなのかは知らないが、とにかく虫なのだろう。

「ブドウ虫のほうがよく釣れるわよ？」

「イ・ク・ラで、お願いします！」

　断固として主張する愛結にヒカリは苦笑を浮かべ、スタッフに「じゃあイクラとブドウ虫一つずつお願いします」と告げた。

　注文を受けてスタッフが持ってきたのは、プラスチックの容器に入ったイクラと、なんか小さな幼虫だった。しかも動いている。

　ほぼ想像どおりのブツに、イクラにしてよかったと心底思う愛結だった。
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　釣り竿などを受け取ったあと、二人は釣り場へと向かった。

　釣り場はエサ釣り用エリア、ルアー・フライ用エリア、初心者向けの釣り堀などに分かれており、今回使うのは一般向けのエサ釣りエリアだ。

　川の中に目を向けると、多くのニジマスが泳いでいるのが見える。

　平日なので他のお客さんは少なく、魚が多く集まっている場所を選び放題だ。

「このあたりがいいかしら」

　川を観察して良さそうなポイントを見つけると、優佳理ゆかりはさっそく竿さおに巻き付けてあった釣り糸を外し、ブドウ虫を一匹手にとって釣り針で刺した。

「うえぇ……」

　顔をしかめる愛結に、優佳理は苦笑する。

「慣れれば平気よ」

　優佳理も初めてのときは気持ち悪かったが、すぐにエサだと割り切ることができた。

　愛結も釣り針にエサのイクラを付けようとする。

「イクラって何個付ければいいんですか？」

「二個くらいかしら。中身が出ちゃわないように、なるべく皮のほうに針を通してね」

「わかりました」

　愛結がイクラを針に付けるのを待ち、

「それじゃ、釣りましょうか。魚の近くを狙ねらって飛ばすのよ」

　そう言って優佳理はニジマスのたくさん泳いでいるあたりを目がけて軽く竿を振り、水中へ釣り針を投げ入れた。

　愛結も優佳理から少し離れたところで針を投げる。

　ほどなく、優佳理の釣り糸に繫つながっているウキが急に水中に引き込まれた。

「おっ」

　どうやらさっそく食いついてくれたらしい。

　すぐには竿を引き上げず、ちゃんと魚が餌を飲み込んで針が刺さるのを一、二秒ほど待つ。

　竿を上げようとすると、強い抵抗があった。

「かかった！」

「えっ、もう!?　すごい！」

　こちらを見て愛結が歓声を上げる。

　両腕に力を込め、どうにか竿を引き上げようとする優佳理と、逃げようと必死で糸を引っ張るニジマス。この魚と「戦っている」感覚がたまらない。

　無理に引っ張り上げようとすると糸が切れたり竿が折おれる可能性もあるので、慎重に、しかし着実に水上へと魚を引き上げていく。

「ていっ！」

　タイミングを見極みきわめ、一際ひときわ気合いを込めて腕を振り上げると、水みず飛沫しぶきとともに水中から魚が飛び出した。

　糸をこちらに手繰たぐり寄よせ、びちびちと暴あばれ回る三十センチほどのニジマスを愛結に見せる。

「ほらほら愛結ちゃん、じゃーん！」

「やりましたね！」

　愛結の賞賛を受けて気分良くなりつつ、優佳理は魚を摑つかんで針外しで針を外し、ビクの中に入れた。
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　釣りを始めて三十分ほどが経過した。

　ヒカリはあれからも順調で、すでに四匹目を釣り上げた。

　しかし愛結のほうはというと、まだ一匹も釣れていない。一度だけ魚が食いついたものの、焦あせってすぐに引き上げようとした結果エサだけ取られて逃げられてしまった。

　場所を移動したりイクラの数を三個に増やしたりしてみたものの、特に成果はない。

　ヒカリと一緒にお出かけできるだけで嬉うれしいと思っていたが、こう手応てごたえがないと楽しくない。そんな気持ちが顔に出ていたのか、ヒカリが近づいて声をかけてきた。

「うーん、放流してから時間が経たって、魚がスレちゃってるのかもしれないわね」

「スレる？」

「すぐ食いついてくれるような食欲旺盛おうせいな魚はもう他の人たちに釣られちゃって、警戒心が強い子ばっかりが残ってたり、一度釣られそうになってイクラが罠わなだって学習してたり」

「魚ってそんなに賢いんですか？」

「意外とね」

「むーん……」

　愛結は水中を悠然と泳ぐニジマスを睨にらみつけ、

「でも、先生はちゃんと釣れてますよね」

「そうね。やっぱりエサのおかげかしら」

「あの虫ですか……」

「ブドウ虫はニジマスの大好物だから、イクラに反応しなくなった子でも釣れるのよ」

「うう……」

　ヒカリの言葉に、愛結は悩む。

　釣れないのは悔しいし、楽しくない。でもあの芋虫に触って、あまつさえ釣り針を突き刺すのはものすごく抵抗がある。

「ふふ、まあ自然の中でのんびり過ごすのも釣りの醍醐だいご味みだし、愛結ちゃんのぶんのお昼ご飯も私が釣ってあげるから安心して」

　どこかからかうように言われ、愛結は覚悟を決める。

「いいです！　あたしの食べるぶんはあたしが釣ります！　だから、えっと……ブ、ブドウ虫、ください……！」

「ふふ、よく言ったわ愛結ちゃん」

　ヒカリがブドウ虫の容器を持ってくる。

　愛結が竿を引き上げてイクラを針から外すと、ヒカリは容器のフタを開けて愛結の前に差し出してきた。

「はい、どうぞ」

「うう……」

　恐る恐る、うねうね動いているブドウ虫に手を伸ばす。が、なかなか触ることができない。

「……私が針に付けてあげましょうか？」

　ヒカリが見かねた様子で言った。

　正直その提案をありがたく受け容れたい気持ちでいっぱいだったが、

「いえ、自分で付けます……！」

　歯を食いしばり、愛結はついにブドウ虫を一匹、左手の指で摘つまんだ。指と指の間でもぞもぞと動く感触が気持ち悪い。

「おおー」とヒカリが感心の声を上げ、

「お尻しりのあたりから針を刺して、身体に沿って頭近くまで通すのよ」

「わかりました……」

　その言葉に従い、愛結は釣り針をブドウ虫に刺す。針は吸い込まれるように入っていき、すんなりと頭の近くまで通すことができた。

「へえー、初めてなのに上手うまいじゃない」

「……さ、裁縫は得意なので……」

　賞賛するヒカリに、愛結は引きつった笑みを向けて答えた。
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　愛結がエサをブドウ虫に切り替えると、成果はすぐに出た。

　糸を垂らしてしばらく待っていると、突如として愛結のウキが水中に沈み、糸がピンと引っ張られる。

「先生！　引いてる引いてる！」

　目を丸くして叫さけぶ愛結に、

「落ち着いて。無理に引っ張ると糸が切れちゃうから、ゆっくり引き寄せるようにね」

「はい！」

　愛結が緊張した面持おももちでじりじりと竿を引き上げていく。そしてついに、飛沫しぶきを上げてニジマスが水中から飛び出した。

「ひゃっ、きゃっ!?」

　空中に釣り上げられたあとも激しく暴れ回る魚に悲鳴を上げながらも、愛結はゆっくりと糸を引き寄せ、むんずと鷲摑わしづかみにした。どうやら芋虫は駄目でも生きた魚は全然平気らしい。

「先生！　やった！　釣れたー！」

　手の中でびちびち暴れるニジマスを優佳理のほうに向け、愛結は満面の笑顔を浮かべた。優佳理は「おめでとう」と笑みを返し、内心で安堵あんどする。

　いきなりこんな遠くまで魚釣りに連れてきて、気持ち悪い思いまでさせてしまったのだ。これで釣れなかったらさすがに愛結に申し訳ない。

「それじゃ、針を外しましょうか」

　針外しを持って愛結に近寄り、彼女の持っている魚の口に針外しを突っ込んだ。

「へへへ……」

　愛結は針を外した魚を両手で持ち、嬉しそうに見つめ、

「先生。釣りって楽しいですね」

　その言葉に、優佳理は何故なぜか胸の中が熱くなったような気がした。
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　愛結がさらにもう一匹を釣り上げたあと、とりあえず昼食にするため釣り場内にあるバーベキューハウスに向かった。

　釣ったニジマスはヒカリと愛結、合わせて六匹。

　釣り場のスタッフに釣った魚の下処理をしてもらい、さらに塩を振って串に刺してもらう。それを網あみで焼き、この場で食べるのだ。

　自分が釣った魚だからか、シンプルな塩焼きなのに、これまでに食べた魚の塩焼きの中で一番美味しく感じる。

　他の食べ物は駅の売店で買った塩むすびのみだが、ニジマスの塩焼きとの相性あいしょうが抜群でこれまたものすごく美味しい。

　それぞれ三匹ずつ完食したあと、二人は釣りを再開し、三時間で二十匹以上という釣果ちょうかを上げた。この釣り場では魚のリリースは禁止されているため、釣った魚は全部洗い場で内臓を取り除き、クーラーボックスに入れて持ち帰る。

「ちょっと釣りすぎちゃったかもしれないわね」

　足下のクーラーボックスに視線を落とし、電車の中でヒカリが苦笑を浮かべて言った。

「しばらくは三食全部ニジマスですね……」

　愛結の言葉に、ヒカリが「ええー」とげんなりした顔をした。

　釣り場で食べた塩焼きは文句なしに美味しかったが、愛結もさすがにずっと塩焼きというのは避けたい。

「ニジマス料理、いろいろ調べないとですね」

「愛結ちゃんの腕に期待してるわ」

　そう言うと、ヒカリは大きな欠伸あくびをする。

　それにつられるように、愛結も欠伸が出た。夢中で釣りをしている最中は気づかなかったが、思ったより体力を消耗したらしい。

　二人は睡魔に抗あらがえないまま、どちらからともなく肩を寄せ合うようにして眠り、何駅か乗り過ごしてしまったのだった。

　ちなみに大量のニジマスは、唐揚げ、天ぷら、南蛮なんばん漬け、炊き込みご飯、燻製くんせい、アクアパッツァなどにされ、三日のうちに二人のお腹なかに収まった。
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　愛結あゆとヒカリが釣りに行った日から数日後──六月一日の朝。

「今日から六月ですねー」

　朝食を食べながら愛結がそう言うと、

「なにを言ってるの愛結ちゃん。今日は五月三十二日よ」

　ヒカリが真顔でそんなよくわからないことを言った。

「え……先生？」

「今日は五月三十二日です」

　訝いぶかる愛結に、ヒカリは淡々と繰り返した。

　何をわけのわかんないことを──とツッコもうとして、はたと思い至る。

「……また〆切しめきり破っちゃったんですか？」

「破ってないわ。だってまだ五月だから」

　やんわりと、しかし有無を言わさぬ口調で言い切ったヒカリに、愛結は苦笑を浮かべるしかなかった。

「はいはい、今日は五月三十二日ですね」

「わかってくれて嬉うれしいわ、愛結ちゃん」

　……しかし、愛結にとっては苦笑で済んでも、担当編集の京みやこがそんな妄言もうげんを許してくれるわけもなく。

「原稿が上がるまで一歩も家から出られないと思いなさい!!」

　午前十時を回ったころ、白川しらかわ京がマンションに乗り込んできた。

　逆らったら本当に鎖骨さこつを折おられそうなほどのプレッシャーに、さすがのヒカリも大人しく仕事部屋に引っ込んだ。

「……みやちゃん。先生の原稿そんなにヤバいの？」

「ヤバいわ」

　愛結が訊たずねると、京はどんよりした顔で答えた。

　京の話によると、今回ヒカリが破った〆切は六月──つまり今月に発売予定の『最強主人公のかませ犬系イケメンに転生してしまった』最新巻の原稿で、既にイラストは上がって書店での予約受付も始まっている。

　ウェブで連載中の『みんなちがってみんな好き』の原稿ならば、最悪の場合は休載という手段も取れるのだが、本として世に出るのが確定している原稿は、間に合わなかった場合の被害が比較にならないのだという。

　先生、そんな大変な状況で釣りなんてやってたんだ……。

　というか、〆切を知らなかったとはいえ一緒に釣りに行った自分も共犯ではないだろうか。

　顔を引きつらせる愛結に、京が「あっちゃん？」と訝しげな顔をした。

「な、なんでもないよ？」

　目を泳がせる愛結を京は半眼で見つめ、

「さてはまた〆切がヤバいときにどこかへ遊びに出かけたのね……」

　そう言って大きなため息を吐きつつも、愛結を咎とがめたりはしなかった。

　そんな京に、愛結はおずおずと訊ねる。

「ねえ、みやちゃん。先生って、そんなサボりとか繰り返してて、その……く、クビになったりしないの？」

　社会のことはよく知らないけど、仕事をサボって遊んでばかりいる会社員がいたら普通はクビになるんじゃないだろうか。

　京は少し困った顔を浮かべ、

「まあ、作家はべつに出版社の社員ってわけじゃないから、クビになるなんてことはないんだけど。でも、重大な問題を起こした作家や素行不良の作家が、出版社から出禁を食らうことはたまにあるわね」

「じゃ、じゃあ先生もそのうち……！」

　おろおろする愛結に、京は苦笑を浮かべる。

「安心して。今のところ、その可能性は低いから」

「え、どうして？」

「海老かいろうヒカリが売れっ子で、会社に迷惑かけたぶんを差し引いても利益りえきを出してくれるからっていうのはもちろんあるけど──一番の理由はまあ、『好きだから』ね」

「え──」

　その言葉に愛結が絶句するも、京は続けて、

「……あたしが好きなのよ、あの子の書く小説。だからヒカリが他の関係者に迷惑かけたらあたしが謝りに行くし、あの子に作家を続ける意思がある限り、あたしはあの子の立場を全力で守るわ。……本当は鎖骨へし折って出版社の屋上から全裸で逆さかさ吊づりにしてやりたい気持ちを押し殺して、ね」

　淡々と、しかし本気の目で語る京を、愛結は呆然ぼうぜんと見つめる。

　愛結の視線に気づき、京は「これ、ヒカリには絶対言わないでよ」と照れくさそうに小さく笑い、

「もっとも、あの馬鹿ばかはあたしのこういう気持ちに気づいてるのかもしれないけどね。あの子、わざとちゃらんぽらんに振る舞って相手を試すようなとこあるから」

　……そこに気づいていながらもなお、ヒカリのことを守ると断言した京のことを、愛結は素直に凄いと思った。

　京のヒカリへの想おもいは愛や恋とは違うけれど、二人の間には特別な絆きずながあるように感じる。

　それがなんだか羨うらやましいと思う愛結だった。
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　六月二十五日──愛結あゆが優佳理ゆかりの家に来ておよそ一ヶ月半が過ぎた日のこと。

　優佳理の家に、立て続けに花束はなたばが贈られてきた。

「またネット通販で衝動買いですか？　こんなにたくさん……」

　テーブル狭しと並べられた花束に、愛結が驚いた顔で言う。

「私が買ったんじゃなくて家族から贈られてきたのよ。両親と、お兄ちゃんズとお姉ちゃんズからそれぞれ」

「先生って、兄姉きょうだいが四人いるんでしたっけ」

「うん。上のお兄ちゃんが私の二十歳上で、上のお姉ちゃんと下のお兄ちゃんが双子で十七歳上で、下のお姉ちゃんが十五歳上」

「そんなに離れてるんですか!?」

「お母さんが違うからねー。お兄ちゃんたち四人はお父さんの正式な奥さんの子で、私はいわゆる愛人の子ってやつ」

「え、あ……」

　優佳理の言葉に、愛結はばつが悪そうな顔をした。

「べつに気にしなくていいわよ。愛人って言ってもお母さんは伯母おばさん──奥さん公認で、二人は仲いいし、私も普通に伯母さんに可愛かわいがってもらってたから」

「よかった……。ドラマみたいに愛人の子だからっていじめられたりしなかったんですね」

「いじめられるどころか、むしろ家族総出で甘やかされてきたわね」

　愛人の子ということで大っぴらに社交界に出ることはできなかったし、他の兄姉のようにグループ企業を任されることもなかったが、優佳理にとってはむしろありがたいことだった。大金持ちの家に生まれた責任に縛られることなく、豊かさだけを享受きょうじゅして自由に生きてこられたのだ。高校在学中に作家デビューが決まったときも、突然のことだったにもかかわらず家族みんなが祝ってくれた。

「……いい家族ですね」

　そう言う愛結の表情には、どこか翳かげりがあった。愛結はそれを誤魔化ごまかすように早口で、

「それで、今日はなんで家族から一斉に花束が贈られてきたんですか？　新刊の発売祝い？」

「ああ、今日は私の誕生日なのよ。二十三歳の」

「ええ!?」

「たぶん本命のプレゼントは別口で贈られてくると思うんだけど、基本的に旅行券とかレストランの会員権なのよね。紙切れ一枚とかデジタルだけだと味気ないから、みんなついでに花を贈ってくるのよ。しかも長持ちするようにって、揃そろって生花じゃなくてプリザーブドフラワーを贈ってくるものだから置き場所に困るわ」

　毎年の誕生日に贈られてくる花は、よほど気に入ったものは次の年まで飾っておくが、大抵は編集部や知り合いにあげてしまう。

　ちなみに、プレゼントが主にチケット系になったのは、優佳理が不動産、乗り物、貴金属、大型家具、美術品、衣類、小切手＆現金を全部禁止したからだ。普段使いしにくい超高級な食器やグラスも美術品に含まれるものとした。

「よさそうなお店だったら今度一緒に行きましょうか──あら？」

　愛結が浮かない顔をしているのに気づき、小首を傾かしげる優佳理。

「どうしたの？　愛結ちゃん」

「……あたし、誕生日プレゼントなんにも用意してない……」

　沈んだ声で言う愛結に、優佳理はやんわり笑って、

「そんなの気にしなくてもいいわよ。普段から美味おいしいものを食べさせてもらってるし」

「でもやっぱり誕生日は特別なので何か……でもあたしじゃそんなすごいもの買えないし……」

「じゃあバースデーケーキでも買って、夕飯をちょっと豪勢にしてほしいわ」

「……わかりました。頑張ります」

　愛結は完全には納得していない様子で頷うなずいた。

「ところで、愛結ちゃんの誕生日っていつなの？」

「六月一日です」

「もう過ぎちゃってるじゃない！」

　愛結の答えに、優佳理は目を見開く。

「どうして言ってくれなかったの？　そしたらお祝いしたのに」

　すると愛結は唇を尖とがらせ、

「だって先生、あの日は『今日は五月三十二日』ってずっとゆってたから……」

「あっ」

　そうだった。

　五月いっぱいがデッドラインの原稿がどうやっても終わらず、ついつい時空を歪ゆがめてしまったのだった。クリエイターにはよくあることだ。

　……ちなみに、優佳理の五月は三十六日まであった。

「あはは……そ、そんなこともあったわねー」

　顔を引きつらせる優佳理に、愛結はジト目を向けた。

「ともあれ、遅くなっちゃったけどお祝いしないといけないわね」

「いいですそんなの。普段からいろいろ買ってもらってるし、こないだ棚たなも作ってもらったし、もう十分です」

「それと誕生日プレゼントは別よ。やっぱり特別な日なんだし」

「……それ、さっきあたしも言いました」

「……そうだったわね」

　ばつが悪くなって目を逸そらし、「ふふっ」と不意に笑いがこみあげてきた。

　愛結のほうもつられたように笑う。

「じゃあ、今日は一緒にお祝いしましょうか。プレゼントは、そうねえ……お互い手作りのものを贈り合うとかどう？」

　優佳理の提案に、愛結は目を輝かせた。

「先生の手作り……！　賛成です！　ところでなにを作るんですか？」

　優佳理はテーブルに置かれているプリザーブドフラワーに目をやり、

「ハーバリウムはどうかしら。ちょうど材料いっぱいあるし」

「はーばりうむ、ってなんですか？」

「瓶びんの中にドライフラワーやプリザーブドフラワーを入れて、オイルに漬けて保存するの」

　言いながら、スマホで画像検索して愛結に見せる。

　綺麗きれいに作られたハーバリウムの写真に、愛結は「可愛い……」と顔をほころばせた。

「これ、先生の部屋にもあるやつですよね。ハーバリウムってゆうんだ……」

「そうよ。何度か作ったことがあるけど、材料さえあれば簡単に作れる割にお洒落しゃれだし、愛結ちゃんの部屋の棚にも合うんじゃないかしら」

「たしかに……あたしもこんなの飾ってみたいです」

　と、そこで愛結は視線をテーブルに移し、

「あの、もしかして材料っていうのは……」

「ここにある花、自由に使っていいわよ」

「家族からのプレゼントじゃないですか」

「本命のプレゼントじゃないから問題ないわ。そもそも毎年、邪魔だからみゃーさんとかに引き取ってもらってるし」

「そ、そうなんですね……」

　愛結は微妙に呆あきれ顔をした。

「オイルはうちに残ってるし、あとは空あき瓶ね。私はちょうどなくなりかけてる香水の瓶か、昨日飲んだスパークリングワインのボトルでも使おうかしら」

「あたしはどうすれば……」

「せっかくの手作りなんだから、愛結ちゃんが普段使ってるものの空き瓶がいいと思うけど、何かないかしら」

「あたしが普段使ってる……」

　愛結はしばらく考え、

「たしか鮭フレークがそろそろなくなります。あとはなめたけとか、ごはんですよとか、味あじの素もと、顆粒かりゅう鶏とりガラスープ……」

「ぷふっ」

　優佳理は思わず噴き出しつつも、

「瓶詰びんづめ食品のを使うのは面白おもしろいわね。愛結ちゃんの日用品と言ってもいいものだし」

「……フタに桃屋ももやのマークとか賞味期限とか書いてあるんですけど」

「それはそれで味じゃない？　食べ物だけに」

「むー……先生は香水とかワインボトルとかお洒落っぽいのに」

　不満げな愛結に、

「まあとりあえず作ってみて、どう見てもアレだったら雑貨屋さんにでも行きましょう」
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　用意した空き瓶を無水エタノールで消毒し、愛結とヒカリはさっそくハーバリウム作りを始めた。

　ヒカリの瓶は高そうな香水の空き瓶。凝こった意匠いしょうが施ほどこされており、そのままでも上品なインテリアとして通用しそうだ。

　愛結のはフタが金色で他の瓶詰め食品よりは比較的お洒落だった、鮭フレークの空き瓶（残っていた中身は食べた）。

　かなり高そうなプリザーブドフラワーを使うのは気が引けたが、ヒカリが躊躇ちゅうちょなくハサミを入れていくのを見て、愛結も気に入った花をカットする。

　ヒカリが次々と花をピンセットで摘つまんで瓶に入れていく様子を眺ながめながら、

「あの、なんか綺麗に作るコツみたいなのはあるんですか？」

「んー、フィーリングでいいんじゃない？」

　適当な答えに戸惑とまどいつつ、愛結はとりあえず花の前にネイル用のラインストーンを中に入れた。それから花を入れ、また新しくよさげな花を選んでカットする。色も大きさも違う花で、瓶の中はどんどんカラフルになっていった。

　窮屈きゅうくつになりすぎない程度に花を詰め終わると、ゆっくりとオイルを流し込んでしっかりフタを閉め、最後にマスキングテープでフタをデコって完成。

　我ながら、かなり可愛くできた気がする。とても鮭フレークの瓶とは思えない。賞味期限とか「開封後は冷蔵庫で保管してください」といった文字は見えないフリをする。

　完成した自作ハーバリウムを見つめながら満悦まんえつの表情を浮かべている愛結に、

「それじゃ、愛結ちゃん、プレゼント」

　ヒカリが自分のハーバリウムを愛結に差し出してそう言った。

　ヒカリが作ったものは、主に黄色系の花で統一しつつ、真ん中に真まっ赤かなゼラニウムが配置されていた。

「愛結ちゃんの髪をイメージしてみたわ」

　そう言って微笑ほほえむヒカリに、愛結は愕然がくぜんとする。

　フィーリングでいいとか言いつつ、愛結への誕生日プレゼントという目的に則したコンセプトがちゃんとあって、瓶自体の美しさも相まって素晴らしい作品に仕上がっている。

　これと比べると、自分のはただ派手なだけの稚拙ちせつな出来に思えてきた。鮭フレークだし。

「愛結ちゃんのもカラフルで可愛いわね」

　愛結のハーバリウムを見つめてそう言ったヒカリに、

「あ、あの！　もう一個作っていいですか」

「いいけど、なんで？」

「次はもっとちゃんと先生へのプレゼントに相応ふさわしいように考えて、瓶ももっとちゃんとしたので作りたいです」

　ヒカリは愛結の顔をしげしげと見つめたあと、

「花はまだまだあるから何個作ってもかまわないけど、プレゼントにはこれが欲しいわ」

「な、なんでですか？　色も形もバラバラだし、あげるならもっと上手うまく作ったのを……」

「だってたくさんある花の中から、愛結ちゃんが特にいいと思った花ばっかりを選んで詰めてくれたんでしょう？　その気持ちの純度は初めてのものにしかないから」

　柔らかく微笑むヒカリに、愛結は顔が熱くなるのを感じつつ、

「……わかりました。じゃあ、えっと、先生。お誕生日おめでとうございます」

「うん。愛結ちゃんもおめでとう」

　そして二人はお互いの手作りハーバリウムを交換した。
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　昼食を簡単に済ませたあと、優佳理と愛結は近所のスーパーではなく新宿しんじゅくの高級スーパーで食材を買い揃え、夕食の準備に取りかかった。

　普段作らないだけで、優佳理も料理はできる。

　まずはフルーツたっぷりのケーキを二人で協力して作ったあと、広いアイランドキッチンをフルに生かし、鮮魚のカルパッチョ、ローストビーフ、野菜のテリーヌ、伊勢エビのテルミドール、具だくさんのキッシュと、パーティーらしく見た目も華やかな料理を分担して次々に作り上げていった。

　優佳理が誕生日を誰だれかと一緒に過ごすのは久しぶりだ。
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　家族はみんな多忙のため全員が同じ日に集まれる可能性がほぼ皆無で、誰かが抜け駆けで優佳理と過ごそうものなら確実に揉もめるので、誕生日に優佳理と会ってはいけないという紳士協定が結ばれている。

　メールやＬＩＮＥでお祝いメッセージをくれる友達は何人かいるのだが、わざわざこの日のために予定を合わせてパーティーするほど親密でもない。

「「ハッピーバースデー」」

　たくさんの料理を並べ終わって席につき、優佳理と愛結は乾杯した。二十三歳の優佳理はちょっと高いシャンパン、十七歳未成年の愛結はシャンメリーだ。

　一緒にお酒を飲めるようになるまで、あと三年かー……長いわね。

　そう思った直後、自分がナチュラルに三年後も愛結と一緒に生活しているつもりだったことに気づき、優佳理は驚きを覚える。

　すっかり愛結がいる生活が当たり前になっていたが、彼女はあくまでも住み込みのバイトで、いつかはここを去っていくのだ。

　……ずっとここにいてくれればいいのに。

　優佳理の実家では何人もの使用人がやってきては去っていったけれど、こんな気持ちを抱くのは初めてのことだった。
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　ヒカリの誕生日から数日後の夜。

　愛結あゆがリビングでドラマを観みていると、仕事部屋からヒカリが疲れた顔をして出てきた。

　例によって仕事がマズいらしく、今日は朝からずっと、食事のとき以外は部屋にこもりきりだった。

　ドルチェグストでコーヒーを淹いれ、椅子いすに座って飲み始めるヒカリ。コーヒーを飲み終わったあとも、ぼんやりした顔でテレビのほうに目を向けている。

「……あの、仕事の調子はどうですか？」

　ドラマが終わったのでテレビを消して愛結が声をかけると、ヒカリは小首を傾かしげ、

「うーん……微妙？」

「じゃあその……頑張ってください」

　愛結にはそう言うしかなかった。

　ヒカリは「ふう……」と大きくため息をつき、椅子から立ち上がり愛結に近づいてきた。

　それからどこか吹っ切れたような笑顔を浮かべると、

「愛結ちゃん、明日旅行に行かない？」

「旅行!?」

「うん」

「えっと……どこにですか？」

「そうねえ……箱根はこねとか近場だとみゃーさんが追ってくるから、ある程度遠いところがいいわね。東北か北陸ほくりくか関西かんさいか……いっそ沖縄おきなわ北海道ほっかいどう……」

　……どうやら京みやこから逃げるために旅に出るつもりらしい。

「駄目ですよそんなの！　ちゃんと仕事してください」

　先日ヒカリが〆切しめきりを破って時空を歪ゆがめてしまったとき、愛結は京から、「原稿がヤバいのにヒカリが遊びに行こうとしたら鎖骨さこつ折おってでも止めて」とキツく言われているのだ。

　ヒカリは愛結の隣に腰掛け、真面目まじめな顔で、

「いい？　愛結ちゃん。これは必要なことなの」

「必要？」

「私が完成原稿を召喚するためにはマナコストがあと３必要なんだけど、この場には２マナしかないの。だから他の土地からマナを補充する必要があるのよ」

「よくわかんないけど駄目です。みやちゃんに怒られちゃう」

　唇を尖とがらせる愛結に、ヒカリは悪戯いたずらっぽく笑って、

「内緒にしておけば大丈夫よ。それに、ちゃんとノートパソコンを持っていって旅先でも仕事するから」

「……ほんとですか？」

「もちろんよ。パソコンさえあればどこでも仕事ができるのが作家の強みよね。要は旅行って言うよりセルフカンヅメみたいなものなのよ」

「……だったら、みやちゃんに言ってからなら……」

「それは駄目よ。みゃーさんには内緒。余計な心配をかけたくないでしょう？」

　余計な心配というか、京は現在進行形でやきもきしている真っ最中だと思うが。

「うーん……」

　苦悩の色を浮かべる愛結に、ヒカリはずいっと顔を近づけてきた。不意のことに、愛結は頰ほおが熱くなる。

　ヒカリはそんな愛結を熱っぽい眼差まなざしで見つめ、

「愛結ちゃんは、旅行に行きたくないの？　温泉に入って、美味おいしいものをたくさん食べて日々の疲れを癒いやしたくない？」

「う……」

　温泉は特に好きでもないし疲れてもないが、ヒカリと一緒なら話は別だ。

「って、あの、もしかして旅行って、泊まりですか……？」

　恐る恐る訊たずねると、ヒカリは「もちろん」と頷うなずき、

「せっかくだから二泊くらいはしたいわね」

　……ヒカリと一緒に旅行。温泉旅館に二泊。一緒に美味しいものを食べて、一緒にお風呂ふろに入って、一緒の部屋で寝る。

　想像するだけで理性が蒸発しそうになり、愛結は手で顔を覆おおって頭を振りピンク色の妄想を吹き飛ばした。

「愛結ちゃん、大丈夫？」

「な、なんでもないです！　……ほんとに、ちゃんと仕事をするんですね？」

「もちろんよ。私を信じて！」

　ものすごく胡散臭うさんくさい笑顔だったが、それでも綺麗きれいなものは綺麗で、理性では抗あらがえない。

「じゃあ……行きます。旅行。みやちゃんには内緒で」

　小声で言った愛結に、ヒカリは「やったー」と声を弾はずませた。





[image: ]






　優佳理ゆかりが旅行先に選んだのは、富山とやま県だった。

　一日目は新幹線で富山駅まで行き、富山市内の天然温泉つきホテルに宿泊。二日目はレンタカーで富山湾方面に向かって海鮮を食べつつ、宇奈月うなづき温泉の旅館に泊まる。

　泊まりで旅行に行くのはおよそ二ヶ月ぶりで、愛結が来てからは初めてだ。

　一人旅には慣れているが、誰だれかと一緒に旅行するのは一年ほど前、サイン会で京と一緒に仙台せんだいに行って以来。

「ところで、どうして富山なんですか？」

　東京とうきょう駅から北陸新幹線「はくたか」に乗って富山駅に向かう車内にて。昼食に東京駅限定の「東京弁当」を食べながら、愛結が訊ねてきた。愛結は新幹線に乗るのが初めてらしく、いつもより少しテンションが高い。

「一度も行ったことなかったし、なんでも富山県の名物には白エビっていうのがあるらしいのよ。エビの名を持って生まれし者としては、実物を確認しておきたくて」

「そんな理由で!?」

　……まあ本当の理由は、富山にちょっとした──本当にささやかな縁があったのを思い出したからなのだが。

　エビは大好物の一つだが、優佳理が好きなのは伊勢エビやクルマエビ、バナメイエビといった、メインディッシュたり得うるエビであり、桜エビのような小さいエビはそれほどでもない。写真で見たところ、白エビというのは桜エビの色違いバージョンみたいな印象で、所詮しょせんはお好み焼きや搔かき揚あげの具にするしかない程度の存在だろう。

　牛タン弁当を食べながら優佳理はそんなことを思った。
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　新幹線に乗って二時間半。

　午後二時に富山駅に到着した二人は、とりあえず駅周辺を見て回ることにした。

　駅直結の「きときと市場　とやマルシェ」には、富山県の名産品を売る店が数多く入っており、お土産みやげを買うのには困らなさそうだ。

「ねえ愛結ちゃん」

　不意にヒカリが足を止めて言った。

「なんですか？」

「お腹なか、もう一食いける？」

　ヒカリが見つめているのは、飲食店の入り口横の食品サンプルだった。店の名前は「白えび亭」。名前のとおり白エビが食べられる店なのだろう。

「いけます」

　駅弁の量はそれほど多くなかったので、丼どんぶり一杯くらいなら全然いける。

　愛結の答えにヒカリは嬉うれしそうに微笑ほほえみ、

「じゃあいきましょう」

　二人は白えび亭に入店し、愛結は白えび天丼、ヒカリは白えび刺身丼を注文した。

　しばらくして、注文した料理が席に運ばれてくる。

「これが白エビ……」

　ヒカリが箸はしで白エビの刺身を摘つまみ、しげしげと見つめる。

　愛結も同じように、白エビの天ぷらを一つ摘まんだ。

　一匹まるごと揚げてあり、大きさは六センチくらいだろうか。その天ぷらが、丼一杯に乗っている。白エビという名のとおり、火を通したにもかかわらず身は白いままだ。

　ヒカリの刺身丼のほうは頭が取られ殻からが剝むかれており、つやつやと白く輝くエビの身が錦糸きんし卵たまごの上から大量に乗っている。店のメニュー表によるとその数は九十匹らしい。

「思ってたより大きいんですね。てっきり桜エビと同じようなのだと思ってました」

　愛結が言うとヒカリは頷き、

「私もよ。でも、肝心の味はどうかしら？」

　そう言って刺身を口に含む。

　愛結も天ぷらを口に運び、咀嚼そしゃくする。殻は柔らかくて歯で簡単に砕け、身の旨味うまみが舌に広がる。小さいのに味・触感ともに「エビの天ぷらを食べてる感」がしっかりとあって、満足度が高い。

「うん……エビね、これはちゃんとエビだわ」

　驚いた顔を浮かべてヒカリが言って、

「天ぷらも食べていい？」

「あ、はい。どうぞ」

　ヒカリが愛結の丼から天ぷらを一つ取り、

「愛結ちゃんもお刺身どうぞ」

　その言葉に従い、愛結もヒカリの刺身を一ついただき、醬油しょうゆをつけて食べる。

　ぷりっとした食感で、普通の甘エビよりも濃厚で上品な甘味がある。これまた美味しい。

「天ぷらも美味しい……！　白エビさん、馬鹿ばかにしてごめんなさい……あなたは十分メインディッシュを張れる逸材いつざいだわ……」

　神妙な顔でそう言うヒカリに、愛結は思わず笑ってしまった。
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　刺身丼と天丼を半分ずつ分け合って平らげ、二人は店を出てホテルに向かった。

　フロントでチェックインを済ませ、部屋に入る。

　ここはビジネスホテルとリゾートホテルの中間みたいな雰囲気の天然温泉つきホテルで、二人の部屋は二十畳の洋室だ。

　なかなか立派な机と椅子があり、ネット環境も整っている。

「へー。ここなら本当に仕事も捗はかどりそうですね」

　愛結の言葉に「そうね」と頷き、

「それじゃ、さっそくお風呂に行きましょうか」

「ええ!?　仕事するんじゃないんですか!?」

　驚く愛結に優佳理はへらへらと笑って、

「それがうっかりノートパソコンを家に忘れてきちゃったみたいなのよねー。いやーうっかりうっかり！」

「ぜったいわざとですよね……」

　愛結はジト目を向けて言った。

「というわけで、お風呂いこ？」

「あ、あたしはまだ入らなくていいです」

「え、なんで？」

　優佳理が本気で不思議に思って訊ねると、愛結は微妙に目を泳がせて、

「あたしはお風呂そんなに好きじゃないので、寝る前だけでいいかなって……」

「えー？　大きいお風呂に何度も入るのが温泉宿の醍醐だいご味みなのに……」

「あたしのことは気にしないで、先生は楽しんできてください」

「うーん……わかった。それじゃ、私一人で行ってくるわね」

　残念だが、行きたくないのなら仕方がない。

　優佳理は部屋のクローゼットからタオルと館内着を取り出し、大浴場へ向かった。

　入浴可能時間の十五時になったばかりで、平日ということもあって他に客の姿はない。

　軽く身体を洗ったあと、檜ひのきの香り漂ただよう大きな浴槽よくそうに肩までつかって思いっきり足を伸ばす。お湯が身体に染しみ込こみ、仕事の疲れが溶けていくようだ。露天風呂もあるのだが、日差ひざしが眩まぶしいので今は行かない。夜のお楽しみにとっておこう。

　ミストサウナに入ったあと再びお湯につかり、風呂から上がる。

　館内着に着替え、髪を乾かし、浴場を出たところにある自販機でフルーツ牛乳を買って、椅子に座って飲む。


「はぁ～……」



　久しぶりの温泉を堪能たんのうし、満ち足りた吐息が漏もれた。

　いいお湯だった。しかも貸し切り状態。

　……やっぱり、愛結ちゃんも来ればよかったのに。
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　日が暮れるまでゲームで遊び（パソコンを忘れたくせにゲーム機はしっかり持ってきていた）、愛結とヒカリは夕食のため外に繰り出した。

　二人が選んだのは、富山のご当地ラーメンとして名高い、富山ブラック。

　スープは醬油が濃く、さらに黒くろ胡椒こしょうがかけられており、その名のとおり色が黒い。塩辛い味付けで、白米がほしくなる。

　愛結とヒカリは躊躇ちゅうちょなくライスを頼み、さらに店のメニューにあった富山おでんも追加で注文。昆布の消費量日本にほん一いちである富山のおでんは、とろろ昆布がトッピングされているのが特徴で、具は大根、ちくわ、卵、こんにゃくなどベーシックなものの他に、白エビのつみれという富山ならではの変わり種も入っていた。

　ご当地グルメでお腹を膨ふくらませてホテルに戻ると、ヒカリはすぐにベッドに倒れ込んだ。

「は～、満腹で動けないわ……そして眠い……」

「牛になっちゃいますよ」

「もーもー」

　ヒカリの雑な鳴き真似まねに苦笑する愛結。

　愛結も満腹ではあったが、動けないほどではない。ヒカリはビールも二杯飲んでいたから、その差だろう。

「……あたし、お風呂入ってきますね」

　うつ伏せになっているヒカリにそう告げて、愛結はタオルと着替えを持って部屋を出た。

　大浴場には何人か他のお客さんもいたが、見たところ中高年の女性ばかりで、愛結は安堵あんどする。

　好きな人はヒカリだけでも、若い女性の裸にはどうしても反応してしまう。それは仕方のないことだとわかってはいても、罪悪感を覚えるのを避けられない。

　旅行に来る前は、ヒカリと一緒にお風呂に入れることを喜んだけれど、実際にヒカリに誘われると尻込しりごみしてしまった。

　まあ、ヒカリはしばしば風呂上がりに裸で家をうろつくし、服を着ないで寝ることもあるので、既に何度も見てしまってはいるのだが。

　もしもヒカリに、自分が彼女のことを性的な目で見ていることがバレたら──。

　そう考えるたびに、かつての友人たちの嫌悪けんおの視線が蘇よみがえる。




　──だって、やっぱり気持ち悪い。体育の着替えのときとか、あたし達のことキモい目で見てたってことでしょ。




　ヒカリにそんなことを言われたら、きっと自分は耐えられないだろう。

　襲おそい来た恐怖を熱いシャワーで洗い流し、愛結が湯船に浸つかかっていると、

「愛結ちゃん」

　不意に横から名前を呼ばれ、心臓が飛び出るくらい驚いた。

　横に立っていたのはヒカリだった。

　タオルで隠すこともなく堂々と立っているので、何もかも丸見えだった。

　あまりにも美しい裸身に脳が停止し身体も硬直してしまった愛結の前で、ヒカリがゆっくりと湯船に腰を下ろす。

「はぁ～、やっぱりいいお湯ね」

　のんびりした声で言うヒカリに、愛結は声を絞り出し、

「せ、先生、部屋で寝てたんじゃ……」

「ちょっと横になっただけよ。そのまま寝ちゃおうとも思ったけど、愛結ちゃんがお風呂に行くなら私もって」

「ソ、ソウデスカ……」

「さすがにこの時間だと他のお客さんもいるわねー。三時に入ったときは完全に私一人で貸し切り状態だったのよ」

「ソ、ソウデスカ……」
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　緊張と興奮でまともに声も出せない愛結とは対称的に、ヒカリは心からリラックスした表情を浮かべている。

「じゃ、じゃああたしはそろそろ出ます！」

「ええ!?　もう!?」

　いきなり立ち上がった愛結に、ヒカリが驚きの声を上げる。

　彼女のほうに目を向けないようにしながら、

「の、のぼせちゃったのでっ」

「のぼせるの早すぎない!?　あっ、でもほんとに顔が真まっ赤か……大丈夫？」

「大丈夫です！」

　逃げるように湯船から出ていく愛結のうしろで、ヒカリが「お風呂が好きじゃないって本当だったのね……」とどこか申し訳なさそうに言う声が聞こえた。

　よかった、バレてない。

　罪悪感と恐怖。そして、ヒカリの裸を間近で見られたことに確かな悦びを覚えている自分の浅ましさに対する嫌悪で、愛結の心は押し潰つぶされそうだった。





[image: ]






　翌日。

　ホテルの食堂でビュッフェ形式の朝食を食べたあと、優佳理はもう一度温泉に入り、十時過ぎまで部屋でのんびりしてホテルをチェックアウトした。

　富山駅近くのレンタカーショップでタントを借りて、富山湾方面へ車を走らせる。

「先生って、車運転できたんですね」

　助手席に座る愛結が感心した顔で言った。

「免許は十八歳になってすぐ取ったわ。運転は旅行のときしかしないけど」

「自分の車は持ってないんですか？」

「東京ではあんまり必要ないし、車検とかメンテとかめんどくさいもの」

　免許を取るやいなや家族がこぞって高級車を駐車場ごとプレゼントしようとしてきたのだが、すべて拒否した。

　こうして旅先で運転するのはわりと好きなのだが、車自体には興味がない。運転しやすくて安全で快適ならなんでもいいと思う。

　最初に向かったのはカモンパーク新湊しんみなとという道の駅で、ここでしか売っていないという白エビの搔き揚げを挟んだバーガーと、白エビの天むすをおやつに食べる。道の駅やサービスエリア限定の食べ物やグッズというのは意外と多く、車の旅における楽しみの一つだ。

「サクサクで美味しい！」

　白エビバーガーを頰張ほおばりながら愛結が笑った。

「うん。白エビという存在を知れたことが、この旅行での一番の収穫かもしれないわね」

　そう言いながらスマホでふるさと納税のサイトを検索すると、返礼品に冷凍白エビが見つかったので、その場で申し込む。旅先で美味しいものに出逢ったら、それをふるさと納税で申し込むのが優佳理の習慣だった。節税にもなるし楽しませてくれた地方にも貢献できるので一石二鳥だと思う。

　カモンパーク新湊からさらに車を三十分ほど走らせ、氷見ひみ漁港場外市場で買い物をして岩いわ牡蠣がきと海鮮丼を堪能し、展望台から唐島からしまと立山たてやま連峰れんぽうを眺ながめ二人で写真を撮り、足湯で休憩したのち、来たのとは反対のほう──宇奈月温泉方面へと向かう。

　車の窓を開けて走っていると、海からの風が心地いい。

　海沿いの道を、助手席に可愛かわいい女の子を乗せてドライブ。

「なんだかこれ、デートみたいね」

　優佳理がふと思ったことを口にすると、

「デ、デート!?」

　愛結が顔を赤くして狼狽えた。

「古めの映画とかドラマで、海沿いの道をドライブするシーンってよく出てこない？　私がキムタクか織田おだ裕二ゆうじだったら完全に昔の月９よ」

「そ、そうです……か？」

　どうやら現役げんえき女子高生にはあまりピンとこないらしい。まあ、優佳理もいくつかの作品を配信で観ただけで、月９ドラマに詳しいわけではないのだが。

「と、ところで先生。いま向かってるのって今日泊まる旅館ですか？」

　話題を逸そらすように愛結が言った。

「そうだけど、一カ所だけ寄り道して行くわ」

　カーナビの目的地に設定してあるのは、旅館ではなくとある場所の住所で、そこが今回富山に行こうと思い至った理由だった。

「寄り道ですか？」

「うん。酒蔵」

「さかぐら？」

「日本酒の醸造じょうぞう所じょのことよ。直売店も併設されてるみたいだから、そこでお酒を買っていこうと思って」

「へー。そんなに美味しいお酒なんですか？」

　あまり興味がなさそうな様子で訊ねてきた愛結に、

「んー、まあ……普通？　富山のお酒なら勝駒かちこまとか幻の瀧たきみたいな有名どころの方が好きね」

「え、じゃあなんでわざわざ？」

「『孫子そんこの恋愛兵法へいほう』のドラマの中で、メインキャラの一人がその酒蔵のお酒を飲んでるシーンがあるのよ。で、その酒蔵のお子さんがたまたま原作のファンだったらしくて、私にファンレターと一緒にお酒をいっぱい贈ってきてくれたの」

　ちなみに原作小説の中では日本酒の具体的な銘柄めいがらは特に書かれておらず、件くだんの酒を選んだのはドラマの監督である。だから本来は原作者ではなく監督の方にお酒を贈るのが筋なのだが、視聴者にそんな事情は知りようがないので仕方ない。せっかくなのでありがたく全部優佳理が飲んだ。

「そのお礼をしに行くってことですか？」

「お礼っていうか、お酒を何本か買うだけかしら。いきなり挨拶あいさつに行っても迷惑かもしれないし」

　富山市を抜けて数十分ほど市街地を進むと、目的の酒蔵に到着した。

　直売所は小さいコンビニくらいの広さで、店員は四十代くらいの女性が一人だけ、客は一人もいない。

　酒屋なんて愛結にとっては退屈だろうから、ドラマに出てきたお酒と一番高いやつを何本か買ってさっさと出よう。

　そう思いながら店内を眺めていると、

「あっ、先生これ……」

　愛結が指差したのは、ドラマに出てきた銘柄だけが並べられている特設コーナーで、「ドラマ『孫子の恋愛兵法』に登場しました！」というポップと、そのシーンが大きく印刷された手作りポスター、ドラマの宣伝ポスターが貼はられ、そして原作小説も透明なカバーをかけられて展示されている。

「あはは……」

　優佳理は思わず苦笑を漏らした。

　ドラマに登場したといってもワンシーンだけで、しかも特に重要な場面というわけでもない。それなのにこの大げさな扱い。なんだかとても滑稽こっけいな感じがする。

　でも……悪い気分じゃない。

　せっかく富山まで来たんだし、たまにはファンサービスでもしようかしら。

「あの、すみません」

　店員のおばさんに声をかける。

「はい？」

　近づいてきたおばさんに優佳理は柔らかく微笑んで『孫子の恋愛兵法』の小説を指差し、

「私、この小説の作者の海老かいろうと申しますが、酒蔵のかたにご挨拶させていただくことは可能でしょうか？」

　すると彼女は驚きに目を丸くして──。
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　直売所の店員は酒蔵の主人の奥さん──つまりヒカリにファンレターと日本酒を贈ったファンの母親だった。

　そしてそのファンの女の子は、半年ほど前にこの世を去っていた。

　享年きょうねん十六。原因は、学校でのいじめを苦にしての自殺、らしい。

　生前は海老かいろうヒカリの大ファンで、ヒカリの小説は『孫子の恋愛兵法』だけでなく、デビュー作から全部読んでいた。彼女の持っていたヒカリの本は、葬式の際、副葬品として棺ひつぎに入れられたという。




　──あの子は天国でも、先生の本を楽しんでいると思います。




　母親のその言葉に、ヒカリは怒っているような泣いているような複雑な表情をしていた。

　日本酒を何本か購入し、酒蔵をあとにした二人は、車で旅館へと向かう。

　海から一転して山やま景色げしきに変わった窓の外を眺めながら、愛結は亡くなった少女のことを考える。

　自分から命を絶たつほどの苦しみなんて、愛結は経験したことがない。

　同性愛者であることがクラス中にバレたときも、両親に心ない言葉を吐かれたときも、「こいつら全員ブッ殺してやる」とは思っても、自分が死のうなんて微塵みじんも思わなかった。

　でも、もしもあの街を逃げ出さずに、学校や家庭でひたすら耐え続ける日々を過ごしていたら、いつしか心は摩耗し、潰され、彼女と同じ道を選んでいたのかもしれない。

　ちらりとヒカリの横顔を見る。

　ヒカリは酒蔵を出て車に乗り込む際、ぽつりと「……まあ、こういうこともあるわね」と呟つぶやいたきり、何も喋しゃべらない。

　愛結も何と声をかければいいのかわからず、車内にはときおりカーナビのガイド音声が流れるだけだった。

　しかし旅館に到着すると、

「は～、やっと着いたわね！　山道の運転って緊張するから疲れちゃった！　はやく温泉に入りたいわ！」

　車を降りるやいなや、ヒカリは伸びをしながら笑顔で言った。

　……もしかして、酒蔵でのことで気落ちしていたのではなくて、単に運転に集中していて無言だったのだろうか。

　チェックインを終えて部屋に案内されると、ヒカリはさっそく軽かろやかな足取りで一人温泉へと行ってしまった。

　お風呂から戻ってきて昨日と同じようにゲームで遊んでいるときも、ヒカリの様子はいつもどおりに見えた。

　旅館の豪勢な夕食を美味しそうに食べ、ヒカリはそのまま寝てしまった。

　どうやら自分が心配するまでもなかったようだ。

　安堵して、愛結は小一時間ほど休憩したあと大浴場へと向かった。

　昨日はヒカリが来てすぐに出てしまったので、今日はゆっくり入浴することにする。

　この旅館の大浴場は、展望露天風呂から見える黒部くろべ峡谷きょうこくの景色が一番の見所らしいのだが、あいにく夜なのでよく見えない。そのぶん満天の星空が美しく見え、お湯につかってぼんやり空を眺めているだけで時間が経たつのを忘れそうになる。温泉が好きな人の気持ちがわかった気がした。

　存分に温泉を堪能して部屋に戻り──愛結は旅館に着いてからのヒカリの様子が、空から元気げんきであったことを知る。

「あぁ……愛結ちゃん、おかえり～」

　とろんとした目で愛結を見つめ、ヒカリがどこか弱々しく笑った。

　ヒカリは部屋の広縁ひろえんで、今日氷見の市場で買った練り物やホタルイカの沖漬けをツマミにして日本酒を飲んでいた。

　既にかなり酔っているのか、頰は紅潮こうちょうし、浴衣ゆかたの胸元むなもとが大きくはだけている。

　目のやり場に困り、愛結はヒカリから目を逸らし自分の布団ふとんの上に腰を下ろした。

「ふふ……愛結ちゃんもこっちに来て一緒に飲まない～？」

「飲みません」

「じゃあ飲まなくてもいいからこっちにおいで。かまぼこ美味しいわよ」

「……」

　誘いを断るのも感じが悪いので、愛結はヒカリの対面に座り、なるべく彼女の胸元を見ないようにしながら、かまぼこを爪つま楊枝ようじで刺した。かまぼこに白エビを乗せて焼いてあり、エビの香ばしい匂においが食欲を誘う。

「あ、ほんとだ。美味しい」

　愛結の感想に、ヒカリは「でしょう？」と微笑んで、日本酒をちびりと口に含む。その仕草がとても艶なまめかしくて、愛結は顔が熱くなる。

「はぅ──……」

　ヒカリが長いため息を吐き出し、

「あぁ……美味しいわ。……こんなふうに気が向いたときに旅行に行って、温泉に入ってゲームして、美味しいものをいっぱい食べて昼間からお酒を飲むような、ぐうたらな生活ができるだけで、私は十分なのになぁ……」

　ヒカリは切なげな眼差しで外を見つめる。

「先生……？」

　訝いぶかる愛結の前で、ヒカリはお猪口ちょこの日本酒を一息に飲のみ干ほし、




「……あんまり私に、重たいものを背負わせないでよ」




　まるで世界を呪うような声で、そう呟いた。

　ヒカリは、さらに訥々とつとつと続ける。

「……私は気楽に生きていきたいの。自由に自堕落じだらくに、好き勝手に、わがままで気まぐれな駄目人間でいたいの。頑張りたくないの。だから私なんかを勝手に生いき甲斐がいにしないでよ。私の小説なんて、読んだらすぐ忘れられる量産型の消耗品でいいのに」

　声を震わせ、

「そんなもの、天国にまで持って行かないでよ……」

　ぽとり──と。

　ヒカリの目から涙がこぼれ落ち、テーブルを濡ぬらした。

　初めて見る彼女の涙に、愛結は目を奪われた。

　そして思う。

　やっぱり、泣いていても先生は綺麗だな──と。

　でも綺麗なだけじゃない。

　なんでも器用にこなせるのに基本的にがさつで。

　自由気ままなようで意外と他人のことをちゃんと見ていて。

　飄々ひょうひょうとしているけど繊細せんさいなところもあって、こんなふうに、ファンの悲報に涙を流すこともある。

　器用なのに不器用。鈍感なのに繊細。優しいのに冷淡。不真面目なのに真面目。自由なのに不自由。大人っぽいのに子供っぽい。奔放ほんぽうなのに自縛じばく的。

　すごく複雑で、めんどくさい人。

　最初は一目ひとめ惚ぼれだったけど、ヒカリの近くにいればいるほど、彼女のことを知れば知るほど、外見だけじゃなくて彼女の全部がどんどん愛いとしくなっていった。

　ヒカリが涙を拭ぬぐい、愛結に向けて微苦笑を浮かべる。

「……私ね、人に期待されたくないの。主人公やヒロインになんてなりたくない。誰かの特別になんて、なりたくないの」

　祈るように、縋すがるように放たれたヒカリの言葉に、愛結の視界が涙で滲にじんだ。

　──もう駄目だ。

　目の前のこの人が──愛しくて愛しくてたまらない。

「そんな先生に、残念なお知らせがあります」

「え？」とヒカリが小首を傾げる。

「誰かの特別になりたくないっていうのは無理です。だって先生はもう、とっくにあたしの特別なんだから」

「愛結ちゃん……？」

　言っちゃ駄目だ。それを言ったら取り返しがつかなくなると、愛結の理性が脳内で警鐘を鳴らす。

　しかし、ヒカリへの想おもいが、言葉が溢あふれてしまって、もう止められない。




「あたしは、先生が好きです」




　ヒカリは一瞬きょとんと目を丸くし、そして狼狽うろたえた顔で、

「えっと、それは、アレよね？　人間として尊敬してるみたいな意味よね？」

「いえ、尊敬とかは正直全然……」

　素直に答える愛結に、ヒカリは心外そうに口元を歪めた。

　愛結はヒカリの目を真まっ直すぐに見据え、改めて告白する。

「あたしは同性愛者で、先生のことが、恋愛的な意味で、性的な意味で好きです。愛してます」

　ヒカリは言葉を反芻はんすうするように暫しばし呆然ぼうぜんと愛結を見つめ、

「そ、そう、なのね」

　愛結はこくんと頷き、弱々しい苦笑いを浮かべる。

「そうなんですよ」

「そう、なんだ……」

　ヒカリは困った顔で視線を彷徨さまよわせ、

「なんていうか……その……ごめんね」

「……っ」

　拒絶の言葉に、愛結の胸に激しい痛みが走り、目から大粒の涙が零こぼれる。こうなることはわかっていたのに、それでもやっぱりつらい。

「そ、そうですよね、やっぱり気持ち悪いですよね、あたし。すいません……ほんとに、すいません……」

　するとヒカリは、なぜかひどく慌てた顔で、

「ち、違うの！　ごめんっていうのはそういうことじゃなくて！」

「え？」

　訝る愛結に、ヒカリはばつが悪そうに、

「だって、えっと……私、愛結ちゃんがそうだって知らずに、お風呂上がりに愛結ちゃんの前を裸でうろついたり、昨日だって一緒に温泉に入ろうとしたり……その、すごく困らせちゃっていたのではないかと……」

「……それは、まあ、はい」

　愛結は肯定しつつ、

「でもそれは先生のせいじゃないので……こんなふうに生まれちゃった、あたしが悪いんだから……」

　自虐じぎゃく的な笑みを浮かべる愛結に、ヒカリは慈いつくしむような優しい眼差しを向けてこう言った。




「ねえ愛結ちゃん。私たち、付き合いましょうか」




「……は？」

　なにを言われたのか理解できず、思考がフリーズする。

「恋人になりましょうか、って言ったの」

　ヒカリの言葉を脳内で何度も何度も反芻し、ようやく言葉の意味を理解した瞬間、愛結の全身が燃えるように熱くなる。

「ええ!?　な、な、なんで……？」

「なんでって、愛結ちゃんが先に告白してきたんじゃないの」

「そ、それはそうなんですけど！　で、でも、だって」

　混乱してしどろもどろになる愛結に、ヒカリは微苦笑を浮かべ、

「私は正直、愛結ちゃんの言う好きとか愛っていう気持ちがわからないわ。でも、愛結ちゃんと一緒にいたいのは本当だし、愛結ちゃんになら、その……エッチな目？　で見られてもべつに嫌じゃないから」

　少し恥ずかしそうにヒカリが頰を赤らめた。

　その顔があまりに可愛くて美しくて綺麗で可憐かれんで愛しくて心臓が壊れそうになる。

「本当に、いいんですか？」

　震える声で確認すると、ヒカリは「うん」と頷いた。

「ほんとにほんとですか？」

「まあ」

「本当に、あたし、先生と──」

　夢を見ているような心持ちで愛結がゆっくり椅子から立ち上がると、ヒカリも同じように立ち上がった。

　ヒカリに近寄り、夢ではないことを確かめるように彼女の身体を強く抱きしめる。

　ヒカリは、愛結を優しく抱きしめ返してきた。

「夢じゃない……本当に、夢じゃない……」
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　ヒカリの胸に顔をうずめ、愛結は熱い吐息を漏らしたのだった──。
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　翌朝。

　優佳理が布団から起き上がると、すぐ横で愛結が寝息を立てていた。

　優佳理も愛結も、何も身につけていない。

　昨夜のことを思い出し、優佳理の顔が熱くなる。

　喘あえぎ声、他の部屋に聞こえてなかったかしら……。

　愛結が上手うまいのか（自分の身体でたくさんシミュレーションしたと言っていた）、もしくは身体の相性あいしょうがいいのか、それとも優佳理が感じやすいのか、ともかく、昨夜は自分でも驚くほど乱れてしまった。

　子犬みたいだと思ってたのに、実は狼おおかみだったのね……。

　愛結の身体の熱が、今も優佳理の全身に残っているような気がする。

　愛結の寝顔を見つめながら、本当にこれでよかったのだろうかという迷いが優佳理の脳裏のうりをよぎる。

　あのとき愛結の想いを拒絶したら、彼女はきっと優佳理のもとから去っていくだろうという予感があった。

　だから自分から付き合おうと言ったのだが──そうまでして愛結と離れたくなかった自分自身に、優佳理は戸惑とまどいを覚える。

　優佳理には、恋とか愛という感情がわからない。

　家族に愛され、読者に愛されてきた。学生時代に優佳理のことを好きだと告白してきた男子も女子もいた。でも、自分から誰かを愛したことはない。

　もちろん、両親や兄姉、京や他の友人たちなど、好きだったり大切だったりする人たちは優佳理にもいる。

　けれど──仮に彼ら彼女らがいなくなったとしても、きっと自分はすんなりとその現実を受け容れてしまうだろうという確信があった。

　お気に入りの使用人が辞めたときも、仲良しの友達が転校したときも、優佳理が取り乱したことはなかったのだ。

　愛結だけだ。

　こんなふうに、絶対に自分のそばからいなくなってほしくないと思ったのは、白川しらかわ愛結ただ一人だけだ。

　もしかしたら、この執着しゅうちゃく心しんこそが愛なのかもしれないが。

　小説や映画やドラマ、古今東西あらゆる物語で描かれてきた、美しく激しく時に醜悪しゅうあくで痛々しいあの感情と、自分が愛結に抱いているコレが同一のものだとはどうしても思えなかった。

　楽しいも嬉しいも面白おもしろいも美しいも美味しいも気持ちいいもわかるのに。

　ただ、愛だけがわからない。

「……でもまあ、楽しくて気持ちよければそれでいいじゃない」

　諦観ていかんの表情を浮かべながら、優佳理は小さく呟いた。

　と、

「ぅうん……」

　可愛い声を漏らしながら、愛結が目を開けた。

「おはよう、愛結ちゃん」


「おふぁようごじゃいま──……っ！」



　裸の優佳理を見て、寝ぼけまなこだった愛結の顔が一瞬で真っ赤になる。

　愛結は自分の身体と優佳理の身体を交互に見て、

「ゆ、夢じゃなかったんですね……」

　消え入りそうな声で言った愛結に、優佳理は苦笑を浮かべる。

「あんなに私の身体を好き放題にしておいて、それはないんじゃないかしら」

「うう……ご、ごめんなさい」

「べつに謝らなくてもいいわ。私もその……よかったし」

　少し照れながら優佳理が言うと、愛結は安堵の息を吐き、どこか切なげに、

「でもやっぱり、夢みたいです。こんな幸せでいいのかな……」

「それなら夢じゃないって、もう一度確認してみる？」

　優佳理が悪戯っぽく微笑むと、愛結は潤んだ瞳ひとみで優佳理を見つめながら「はい」と小さく頷いた。

　二人の顔がゆっくりと近づいていき、唇と唇が触れそうになったそのとき。

　枕元まくらもとに置いてあった優佳理のスマホが震えだした。

「もう……」

　小さく嘆息たんそくして画面を確認すると、「白川京」と表示されている。無視してもかけ続けてくるだろうし、

「適当に誤魔化ごまかすから、ちょっと待っててね」

　愛結にそう言って、優佳理は通話に出る。すると──

『……昨日はお楽しみだったみたいね』

　地獄の底から響くような声で言われ、優佳理は目を見開いた。

　ど、どうしてそれを!?　……と思わず叫さけんでしまいそうになるのをどうにかこらえ、努めて平静な口ぶりで、

「え、なんのことですか、みゃーさん？　私は昨日から徹夜で一生懸命原稿を書いているのですが。もちろん自宅で。あーあ、もうちょっとで完成するところだったのなー。この電話さえかかってこなければ、フルスピードで書き続けられたのになー！」

『……富山の宇奈月温泉、いいところよね。白エビも海鮮丼もとっても美味しそう』

「んへっ!?」

　京の言葉に絶句する優佳理。

「な、なぜ……」

　完全に居場所を把握されている。こわい。

『すぐに帰ってきて原稿を書きなさい。でないと黒部ダムの底に沈めるわよ』

「は、はい……」

　ドスの利きいた声で言われ、優佳理は恐れおののきながら頷くしかなかった。

『じゃあね』と通話が切られる。

　……どうやら京が言っていた「お楽しみ」というのは今回の旅行自体のことで、昨夜愛結と楽しんだ件ではないようだが……それでも不可解だ。

　荷物にＧＰＳ発信器が付けられてないかは当然入念にチェック済みだし、スマホに知らないアプリがインストールされてないかも当然確認している。となると──。

　優佳理は愛結に視線を向け、

「愛結ちゃん、もしかしてＳＮＳとかやってる？」

「え？　あ、はい一応」

　愛結は頷いたあと、慌てた様子で、

「で、でも、たまに料理とか景色の写真をアップしてるだけで、フォロワーも全然いないし名前もあたしだってわからないようにしてます！　みやちゃんにも教えてないし！」

「ふぅん……」

　どうやら彼女なりに気をつけてはいるようだが、

「みゃーさんにその日食べた料理を教えたりしたことはない？」

「え、それは何度かありますけど……」

「じゃあ多分それね。みゃーさん、愛結ちゃんのアカウントを特定してるわ」

「ええ!?　どうやって!?」

「たとえば愛結ちゃんが『昨日はローストビーフを食べた』って教えるでしょ？　そしたらＳＮＳを『ローストビーフ』とか『夕飯』とかで検索して、出てきた写真の中から、私の家の食器やテーブルが写ってるものを探すの」

「ローストビーフの写真なんて毎日めっちゃたくさんアップされてますよ？」

「その膨大な写真の中から一枚を特定するのが編集者なのよ」

　編集者は、何万文字もの文章の中から細かいミスを見つけ出す作業を日常的にこなしている。たかだか数百枚の写真から目的の一枚を探すことなど造作もないだろう。

「えぇ……みやちゃんこわい……」

　愛結は引いた様子で言って、

「ごめんなさい先生……あたしのせいで……」

　しゅんとうなだれる愛結の頭を、優佳理は優しく撫なでる。

「たとえ愛結ちゃんが食べた料理を教えなかったとしても、みゃーさんは別の方法で特定してきたでしょうし、ＳＮＳをやってなかったら、スマホに位置情報アプリをこっそり入れたり発信器を付けたりクラウド上の写真データから位置情報を調べるとかして追跡してくるわよ。場合によってはプロの探偵を雇やとうことさえあるわ」

「もー、そんな大げさ……な……？」

　愛結は小さく噴き出したが、優佳理の言葉が彼女を慰なぐさめるための軽口などではなくガチガチのガチであることを察したらしく顔を強こわばらせた。

「え……編集者って、みんなそうなんですか？」

「少なくとも業界で有能って呼ばれてる編集者は、全員どこか頭おかしいバーサーカーよ。みゃーさんはその代表格ね」

「バーサーカーみやちゃん……ちょっとかっこいい」

「……愛結ちゃんは編集者になろうなんて思わないでね？」

　何故なぜかうっとりしたような顔になった愛結に釘くぎを刺しつつ、

「とにかく、居場所がバレちゃった以上、朝ご飯を食べたら大人しく東京に帰りますか……。トロッコ電車とか乗ってみたかったんだけどねー」

　優佳理が嘆息すると、愛結も残念そうに、

「もっと先生と旅行したかったです。せっかく……こ、恋人になったんだし」

　その言葉に、優佳理の顔が熱くなる。

「原稿が片付いたら、お祝いにまたどこかに行きましょう」

「ほんとですか!?」

　目を輝かせる愛結に、優佳理は「もちろん」と頷く。

「やったー」

　愛結ははにかみ、それから少し甘えるような声で、

「あの、先生」

「うん？」

「朝食の時間までまだちょっと時間あるので、一緒にお風呂に行きませんか？」

　愛結の提案に優佳理は微笑み、

「愛結ちゃんは本当にエッチね」

「エ、エッチじゃないです！　せっかくなのでもう一回くらい温泉に入らないともったいないって思っただけで！」

「はいはい」

　愛結の苦しい言い訳を軽く流し、優佳理は立ち上がりパンツを穿はいて浴衣を着る。

「もう……」

　愛結もふくれっ面つらでいそいそと浴衣を身につけた。

　タオルと着替えを持ち、




「それじゃ、行きましょうか……愛結」




　優佳理が少し躊躇ためらいながら下の名前を呼び捨てにすると、愛結は大きな瞳をさらに開いてしばらく呆然と優佳理を見つめ、

「はいっ、優佳理さん」

　満面の笑顔を浮かべて頷いた。

　その笑顔に胸の中が熱くなるのを感じつつ、一緒に部屋を出る。

　愛とか恋とかはよくわからないけれど、今はただ、彼女と過ごす日々が続けばいい。

　海老原えびわら優佳理はそう思うのだった──。










あとがき







　ＧＡ文庫さんでは初めましてとなります、平坂ひらさか読よみです。〝普通〟に生きにくいすべての人に贈るガールズラブコメ、『〆切しめきり前には百合ゆりが捗はかどる』──百合好きの人もそうでない人も、少しでも楽しんでいただけたなら嬉しいです。

　ＧＡ編集部の担当さんから「うちで何か書きませんか？」というお誘いを受け、「暇ひまなので書きまーす」と二つ返事で答えたのが、かれこれ十年以上も前のことだったのですが、当時他社でスタートした新作のメディアミックスが始まるなどしてあれよあれよという間に忙しくなってしまい、なかなかＧＡ文庫の仕事に取りかかることができませんでした。その間も担当さんには寿司やすき焼きなどをご馳走ちそうになったりＧＡ文庫のパーティーに呼んでいただいたりして、完全にタダ飯食らいのパラサイト作家と化していたわけですが、今回ようやく、こうして本を出すことができました。この本が少しでも売れて、さんざん飲み食いした分のツケがお返しできるといいなと思っています。

　本の内容について少しだけ説明させていただくと、この作品の舞台は小学館ガガガ文庫から出版されている『妹さえいればいい。』というシリーズ（全14巻）と共通のものとなっており、そちらでは本作に登場する編集者の白川しらかわ京みやこが主人公の一人として活躍しています。とはいえ本作は別に『妹さえ』のスピンオフというわけではなく、あくまで海老原えびわら優佳理ゆかりと白川愛結あゆ、二人の物語ですので、『妹さえ』未読の方は特に気にせず、既読の方は成長した京の姿や共通する要素を見つけてニヤリとするなどして、それぞれお楽しみください（もちろん本作のあとで『妹さえ』を読んでいただいても大変嬉しいです）。

　メインキャラクターが二人だけということで、あまり長いシリーズにはならないと思いますが、どうか愛結と優佳理の物語を最後まで見届けてもらえたら幸いです。





２０２０年11月中旬　平坂読












〆切しめきり前には電子書籍が捗はかどる




「そういえば先生って、あんまり本屋さんに行かないですよね。小説家なのに」

　二人で買い物に出かけた帰りに寄った喫茶きっさ店てんにて。喫茶店の窓から見える大きな書店に視線を向けながら、愛結あゆがそう言った。

「言われてみるとそうかも……最近は電子書籍ばっかりで、紙の本はほとんど買わないから」

　優佳理ゆかりは少しばつが悪そうに答えた。

「あたし電子書籍って使ったことないんですけど、そんなに便利なんですか？」

「まあ、便利よ」と優佳理は頷うなずき、「わざわざ出かけなくてもいつでも好きな時に買えるし、品切れの心配もないし、何千冊でも持ち運べるし、紙の本みたいに汚れたり破れることもないし。なにより、私みたいに月に百冊くらい本を買う人にとっては、置き場所に困らないというのが一番大きな利点かしら」

「はー、いいことずくめなんですね」

「基本的にはね。ページを行ったり来たりすることが多い資料系の本や料理のレシピ本なんかは、まだ紙の方が使い勝手がいいと思うけど」

　また、漫画家や小説家の中には、使用する端末によってページレイアウトが変化してしまうことを嫌う人も多い。一般ユーザー目線でも、電子書籍のアプリやストアには改善を要求したい部分が多々あるし、禁則きんそく処理しょりが適切でないなど出版社の怠慢たいまんが見受けられることもある。

「とはいえ、利便性という点では電子が圧倒的に優位なのは間違いないわ。今後流通に革新的な変化が起きて注文した本が一瞬で手元に届くようになったり、地殻ちかく変動へんどうで日本の国土面積が百倍くらいになって書店も読者も保管場所の悩みから解放されるとかしない限り、紙より電子という流れは止められないでしょうね」

「なるほどー」と愛結は頷き、「でも、あたしは紙の本にも頑張ってほしいです」

「ふうん、それはどうして？」

　優佳理が訊たずねると、愛結は少し照れた様子で、

「だって、先生が読んだ本をあたしも読みたいので……」

「……なるほど」

　友達同士はおろか、一緒に住んでいる者同士でさえ気軽に貸し借りできないというのは、電子書籍の抱える欠点だ。優佳理も幼い頃から、親や兄姉の部屋にあった本を読んできた。もしも家族全員が電子書籍派だったら、優佳理は今頃作家になってはいないと思う。

「帰りに、あそこの本屋さんに寄っていきましょうか」

　優佳理の言葉に、愛結は「はい」と嬉しそうにはにかんだ。







著者

平坂読（ひらさか よみ）

　第０回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞で優秀賞を受賞しデビュー。

　代表作に『妹さえいればいい。』『僕は友達が少ない』など。

　過去に数多くの〆切を打ち破ってきた。




イラスト

Ｕ３５（うみこ）

　島根県出身、神奈川県在住。「ラピスリライツ」「進化の実」等

　キャラクターデザイン、漫画等で活動しております。








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




本書に関するご意見・ご感想は

下のQRコードよりお寄せください。

※アクセスの際に発生する通信費等はご負担ください。
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